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一

道
路
渋
滞
の
現
状

必
要
な
時
間
に
自
由
に
移
動
で
き
る
自
動
車
の
あ
る
生

活
は
便
利
で
あ
り
、
ま
た
、
生
活
が
便
利
に
な
る
に
つ
れ
、

ど
こ
へ
で
も
い
つ
で
も
物
が
運
べ
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
も
増

加
し
て
い
る
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と
と
も
に
、

自
動
車
保
有
台
数
は
右
肩
上
が
り
で
伸
び
続
け
る
の
に
伴

っ
て
、
旅
行
速
度
は
年
々
低
下
し
続
け
て
お
り
、
道
路
の

整
備
が
進
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
路
交
通
の
サ

ー
ビ
ス
水
準
は
下
が
り
続
け
て
い
る

(図
1
)。
特
に
都

市
部
に
お
い
て
は
渋
滞
が
深
刻
で
あ
り
、
人
口
集
中
地
区

の
一
般
道
路
の
約
四
割
の
道
路
延
長
で
は
ラ
ッ
シ
ュ
時
平

均
旅
行
速
度
が
二
〇
蝋
/
h
未
満
で
あ
り
、
自
転
車
な
み

の
速
度
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
動
車
の
分
担
率
も

年
々
増
加
し
て
お
り
、
平
成
三
一年
で
、
旅
客
輸
送
に
つ

い
て
は
約
六
七
%
、
貨
物
輸
送
に
お
い
て
は
約
五
四
%
に

達
し
て
い
る
。

渋
滞
が
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
は
多
大
で
あ
り
、
渋
滞
に

よ
る
損
失
を
費
用
に
換
算
す
る
と
、
日
本
全
国
で
年
間
約

三
一兆
円
に
の
ぼ
り
、
国
民
一
人
あ
た
り
約
一
〇
万
円
に

も
な
る
。
ま
た
、
沿
道
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
原
因
で
も
あ

り
、
排
気
ガ
ス
に
お
い
て
は
、
速
度
が
1
/
4
に
な
る
と

環
境
へ
の
負
荷
が
約
二
倍
と
な
る
。
さ
ら
に
、
走
行
速
度

が
一
○
蛔
/
h
の
場
合
と
四
0
m
/
h
の
場
合
と
比
較
す

る
と
、
贓
は
約
一
･
九
倍
、
⑩
は
約
一
,
八
倍
、
①
は
約

三
･
四
倍
に
も
な
る

(図
2
)。

道
路
渋
滞
は
、
あ
る
時
間
帯
で
、
道
路
の
交
通
需
要
が

道
路
の
交
通
容
量

(供
給
能
力
)
を
上
回
る
こ
と
か
ら
生

じ
る
現
象
で
あ
る
と
い
え
る

(図
3
)
。
道
路
渋
滞
を
解

決
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
は
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
等

図 1 旅行速度と自動車保有台数
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の
整
備
、
交
差
点
や
踏
切
道
の
立
体
化
な
ど
の
交
通
容
量

拡
大
策
を
推
進
し
て
き
た
が
、
用
地
買
収
の
困
難
等
に
伴

う
事
業
の
長
期
化
や
、
市
街
化
が
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
は
、



速度がし4になると

10万円

日本全国における渋滞による経済損失

注)渋滞のある堝台とない場合の
年間総走行時間を比較して、こ
の時間を賞金ベースで換算。

資料:｢都内自動車走行靴および自動
車排気ガス量算出調査(平成8年3月:
煎京都)

図2 渋滞による損失図 3 交通需要と交通容量との関係

道
路
改
良
が
不
可
能
な
ほ
ど
建
物
が
密
集
し
て
い
る
な

ど
、
交
通
容
量
拡
大
策
と
い
う
手
法
だ
け
で
は
渋
滞
を
解

消
す
る
に
は
限
界
が
き
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
渋
滞
を
解
消
し
、
円
滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た

　　
　　

　

　

放
~ら

公
徒

め
に
は
、
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
の
整
備
等
の
交
通
容
量

の
拡
大
施
策
と
併
せ
て
、
道
路
利
用
の
仕
方
に
工
夫
を
求

め
、
都
市
内
交
通
を
適
切
に
誘
導
す
る
、
交
通
需
要
マ
ネ

ジ

メ
ン
ト
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施
策
の
導
入
を
図
り
、
総
合
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る

(図
4
)。

三

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
は
、
道
路
利
用
者
の
①

情報提供による通過交通の排除等
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経
路
の
変
更
、
②
時
間
の
変
更
、
③
手
段
の
変
更
、
④
自

動
車
の
効
率
的
利
用
、
⑤
発
生
源
の
調
整
等
に
よ
り
、
車

の
利
用
者
の
交
通
行
動
の
変
更
を
促
し
、
都
市
ま
た
は
地

域
レ
ベ
ル
の
道
路
交
通
混
雑
を
緩
和
し
よ
う
と
す
る
手
法

で
あ
る

(表
1
)。
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
や
交

差
点
立
体
化
な
ど
の
交
通
容
量
拡
大
策
の
よ
う
な
ハ
ー
ド

施
策
に
対
し
て
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
は
、
既

存
ス
ト
ッ
ク
を
有
効
活
用
す
る
ソ
フ
ト
施
策
と
も
言
う
こ

と
が
で
き
る
。

表 1 交通需要マネジメント施策の分類
分 類 内 容 手 法

①経路の変更
交通の分散により需要の空
間的円滑化を図る

･道路交通情報･駐車場情報提供の充
実 など

②時間の変更
フ
的鮪翻の需帯通

る

間
交
図

時
り
を

ク
よ
化

一
に
滑

ピ
ト
平

･フレックスタイム ･時差通勤 ･通学

･ロードプライシング など

③手段の変更
進
る聯姻

利
担鰓通過穣公よ

ー

用

テ

W
群
鯏
圦

◇

の
設
成

通

ど

上

等
の
綱

交

な

向

場
ン
再

新

の
)
車
･
一
の

･

グ

さ
等
難
し
関

車

ン

す
化
ド
先
機

電

シ

や
装
イ
優
送

面
接
イ

い
舗
ラ
･
輸

路
支
ラ

便

一
&
用
共

･
備
プ

の
ラ
ク
尊
公

鉄
整
ド

ス
カ
ー
ス
量

下
の
一

バ
の
パ
パ
大
越
地
等
口

･
ン
･
･
･
促

.
ム
.

④自動車の効率的利用 hリ
ラ◎
よ
図
に
を
上
用
向
利
率
車
載
動
横
目
の
な
車
的
動
率
目
効 旛ンーし齢V儲

効
痺
ど

乗
乗
な

福
相
･
･
備

⑤発生源の調整 発hソ上い
に更
る
変
図盤態調形の務量勤生 どか

“更変の態蹄勤

ボトルネック対策や地下道路整備

図 4 円滑な道路交通の確保のための手法



1

経
路
の
変
更

経
路
の
変
更
は
、
道
路
交
通
を
特
定
の
経
路
や
地
区
に

集
中
さ
せ
ず
、
分
散
さ
せ
る
こ
と
よ
り
、
交
通
需
要
の
空

間
的
平
滑
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。主
な
手
法
と
し
て
は
、

渋
滞
情
報
や
駐
車
場
情
報
提
供
を
充
実
さ
せ
る
も
の
な
ど

が
あ
る
。
こ
の
手
法
は
、
代
替
経
路
が
す
で
に
い
く
つ
か

あ
る
場
合
な
ど
で
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
行
わ
れ
て

い
る
、
有
料
道
路
の
料
金
を
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
混
雑

し
て
い
る
一
般
道
路
か
ら
比
較
的
交
通
容
量
に
ゆ
と
り
の

あ
る
有
料
道
路
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
で
一
般
道
路
の
混
雑

緩
和
を
図
る
手
法
も
、
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
と
い
え
る
。

2

時
間
の
変
更

時
間
の
変
更
は
、
ピ
ー
ク
時
間
帯
の
道
路
交
通
を
他
の

時
間
帯
へ
シ
フ
ト
さ
せ
る
よ
り
交
通
需
要
の
時
間
的
平
滑

化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
主
な
手
法
と
し
て
は
、
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
や
時
差
出
勤

･
通
学
、
時
間
帯
別
課
金
に
よ

る
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
等
が
あ
る
。
こ
の
手
法
は
、
事

業
者
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
協
力
･
連
携
が
重
要
で
あ

り
、
ま
た
、
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
参
加
者
の
あ
る

程
度
の
規
模
が
必
要
で
あ
る
。

新
交
通
シ
ス
テ
ム
や
L
R
T
等
公
共
交
通
の
整
備
、
バ
ス

専
用
レ
ー
ン
の
設
置
や
バ
ス
停
･
バ
ス
ベ
イ
の
整
備
な
ど

の
バ
ス
の
走
行
空
間
改
善
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
自
動

車
に
代
わ
る
公
共
交
通
機
関
の
整
備
を
す
る
こ
と
に
よ
り

利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
利
用
者
に
公
共
交
通
機
関
へ
利
用

転
換
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
イ
カ
ー
の
利
用
か

ら
鉄
道
等
の
公
共
交
通
機
関
へ
の
転
換
を
図
る
パ
ー
ク
ア

ン
ド
ラ
イ
ド
の
促
進
、
駅
前
広
場
等
の
整
備
に
よ
る
交
通

結
節
機
能
強
化
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
自
動
車
と
そ

の
他
の
交
通
機
関
と
の
乗
り
換
え
の
利
便
性
を
向
上
さ

せ
、
利
用
者
に
公
共
交
通
機
関
等
へ
利
用
転
換
を
促
す
も

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
導
入
、

自
転
車
利
用
の
促
進
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
公
共
交

通
機
関
や
歩
行
者

･
自
転
車
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
自
動
車
利
用
か
ら
の
転
換
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

4

自
動
車
の
効
率
的
利
用

自
動
車
の
効
率
的
利
用
は
、
自
動
車
の
積
載
率
向
上
に

よ
り
効
率
的
な
自
動
車
利
用
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
主
な

手
法
と
し
て
は
、
相
乗
り
の
促
進
及
び
相
乗
り
車

(H
O

V
…
晋
瞥

O
R
旨
巴
のQ
く
害
-o延

優
先
レ
ー
ン
の
整
備
、

物
流
共
同
集
配
の
実
施
、
共
同
集
配
セ
ン
タ
ー
の
整
備
等

が
あ
る
。

量
の
調
整
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
主
な
手
法
と
し
て
は
、

在
宅
勤
務
や
テ
レ
ビ
会
議
な
ど
の
活
用
に
よ
る
勤
務
形
態

や
業
務
形
態
の
変
更
を
促
す
こ
と
に
よ
る
自
動
車
発
生
交

通
量
の
抑
制
な
ど
が
あ
る
。

三

お
わ
り
に

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
は
、
道
路
整
備
を
す
る

こ
と
に
よ
り
供
給
能
力
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
で
道
路
交
通

の
円
滑
化
を
図
る
従
来
の
交
通
容
量
拡
大
策
で
は
、
厳
し

い
財
政
状
況
も
あ
り
、
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
地
域
が
少

な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
の
施
策
と
し

て
注
目
を
浴
び
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
多
く
の
地

域
に
お
い
て
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
の
導
入
が

図
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
の
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
道
路
管
理
者
と
公
安
委
員
会
、
地
元
の
地
方
公
共
団

体
、
地
元
企
業
･
住
民
な
ど
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
て
導
入
す
べ
き
手

法
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
連
携
体
制
を

い
か
に
し
て
築
き
上
げ
、
地
域
の
実
情
を
的
確
に
捉
え
て

効
果
的
な
手
法
を
い
か
に
組
み
合
わ
せ
て
い
く
か
が
、
交

通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
に
よ
る
道
路
交
通
の
円
滑
化

へ
の
成
功
の
鍵
を
握
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

3

手
段
の
変
更

力

る

手
段
の
変
更
は
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
に
よ
り

交
通
機
関
分
担
の
自
動
車
か
ら
公
共
交
通
機
関
へ
の
シ
フ

5

発
生
源
の
調
整

ト
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
主
な
手
法
と
し
て
は
、
ま
ず
、

発
生
源
の
調
整
は
、
勤
務
形
態
等
の
変
更
に
よ
り
発
生
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金
沢
市
都
市
政
策
部
交
通
政
策
課

一

金
沢
市
の
概
要

共
交
通
離
れ
な
ど
、
交
通
に
関
す
る
地
域
独
自
の
問
題
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る
に
あ
た
り
、

道
路
整
備
が
追
い
つ
か
な
い
以
上
、
そ
こ
を
流
れ
る
車
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
せ
ざ
る
を
得
な
い
背
景
が
あ
っ
た
の
で

す
。
他
都
市
に
比
較
し
て
、
警
察
と
良
好
な
協
力
関
係
が

築
か
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
背
景
が

大
き
く
働
い
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

二
金
沢
市
に
お
け
る
T
D
M
施
策
導
入
の
背
景

金
沢
市
は
、
人
口
約
四
六
万
人
を
有
す
る
中
核
市
で
あ

り
、
都
市
圏
は
周
辺
の
一
市
四
町
を
加
え
る
と
約
六
五
万

人
の
人
口
規
模
と
な
り
ま
す
。
石
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、北
陸
地
方
の
経
済
や
文
化
の
中
心
的
な
都
市
で
す
。

金
沢
の
街
は
、
三
つ
の
丘
陵
と
犀
川
･
浅
野
川
の
二
つ
の

清
流
を
骨
格
と
し
た
起
伏
と
変
化
に
富
ん
だ
地
形
を
有
し

て
お
り
、
加
賀
百
万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
中
央
の

小
立
野
台
地
の
先
端
に
は
、
緑
に
囲
ま
れ
た
金
沢
城
丑
と

日
本
三
名
園
の
一
つ
｢兼
六
園
｣
が
あ
り
ま
す
。
城
下
町

と
し
て
築
か
れ
て
き
た
歴
史
、
風
土
と
と
も
に
、
今
も
な

お
、
加
賀
友
禅
、
金
沢
箔
な
ど
の
伝
統
工
芸
や
伝
統
芸
能
、

加
賀
料
理
、
和
菓
子
な
ど
独
自
の
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま

す
。

全
国
的
に
み
て
、
金
沢
市
は
か
な
り
早
期
か
ら
T
D
M

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
早
期
か
ら
T
D
M
の
考
え
方

に
よ
る
施
策
が
展
開
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
金
沢
市
が
有

す
る
都
市
構
造
上
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。金
沢
市
は
、

非
戦
災
都
市
で
あ
り
、
都
市
の
主
要
な
機
能
が
集
積
す
る

中
心
部
に
は
、
藩
政
期
に
形
成
さ
れ
た
狭
溢
で
複
雑
な
道

路
構
造
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
復
興
期
、
全
国
の
都

市
に
お
い
て
人
口
増
加
に
と
も
な
い
都
市
再
整
備
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
金
沢
で
は
、
戦
災
復
興
資
金
の

適
用
も
な
く
、
都
市
基
盤
整
備
が
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、

脆
弱
な
道
路
機
能
の
も
と
交
通
渋
滞
が
顕
著
と
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
降
雨
量
の
多
い
気
候

特
性
や
冬
期
の
積
雪
に
よ
り
、
自
動
車
交
通
の
渋
滞
や
公

三

金
沢
市
に
お
け
る
T
D
M
施
策
の
概
要

金
沢
市
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
主
な
T
D
M
施
策
の
概

要
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
そ
の
他

金
沢
市
が
取
り
組
む
交
通
政
策
に
つ
き
ま
し
て
ご
関
心
の

あ
る
方
は
、
左
記
U
R
L
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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1

観
光
期
パ
ー
ク
最
ラ
イ
ド

金
沢
市
に
訪
れ
る
観
光
客
の
多
く
が
、
兼
六
園
、
近
江

町
市
場
、
長
町
武
家
屋
敷
、
東
山
茶
屋
街
等
の
市
内
中
心

部
に
あ
る
観
光
地
を
周
遊
し
ま
す
。
特
に
五
月
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
･
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
は
、
北
陸
自
動
車
道
の
東

･
西

の
両
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
観
光
マ
イ
カ
ー

(約
二
、

五
〇
〇
台
)
が
流
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
兼
六
園
周
辺
を

中
心
と
し
た
都
心
部
に
毎
年
渋
滞
が
発
生
し
、
観
光
期
に

お
け
る
交
通
渋
滞
緩
和
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
都
心
部
に
は
、
観
光
マ
イ
カ
ー
の
集
中
に
対
す
る

だ
け
の
駐
車
場

(収
容
台
数
約
一
、
0
0
0
台
)
が
不
足

し
て
お
り
、
入
庫
待
ち
等
の
た
め
に
渋
滞
が
発
生
し
高
速

道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
入
庫
ま
で
二
時
間
を
要

し
、
市
民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
し
た

(当
時
兼
六
園
周
辺
に
駐
車
場
が
約
一
、0
0
0
台
不
足
)

た
と
え
確
保

･
整
備
し
た
と
し
て
も
、
短
期
の
観
光
需
要

だ
け
で
は
経
営
が
困
難
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
昭
和
六
二
年
に
シ
ス
テ
ム
の
導
入
調
査
を
行
い
、

昭
和
六
三
年
か
ら
西
イ
ン
タ
ー
コ
ー
ス
で
試
行
し
、
平
成

三
年
に
東
イ
ン
タ
ー
コ
ー
ス
を
追
加
し
、
毎
年
五
月
の
ゴ

ー
ル
デ
ン

･
ウ
ィ
ー
ク
に
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
の
仕
組
み
は
、
マ
イ
カ
ー
流
入
口
と
な
る
北

陸
自
動
車
道
金
沢
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
東
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
そ
れ
ぞ
れ
六
五
〇
台
の
臨
時
駐
車
場
を

用
意
し
、
そ
こ
へ
マ
イ
カ
ー
を
誘
導
し
て
、
観
光
客
の

方
々
に
は
専
用
循
環
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
も
ら

い
、
都
心
部
へ
誘
導
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
運
営
協
力

金
と
し
て
利
用
者
か
ら
車

一
台
あ
た
り
一
、
0
0
0
円

(乗
車
人
員
に
関
わ
ら
ず
)
を
徴
収
し
、
バ
ス
は
一
日
乗

り
放
題
、
駐
車
場
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年

は
毎
年
約
二
、
0
0
0
台
、
約
六
、
0
0
O
人
の
利
用
が

あ
り
ま
す
。

2

通
勤
時
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド

石
川
県
、
金
沢
市
で
は
観
光
期
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
の
一

定
の
成
果
を
受
け
て
、
平
成
元
年
か
ら
平
日
の
通
勤
時
に

お
け
る
渋
滞
緩
和
施
策
と
し
て
、
恒
常
的
な
パ
ー
ク
&
ラ

イ
ド
導
入
の
具
体
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
平
成

元
年
は
通
勤
構
造
実
態
調
査
を
も
と
に
全
体
的
な
構
想
を

描
き
、
南
部

(松
任
市
、
野
々
市
町
方
面
)
と
北
部

(森

本
、
津
幡
町
方
面
)
か
ら
の
ケ
ー
ス
を
検
討
し
、
そ
の
後

二
年
間
を
か
け
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
含
め
た
具
体
的
な

検
討
並
び
に
試
行
実
験
計
画
を
策
定
し
、
平
成
四
、
五
年

に
試
行
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
運
営
組
織
と

し
て

｢金
沢
都
市
圏
パ
ー
ク

･
ア
ン
ド

･
ラ
イ
ド
パ
イ
ロ

ッ
ト
シ
ス
テ
ム
実
施
協
議
会
｣
を
設
け
、
平
成
八
年
一
一
月

か
ら
南
部
方
面
で
本
格
実
施
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

本
シ
ス
テ
ム
は
、
｢金
沢
都
市
圏
パ
ー
ク

･
ア
ン
ド

･

ラ
イ
ド

･
パ
イ
ロ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
｣
(ャ
彗
貫
◇
口
Q
男
五
①

の溶
け
自
習
内
営
DND精
猷

以
下
内
も
聟
む

と
名
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
付
く
理
由
は
、
将
来
利
用
者

が
増
え
、
シ
ス
テ
ム
が
定
着
す
る
ま
で
の
導
入
シ
ス
テ
ム

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

穴
も
彗
貫で
は
、
公
共
整
備
に
よ
る
専
用
駐
車
場
を
有
し
て

お
ら
ず
、
バ
ス
利
便
性
の
高
い
場
所
に
あ
る
郊
外
民
間
施

設
が
有
す
る
大
規
模
駐
車
場
の
一
部
を
無
償
で
借
り
受
け

て
代
用
し
て
い
ま
す
。
行
政
の
負
担
と
し
て
は
、
路
面
表

示
、
除
雪
経
費
、
印
刷
･
宣
伝
費
及
び
登
録
台
数
分
の
事

故
保
険
料
程
度
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
行
政
は
、
利
用
者



石川線に乗道鉄　北
車

登録駐車場に駐車

親

薹
麟塞げ

確
保
に
不
確
定
な
要
素
の
多
い
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
シ
ス
テ

ム
運
営
に
お
い
て
、
大
き
な
リ
ス
ク
を
背
負
わ
ず
に
シ
ス

テ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

将
来
、
こ
の
借
り
上
げ
方
式
に
よ
る
実
績
を
受
け
て
専
用

駐
車
場
整
備
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
視
野
に
入
れ
て
お

り
、
こ
の
点
が

｢
パ
イ
ロ
ッ
ト
｣
を
名
称
に
冠
し
て
い
る

所
以
の
一
つ
と
も
言
え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
運

営
に
お
い
て
、
一
〇
〇
台
の
提
供
を
受
け
て
い
た
大
型
店

舗
の
撤
退
に
よ
り
、
急
速
近
傍
の
バ
ス
車
庫
の
一
部
に
駐

車
場
を
変
更
し
た
事
例
が
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
運
営
の
安
定

性
に
課
題
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

内
勺
聟
封利
用
手
続
き
の
流
れ
を
図
2
に
示
し
ま
す
。
駐

車
場
利
用
料
金
は
無
料
で
す
が
、
登
録
者
は
運
営
協
力
金

…
面
町
部
た
か
度
は

-

…
万
市
心
臨
場
程
住

…
部
辺
中
励
痺
m
在

…
南
周
ら
讓
圏
00
隣

]

一

丁
内
は
か
の
し
5
近
く

一

言
市
又
村
へ
だ
ら
の
除

…

図 2 K P ark利用の流れと対象者

バス 竜 の定期 or 。
数券及び商品券を 入

基
本
的
に
毎
月
く
り
返
し

と
し
て
利
用
す
る
商
業
施
設
が
発
行
す
る
商
品
券
の
購
入

を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
商
品
券
は

登
録
者
が
自
由
に
使
用
し
て
よ
く
、
実
質
的
に
は
無
料
と

い
え
ま
す
。
こ
の
方
式
は
、
登
録
者
に
は
通
勤
費
節
減
と

な
り
、
商
業
者
に
は
駐
車
行
為
と
買
い
物
が
一
連
の
行
動

と
な
り
、
顧
客
の
定
着
、
開
拓
に
結
び
つ
く
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
を
生
ん
で
い
ま
す
。

内
も
聟
封
の
登
録
者
は
、
こ
こ
数
年
一
五
〇
人
前
後
で
推

移
し
て
い
ま
す
。
駐
車
場
容
量
一
七
九
台

(平
成
一
五
年

八
月
現
在
)
と
の
差
は
、
額
住
宅
駅
前
の
増
設
か
ら
日
が

浅
い
こ
と
と
、
平
成
一
三
年
に
駐
車
台
数
を
拡
大
し
た
商

業
施
設
の
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
倒
産
し
た
た
め
、
法
的
な

解
決
が
つ
く
ま
で
新
規
募
集
を
控
え
て
い
た
こ
と
が
影
響

し
て
い
ま
す
。
駐
車
場
確
保
に
不
安
定
な
面
が
あ
り
、
登

録
者
拡
大
に
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
パ
ー
ト
勤
務
の
人
を
含
め
て
日
々
の
利
用
実
態
と
し

て
は
平
均
的
に
登
録
者
の
六
~
七
割
程
度
で
あ
り
、
登
録

者
の
拡
大
と
あ
わ
せ
て
、
実
際
の
利
用
率
の
引
き
上
げ
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

3

サ
イ
ク
ル
最
ラ
イ
ド

都
心
部
へ
の
自
動
車
の
流
入
を
抑
制
し
、
公
共
交
通
の

利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、
自
転
車
を
郊
外
に
お
け
る
端

末
交
通
手
段
と
し
、駐
輪
場
の
整
備
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

駐
輪
場
は
、
駅
や
都
心
部
、
郊
外
部
の
主
要
な
バ
ス
停
を

中
心
に
、
交
通
結
節
点
で
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

　
　の

前
車
駅
囃

図 1 K P ark通勤時における利用の流れ

科駐車場に



一
四
年
度
末
で
駐
輪
場
が
三
一
箇
所
、
収
容
台
数
は
七
、

一
七
〇
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。
使
用
料
は
、
総
て
無
料
で

す
。
今
後
も
年
間
一
~
三
箇
所
を
目
処
に
整
備
し
て
い
き

ま
す
。

4

パ
ス
専
用
レ
ー
ン

交
通
の
輻
輳
す
る
都
市
部
及
び
そ
の
周
辺
部
に
お
い

て
、
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
バ
ス
交
通
へ
の
適
切
な
交

通
機
能
分
担
を
図
る
た
め
、
ま
た
、
通
勤

･
通
学
時
に
お

け
る
バ
ス
の
定
時
性
確
保
の
た
め
、
一
定
条
件
を
満
た
し

て
い
る
路
線
を
対
象
に
昭
和
四
六
年
か
ら
バ
ス
専
用
レ
ー

ン
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
九
年
に
は
、
空
車
を
除

く
タ
ク
シ
ー
や
相
乗
り
奨
励
策
と
し
て
、
四
人
乗
り
以
上

乗
用
車
の
走
行
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
一
般
ド
ラ

イ
バ
ー
に
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
を
よ
り
明
確
に
識
別
さ
せ
、

一
般
車
の
進
入
を
防
ぎ
、路
上
駐
車
の
抑
制
を
図
る
た
め
、

平
成
五
年
に
カ
ラ
ー
舗
装
化
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
一
四
年

一
月
か
ら
は
、
バ
ス
レ
ー
ン
遵
守
指
導
員
を
配
置
し
て
バ

ス
レ
ー
ン
遵
守
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。
平
成
一
五
年

一
月
よ
り
バ
ス
レ
ー
ン
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、
公
共
車

両
優
先
シ
ス
テ
ム

(P
T
P
S
)
が
順
次
導
入
さ
れ
て
い

ま
す
。

5

違
法
駐
車
防
止
条
例
の
施
行

城
下
町
の
道
路
形
態
を
残
す
都
心
部
を
国
道
一
五
七
号

が
南
北
に
縦
貫
し
、
市
内
中
心
部
の
円
滑
な
交
通
流
確
保

が
困
難
な
状
況
に
お
い
て
、
交
通
渋
滞
の
原
因
と
な
る
違

法
駐
車
は
年
々
悪
化
し
、
警
察
の
取
り
締
ま
り
の
み
で
は

限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
金
沢
市
で
は
平
成
四
年
に

｢金

沢
市
違
法
駐
車
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
｣
を
制
定
し
ま

し
た
。

国
道

一
五
七
号
の
武
蔵
交
差
点
~
犀
川
大
橋
北
詰
問

(
一
、
六
五
五
m
)
を
違
法
駐
車
等
防
止
重
点
地
域
に
指

定
し
、
平
日
午
前
一
〇
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
交
通
指
導

員
に
よ
り
違
法
駐
車
防
止
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
同
時

に
タ
ク
シ
ー
ベ
イ
、
ト
ラ
ッ
ク
ベ
イ
を
確
保
し
、
裏
通
り

で
は
荷
捌
き
車
両
に
対
す
る
駐
車
禁
止
の
解
除
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
違
法
駐
車
が
大
幅
に
減
少
し
、
片
側

二
車
線
が
確
保
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
な
交
通
の
流
れ
が
確
保

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
区
間
に
お
け
る
バ
ス
の
定
時

性
も
確
保
さ
れ
、高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
駐
車
禁
止
を
解
除
し
た
こ
と
に
よ
り
、
裏
通

り
に
荷
捌
き
車
両
が
入
り
込
み
、
狭
い
路
地
で
の
駐
車
が

良
好
な
裏
通
り
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
な
ど
問
題
も
生
じ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
裏
通
り
交
通
環
境
改
善
の
た
め
に
も
、

荷
捌
き
駐
車
場
の
拡
大
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

6

リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
･
中
央
線
変
移
シ
ス
テ
ム
の

実
施

(交
通
円
滑
化
)

朝
夕
の
交
通
渋
滞
緩
和
策
と
し
て
既
存
道
路
の
有
効
利

用
を
図
る
た
め
、
平
成
四
年
石
川
県
警
が
中
心
と
な
り

｢リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
設
置
協
議
会
｣
が
発
足
し
、
平



成
五
年
断
面
交
通
量
の
差
が
大
き
い
二
区
間
に
つ
い
て
試

行
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
渋
滞
長
及
び
通
過

所
要
時
間
の
大
幅
な
改
善
が
見
ら
れ
た
一
区
間
に
お
い

て
、
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
が
本
格
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
上
下
二
車
線
の
と
こ
ろ
、
平
日
朝
七
時
か
ら
九
時

の
三
時
間
中
央
線
を
変
移
し
、
上
り
を
三
車
線
、
下
り
を

一
車
線
と
し
ま
し
た
。
実
施
後
、
通
過
車
両
も
シ
ス
テ
ム

に
慣
れ
、
上
下
線
と
も
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
幹
線
道
路
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
た
め
、
付
近
住
宅

地
を
通
り
抜
け
て
い
た
車
両
が
幹
線
道
路
を
通
る
よ
う
に

な
り
、住
宅
地
内
の
交
通
環
境
の
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

7

マ
イ
カ
ー
通
勤
自
粛
市
民
運
動

平
成
三
年
石
川
国
体
開
催
に
伴
う
渋
滞
緩
和
の
た
め
、

期
間
中
の
マ
イ
カ
ー
通
勤
自
粛
運
動
の
推
進
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
約
二
O
%
の
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
平

成
四
年
よ
り
、
自
転
車

･
徒
歩
･
公
共
交
通
機
関
等
へ
の

転
換
を
図
り
、
交
通
混
雑
緩
和
と
交
通
事
故
減
少
な
ど
交

通
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
実
施
し
ま
し
た
。

マ
イ
カ
ー
通
勤
自
粛
市
民
運
動
推
進
会
議
が
主
唱
し
、

マ
イ
カ
ー
通
勤

･
通
学
を
す
る
も
の
を
対
象
と
し
金
沢
市

全
域
を
毎
週
月
曜
日
を

｢
マ
イ
カ
ー
通
勤
自
粛
の
日
｣
と

定
め
、
一
0
%
の
削
減
を
目
標
に
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
広
報
活
動

(バ
ッ
ク
ス
テ
ッ
カ
ー
、
電
光
広
告
塔
、

ラ
ジ
オ
等
)、
事
業
所
に
対
す
る
協
力
要
請

(チ
ラ
シ
の

配
布
)
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
九
年
よ
り
業

務
車
両
の
自
宅
持
ち
帰
り
自
粛
運
動
も
展
開
し
、
事
業
所

に
協
力
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
自
主
的
判
断
に
頼
る
も
の
で
あ
り
、
利
用
者
の

転
換
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
た
め
、
な
か
な
か
実
効
が

あ
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
自
粛
日
の
利
用
者
優
遇
制
度
の
検

討
や
市
民
の
意
識
改
革
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

写真4 リバーシブルレーン

8

時
差
出
勤
･
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
導
入
推
進

郊
外
に
分
散
す
る
居
住
地
か
ら
都
心
部
に
向
か
う
通
勤

交
通
に
よ
り
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
や
所
要
時
間
の
増
大

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
快
適
な
通
勤
環
境
を
提
供

す
る
た
め
、
時
差
出
勤
･
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
導
入
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

平
成
六
年
に
現
況
の
実
態
調
査
、
平
成
七
年
に
導
入
効

果
･
試
行
実
施
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
始
業
時
刻
は
、

八
時
半
~
九
時
が
全
体
の
約
八
割
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

都
市
全
体
で
の
渋
滞
度
数
は
、
朝
夕
の
ピ
ー
ク
時
は
激
し

く
、
八
時
台
は
七
時
台
の
倍
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

金
沢
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
試
行
実
験
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
時
差
出
勤
に
よ
る
効
果
を
検
証
す
る
た
め

に
は
、
非
常
に
多
く
の
参
加
者
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
検
証
型
で
は
な
く
、
体
験
型
の
試
行
実
験
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
各
通
勤
者
個
人
が
少
し
の
時
間
帯
の
変
化

で
通
勤
が
楽
に
な
る
こ
と
や
、
ゆ
と
り
が
生
じ
る
こ
と
を

体
験
し
、
良
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。
金
沢
市
と
し
て
は
、
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
企
業

や
、
逆
に
全
く
必
要
で
な
い
と
考
え
る
企
業
に
対
し
、
情

報
を
提
供
し
、
企
業
が
主
体
的
に
試
行
を
行
え
る
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
反
面
で
は
、
終
業
時
間

が
遅
く
な
る
こ
と
や
共
働
き
世
帯
の
負
担
増
に
対
す
る
体

制
の
確
立
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

9

駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム

昭
和
六
一
年
~
平
成
三
年
に
香
林
坊
地
区
、
兼
六
園
周

辺
地
区
、
金
沢
駅
周
辺
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
駐
車
場

案
内
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
を
始
め
、
兼
六
園
周
辺
で
は
迷
走

す
る
県
外
車
が
か
な
り
減
少
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

一
部
特
定
の
駐
車
場
に
車
が
集
中
し
、
そ
の
入
口
に
入
庫



待
ち
行
列
が
発
生
し
、
交
通
渋
滞
の
要
因
と
な
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
平
成
一
〇
年
に

｢金
沢
市
に
お
け
る
新
し
い

駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
整
備
検
討
委
員
会
｣
が
設
置
さ
れ
、

平
成
一
三
年
に
は
金
沢
駅
西
地
区
、
武
蔵
地
区
、
片
町
地

区
と
前
述
三
地
区
を
含
め
た
地
区
で
新
し
い
駐
車
場
案
内

シ
ス
テ
ム
が
暫
定
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
、
①
中
央
制

御
装
置
と
駐
車
場
案
内
板
、
中
央
制
御
装
置
と
駐
車
場
側

情
報
収
集
装
置
と
の
通
信
手
段
に
パ
ケ
ッ
ト
通
信
を
用
い

た
こ
と
に
よ
り
、
専
用
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
費
が
削
減
さ
れ
、

案
内
板
の
新
設
･
増
設
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
、
②
固
定

蝨趨勢鉤盪数会議錮護癩蟻奏効
ゑ箋妥溢を奢三.雄綾鋒禦礬酔燃弩…鰯

電
話
･
F
A
X
は
も
と
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯

電
話
、
平
成
一
五
年
七
月
か
ら
は
V
I
C
s
対
応
カ
ー
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
駐
車
場
の
満
混
空
状
況
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
、
I
T
を
活
用
し
た
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

駐
車
場
案
内
板
は
、
今
年
度
で
設
置
を
全
て
完
了
す
る

予
定
で
あ
り
、
今
後
は
道
路
の
拡
幅
等
に
あ
わ
せ
て
案
内

板
を
増
設
し
、
再
開
発
事
業
や
公
共
施
設
の
整
備
に
伴
い

建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
駐
車
場
も
順
次
案
内
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　
　　　　　 　　　　　　 　　　　

写真6 駐車場案内システム (V I C S による情報配信)

四

お
わ
り
に

交
通
渋
滞
は
、
全
国
ほ
と
ん
ど
の
都
市
に
存
在
す
る
問

題
で
あ
り
ま
す
。
人
口
集
中
度
合
い
の
低
い
地
方
都
市
で

は
、
郊
外
に
行
く
ほ
ど
公
共
交
通
機
関
の
密
度
が
低
く
な

り
、自
ず
と
自
動
車
交
通
へ
の
依
存
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

広
範
な
公
共
交
通
基
盤
の
整
備
が
困
難
で
あ
る
以
上
、
効

率
的
な
公
共
交
通
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
自
動
車
等
交
通
の

需
要
管
理
に
つ
い
て
早
急
な
取
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
都
市
圏
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
な
要

素
の
一
つ
で
あ
り
、
中
心
市
街
地
再
生
の
政
策
手
段
の
一

つ
で
も
あ
り
ま
す
。
金
沢
市
で
は
、
前
述
の
施
策
に
あ
わ

せ
、
公
共
交
通
の
拡
充
、
歩
行
者
交
通
環
境
の
整
備
な
ど

総
合
的
に
推
進
し
、
こ
れ
か
ら
の
成
熟
社
会
形
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。



翻
蟻
警
護
拶
特
築
/
T
◎
M
へ
の
贓
組
み
瀞
廳
鎖
讓
鬘
讓
鸚
髄
鐙
認
群
選
対ささ巍
誇ミ讓翻
し

檀
圓
榊
繭
鬮
●
稾
週
鬮
涛
籠
へ
◎
臟
纏
み

;
西
部
方
面
に
お
け
る
パ
"
少
&
都
市
高
速
バ
ス
ラ
イ
ド
社
会
実
験

九
州
地
方
整
備
局
福
岡
国
道
事
務
所
調
査
第
一
課
長

谷
日ロ
啓
三

一

は
じ
め
に

福
岡
市
の
交
通
体
系
は
急
速
な
都
市
化
の
進
展
に
十
分

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
天
神
、
博
多
駅
地
区
の
都
心

部
一
極
集
中
の
都
市
構
造
と
相
ま
っ
て
、
都
心
部
や
そ
の

周
辺
地
区
に
お
い
て
通
勤

･
通
学
時
間
帯
を
中
心
に
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
交
通
渋

滞
は
円
滑
な
都
市
活
動
を
妨
げ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

早
急
な
渋
滞
対
策
が
最
重
点
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
交
通
渋
滞
状
況
を
把
握
し
、
渋
滞
解
消
を

図
る
べ
く
バ
イ
パ
ス
や
環
状
道
路
整
備
等
の
交
通
容
量
拡

大
施
策
に
加
え
、
道
路
網
と
鉄
道
･
バ
ス
等
の
公
共
交
通

機
関
と
の
結
節
機
能
強
化
、
利
用
促
進
等
の
マ
ル
チ
モ
J

ダ
ル
施
策
及
び
、
時
差
出
勤
等
の
交
通
需
要
を
調
整
す
る

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
を
組
み
合
わ
せ
て
推
進
す

る

｢福
岡
都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
｣
(以
下
、

｢総
合
計
画
｣)
を
策
定
し
、
よ
り
一
層
、
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
渋
滞
緩
和
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
｢総
合
計
画
｣
の
推
進
の
た
め
に
、

平
成
一
四
年
度
に
実
施
さ
れ
た
社
会
実
験
に
つ
い
て

主
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

二

福
岡
都
市
圏
の
交
通
円
滑
化
一の
推
進

方
策
検
討

福
岡
都
市
圏
は
平
成
三
一年
四
月
に
交
通
円
滑
化

総
合
対
策
実
施
都
市
圏
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
国
土

交
通
省
･福
岡
県
･福
岡
県
警
･福
岡
市
･各
種
事

業
者
等
に
よ
っ
て

｢福
岡
県
渋
滞
対
策
協
議
会
福
岡

都
市
圏
円
滑
化
部
会
｣
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
｢総

合
計
画
｣
は
福
岡
市
･
春
日
市
･
大
野
城
市

･
筑
紫

図 1 総合計画指定地域



図 2 福岡都市圏における設定方面と評価断面

野
市
･
太
宰
府
市

･
古
賀
市

･
久
山
町
･
新
宮
町
･
粕
屋

町
･志
免
町
･須
恵
町
･篠
栗
町
･宇
美
町
･那
珂
川
町
の

六
市
八
町
を
対
象
地
域
と
し
て
策
定
さ
れ
て
い
る
(図
1
)。

｢総
合
計
画
｣
で
は
、
都
心
部
に
流
入
す
る
自
動
車
交

通
の
削
減
を
目
標
と
し
て
、
主
要
方
面
別
に
断
面
が
設
定

さ
れ

(図
2
)、
断
面
毎
に
交
通
量
削
減
及
び
所
要
時
間

短
縮
の
｢交
通
改
善
目
標
値
｣
(平
成
一
四
年
度
末
)
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
目
標
値
の
達
成
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
施
策

を
短
期
･
中
長
期
の
別
に
抽
出
し
、
関
係
機
関
に
お
い
て

鋭
意
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
予
測
結
果
か

ら
達
成
が
困
難
な
方
面
と
し
て
西
部
･
西
南
部
･
那
珂
川

の
三
方
面
が
抽
出
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
西
南
部
及
び
那
珂
川
方
面
エ
リ
ア
に
つ
い

は
、
現
在
整
備
中
の
福
岡
外
環
状
道
路
･
福
岡
高
速
五
号

線
や
平
成

一
八
年
春
開
業
予
定
の
地
下
鉄
3
号
線
に
よ

り
、近
い
将
来
に
交
通
体
系
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
整
備
に
合
わ
せ
て
円
滑
化
施
策
を
導
入
し
て
い

く
こ
と
と
し
、
平
成
一
四
年
度
末
に
向
け
て
は
、
福
岡
高

速
1
号
線
が
延
伸
整
備
さ
れ
た
西
部
方
面
を
重
点
推
進
エ

リ
ア
と
設
定
し
、
新
た
な
円
滑
化
施
策
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
た
。

ニ

パ
ー
ク
&
都
市
高
速
バ
ス
ラ
イ
ド
社
会
実

験

1

社
会
実
験
の
概
要

平
成

一
三
年

一
0
月
に
、
福
岡
高
速
1
号
線
は
百
道

(も
も
ち
)
~
福
重
間
が
延
伸
し
、
西
部
方
面
と
都
心
と

の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
、渋
滞
緩
和
等
が
図
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
西
部
方
面
と
都
心
と
を
直
結
す
る
都
市
高
速
バ
ス

の
連
行
が
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
市
高
速
バ
ス

の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
に
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
都
市
高

速
バ
ス
ラ
イ
ド
社
会
実
験

(以
下
、
｢P
&
B
R
｣
｢社
会

実
験
｣
)
を
実
施
し
、
マ
イ
カ
ー
か
ら
都
市
高
速
バ
ス
ヘ

の
利
用
転
換
の
可
能
性
を
検
討
し
た
。

実
験
に
あ
た
っ
て
は
、
福
岡
市
西
部
方
面
で
二
箇
所
の

専
用
駐
車
場
を
確
保
し
、
平
成
一
五
年
二
月
中
旬
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
平
日
一
〇
日
間
、
二
〇
日
間
行
っ
た
。
利
用
条

件
は
、
駐
車
料
金
無
料
、
バ
ス
代
は
個
人
負
担
と
し
、
駐

車
場
営
業
時
間
は
、
都
市
高
速
バ
ス
の
始
発

･
終
着
時
間

に
合
わ
せ
、六
…
○
○
~
二
四

…
○
○
の
一
八
時
間
と
し
た
。

聴　
スロロー ◇> ◇社会尭鹸 (パス纖鋤 ;

図3 パーク& 都市高速′

パーク&都市高速バスライド (P &都市高速B R )社会襲釀

てスライド社会実験のイメージ

な
認鬘



2

社
会
実
験
の
結
果

モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
二
箇
所
で
各
五
〇
台
、
合
計

一
〇
〇
台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
こ
れ
を
モ
ニ
タ

ー
募
集
の
目
標
数
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
へ
の

掲
載
、
募
集
対
象
エ
リ
ア
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
等
で
複
数
回

募
集
し
た
結
果
、合
計
三
〇
名
の
モ
ニ
タ
ー
が
応
募
し
た
。

ま
た
、
本
社
会
実
験
を
評
価
す
る
た
め
に
、
モ
ニ
タ
ー

の
参
加
状
況
の
集
計
に
加
え
て
、
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
バ
ス
乗
客
数
調
査
、
住
民
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
。

=

モ
ニ
タ
ー
の
参
加
状
況

駐
車
場
の
利
用
状
況
を
集
計
し
、
モ
ニ
タ
ー
の
参
加
状

況
を
把
握
し
た
。
実
験
期
間
中
、
の
べ
一
二
八
台
が
駐
車

場
を
利
用
し

(図
5
)、
時
間
帯
別
で
は
八
時
~

一
人
時
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の
間
で
比
較
的
利
用
率
が
高
か
っ
た

(図
6
)。

②

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

実
験
参
加
者
か
ら
み
た
社
会
実
験
の
評
価
と
ニ
ー
ズ
に

つ
い
て
把
握
し
、
今
後
の
本
格
実
施
に
向
け
た
資
料
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
数
は
二
二
票
だ
っ
た

(図

7
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利
用
率

利
用
率

モ
ニ
タ
ー
が

｢公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
な
い
理
由
｣

と
し
て
は
、
自
動
車
の
利
便
性
に
関
係
し
た
理
由
が
上
位

を
占
め
た
。

ま
た
、
P
&
B
R
に
よ
っ
て
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
所

要
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
七

三
%
が

｢短
縮
さ
れ
た
｣
と
回
答
し
た
が
、
都
市
高
速
バ

ス
の
乗
車
時
間
と
通
常
時
を
比
較
し
て
回
答
さ
れ
て
お 図 6 時間帯別駐車場利用数

り
、
ド
ア

･
ツ
ー

･
ド
ア
で
は
、
逆
に
八
分
遅
く
な
っ
て

験
前
後
で
の
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
朝
の
七

い
る
。

寸
、

寸
を

･い
こ
ま
衾
繭

大
義

.
軍
一丁

犯

、

実
験
の
結
果

｢満
足
｣
と
回
答
し
た
人
は
全
体
の
約
八

割
だ
っ
た
。
満
足
な
点
に
つ
い
て
は
、
出
発
地
･
目
的
地

で
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や
、
移
動
の
快
適
性
が
上
位
を
占

め
た
。
逆
に
不
満
な
点
と
し
て
は
都
市
高
速
バ
ス
の
定
時

性
や
運
行
本
数
、
乗
り
継
ぎ
の
煩
わ
し
さ
等
に
関
す
る
も

の
が
挙
が
っ
た
。

今
後
の
利
用
意
向
に
つ
い
て
は
、
駐
車
場
の
料
金
が
最

も
関
心
の
高
い
条
件
と
し
て
挙
が
っ
て
お
り
、
時
間
･
金

銭
面
に
関
す
る
利
用
の
し
や
す
さ
の
条
件
次
第
で
利
用
す

る
と
い
う
回
答
が
多
く
得
ら
れ
た
。

そ
の
他
の
主
な
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

･
性
別

…
男
性
四
三
%
･
女
性
五
七
%

･年
齢
構
成
…
二
〇
代
か
ら
六
〇
代
ま
で
ほ
ぼ
均
等

･
主
な
行
き
先

…
天
神
九
一
%
･
博
多
九
%

(注

…
設

定
し
た
バ
ス
路
線
の
大
半
が
天
神
行
き
)

･
出
か
け
る
目
的

国通
勤
五
九
%
、
買
い
物
一
八
%
等

③

乗
客
数
調
査

実
験
前

(二
月
一
二
日

(水
))
と
実
験
中

(二
月
二

六
日

(水
))
の
二
日
間
、
都
市
高
速
バ
ス
の
都
市
高
速

ラ
ン
プ
に
入
る
ま
で
の
各
バ
ス
停
に
お
け
る
乗
客
数
を
カ

ウ
ン
ト
す
る
こ
と
で
、利
用
客
数
変
化
か
ら
実
験
の
効
果
、

都
市
高
速
バ
ス
の
特
性
や
課
題
を
把
握
す
る
目
的
で
、
バ

ス
乗
客
数
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
モ
ニ
タ
ー
数
が
多
く
な
い
こ
と
か
ら
実

時
~
九
時
を
中
心
に
ほ
ぼ
満
席
の
状
態
で
連
行
さ
れ
て
い

る
実
態
が
把
握
で
き
た
。

回

住
民
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

対
象
地
域
等
を
十
分
に
事
前
検
討
し
て
社
会
実
験
の
参

加
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
た
が
、
モ
ニ
タ
ー
参
加
数
が
目
標

数
を
大
幅
に
下
回
っ
た
結
果
を
踏
ま
え
、
参
加
さ
れ
な
か

っ
た
対
象
住
民
の
方
々
か
ら
意
見
を
伺
っ
て
、
原
因
や
課

題
を
ま
と
め
分
析
し
、
ま
た
そ
れ
と
併
せ
て
、
西
部
及
び

西
南
部
地
域
に
お
け
る
現
況
交
通
特
性
や
ニ
ー
ズ

･
意
向

を
把
握
し
、
今
後
の
円
滑
化
施
策
の
方
向
性
を
見
出
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
住
民
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。

都
心
へ
の
利
用
交
通
手
段
や
頻
度
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
か
ら
、
今
回
想
定
し
た
P
&
B
R
に
参
加
で
き
る

(自

動
車
で
日
常
的
に
都
心
部
へ
行
く
)
住
民
が
、
地
域
内
に

約
一
、
五
〇
〇
名
存
在
す
る
と
推
計
で
き
た
。

都
心
部
ま
で
の
手
段
別
所
要
時
間
を
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
バ
ス
あ
る
い
は
バ
ス
十
地
下
鉄
な
ど
、
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
て
都
心
部
へ
出
か
け
る
人
の
所
要
時
間
は
自

動
車
利
用
よ
り
も
長
い
と
い
う
回
答
が
得
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
P
&
B
R
の
モ
ニ
タ
ー
該
当
者
の
実
験
へ
の

参
加
意
志
が
あ
る
方
の
割
合
は
三
四
%
あ
っ
た
も
の
の
、

参
加
し
た
く
な
い
方
の
理
由
と
し
て
、
｢自
動
車
で
直
接

目
的
地
へ
行
っ
た
方
が
早
い
｣
｢時
間
や
行
動
の
面
で
自

由
｣
｢乗
換
が
面
倒
｣
な
ど
、
前
出
の

｢公
共
交
通
機
関

z6 道イテセ 2003.9



鬮公共交通機関を利用しない理由

宅ぞ 複数回答可
rゞ f'℃ ~

鬮平均所要時間の比較所襄時間が短轉されたと憩うか?

平均短鑓時間:
マィかの所要時間
(ドア･ツー･ドア)

全体
N = 22

0 10 20 30 40 50 60 70 (分)

鬮嚢鹸の満足廉
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駐車場とバス停が近いこと

都市高速バスの運行本数が多いこと

都市高速パスが惚多方面にも運行すること

駐車籾の営業時間が長いこと
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図 8 住民意向アンケート調査結果

を
利
用
し
な
い
理
由
｣
と
同
様
、
自
動
車
の
利
便
性
に
関

係
し
た
理
由
が
上
位
を
占
め
た
。
ま
た
、
バ
ス
ヘ
の
ニ
ー

ズ
に
つ
い
て
は
、
連
行
本
数
、
定
時
性
、
運
賃
等
に
つ
い

て
一
層
の
期
待
が
大
き
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
今
後
の

利
用
意
向
に
つ
い
て
は
、
約
三
分
の
二
が
利
用
の
意
向
を

示
し
て
い
る
が
、
渋
滞
緩
和
を
目
的
と
し
た
公
共
交
通
利

用
促
進
の
効
果
的
な
施
策
と
し
て
、
今
後
整
備
さ
れ
る
地

下
鉄
駅
を
中
心
と
し
た

｢乗
り
継
ぎ
施
設
の
整
備
｣
や

｢
バ
ス
網
の
整
備
｣
、
｢都
市
高
速
バ
ス
の
増
強
｣
等
の
、

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
ニ
ー
ズ
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る

(図
8
)。

以
上
か
ら
、
回
答
者
の
う
ち
約
半
数
が
今
回
の
社
会
実

験
の
実
施
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
広
報

面
や
、
実
験
期
間
が
短
か
っ
た
り
土
日
に
利
用
で
き
な
か

っ
た
り
と
い
う
実
験
条
件
の
面
で
の
要
因
が
あ
っ
た
中

で
、
P
&
B
R
の
有
効
性
及
び
課
題
が
お
お
よ
そ
明
ら
か

に
な
っ
た
。

四

今
後
の
課
題

今
回
の
社
会
実
験
に
よ
っ
て
、
モ
ニ
タ
ー
及
び
地
域
住

民
に
よ
り
高
い
ニ
ー
ズ
が
確
認
で
き
、
｢都
市
高
速
バ
ス

の
利
便
性
向
上
｣
や

｢P
&
B
R
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た

箙nY

め
の
環
境
整
備
｣
等
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後

2セ

は
西
部
方
面
に
お
け
る
施
策
の
方
向
性
を
見
据
え
、
関
係

行

機
関
の
調
整
を
図
る
な
ど
、
本
格
導
入
の
た
め
に
検
討
を

道

進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

邱

鬮社会実験に参加しない理由
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fふき主影鬱
夢
特
簾
/
菅
◎
M
へ
⑭
取
組
み
鑄
欝
さ
さ逼
ド入超
忍
べさ畉信箋
趣"議
讓
州韶趨
淺
は
競
べ

,

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
都
市
社
会
工
学
専
攻
助
手

ハ倉
内
N

は
じ
め
に

本
稿
に
お
い
て
は
、
国
外
に
お
い
て
実
施
事
例
が
あ
る

が
国
内
に
お
い
て
は
事
例
の
な
い
T
D
M
施
策
と
し
て
、

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
取
り
上
げ
る
。
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ
、
ベ
ル
ゲ
ン
に
お
け

る
ト
ー
ル
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

(弓
昌

男
｣品

の
添
お
B
)
や
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
A
L
S

(
◇
邪
p
に
8
拐
の

の
目
のB
①)
、
E
R
P

(m
河
風
o
力
o
pa
も
き
目
也

な
ど
海

外
で
の
導
入
事
例
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は

二
〇
〇
三
年
二
月
一
七
日
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
ロ
ン
ド

ン
混
雑
料
金
施
策

(n
o口潟
韓
o口
暮
聟
誓
幅
惚
けの白
也
を

取
り
上
げ
る
。
都
市
規
模
か
ら
み
て
、
東
京
を
は
じ
め
と

す
る
我
が
国
の
大
都
市
圏
で
の
導
入
を
検
討
す
る
際
参
考

に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
混
雑
料
金
施
策
に
関

す
る
理
論
的
根
拠
を
示
し
た
後
に
、
ロ
ン
ド
ン
混
雑
料
施

る
。
従
っ
て
、
個
々
の
利
用
者
の
コ
ス
ト
最
小
化
行
動
に

策
度
の
導
入
背
景
、
規
制
内
容
、
導
入
三
カ
月
後
の
交
通

よ
っ
て
社
会
的
最
適
な
交
通
量
仏
を
得
る
た
め
に
、
鴬
に

状
況
を
報
告
す
る
。

つ
い
て
交
通
量
が
鉈
で
あ
る
と
き
の
コ
ス
ト
あ
と
、
シ
ス

ー

混
雑
……料
金
施
策
の
理
論
的
根
拠

混
雑
料
金
施
策
と
は
、
交
通
経
済
学
の
概
念
を
用
い
て

明
解
に
そ
の
根
拠
が
説
明
可
能
で
あ
る

。
図
1
を
用
い

て
説
明
す
る
。
利
用
者
に
料
金
を
課
さ
な
け
れ
ば
、
利
用

者
が
個
々
の
走
行
費
用
を
最
小
に
す
る
よ
う
に
行
動
し
た

結
果
と
し
て
生
じ
う
る
均
衡
解

(利
用
者
均
衡
解
)
は
、

需
要
曲
線
D
と
利
用
者
の
個
人
的
な
走
行
費
用
に
対
応
す

る
平
均
費
用
曲
線
鴬
と
の
交
点
A
で
与
え
ら
れ
る
。
一
方
、

消
費
者
余
剰
を
最
大
に
す
る
解
、
す
な
わ
ち
社
会
的
最
適

状
態
を
示
す
均
衡
解

(シ
ス
テ
ム
最
適
解
)
は
、
需
要
曲

線
と
社
会
的
限
界
費
用
曲
線
鰍
と
の
交
点
B
で
与
え
ら
れ

℃

′

S

′

′
′
′
B

-

交通量

の
l　　

図 1 混雑料金の概念

交
通
費
用

(遅
れ
)

“

P

P

　　
　　　
　
　
、、



テ
ム
最
適
状
態
に
お
け
る
費
用
あ
の
差
額
を
混
雑
料
金
と

し
て
徴
収
す
れ
ば
、
見
か
け
上
需
要
曲
線
が
D
、
と
な
り
、

均
衡
状
態
は
点
B
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
図
中
斜
線
の
面

積
が
混
雑
料
金
に
よ
る
収
入
と
な
る
。
以
上
よ
り
、
賦
課

金
に
よ
っ
て
、
混
雑
に
よ
り
生
じ
る
外
部
不
経
済
を
利
用

者
に
負
担
さ
せ
、
シ
ス
テ
ム
最
適
状
態
を
実
現
し
う
る
こ

と
が
わ
か
る
。
な
お
、
多
様
な
属
性
を
持
つ
利
用
者
が
混

在
す
る
実
際
の
状
況
に
お
い
て
は
、
料
金
の
公
平
性
の
問

題
や
混
雑
税
収
の
使
途
な
ど
、
理
論
的
に
は
対
応
で
き
な

い
問
題
が
多
々
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
理
論
的
に
は
混
雑
が
生
じ
て
い
る
状
態
に
の
み
賦
課

金
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
不
完
全
な
施
策
で
は
あ

る
も
の
の
あ
る
時
間
帯
に
対
象
地
域
に
流
入
す
る
車
両
か

ら
料
金
を
徴
収
す
る
方
法
な
ど
が
次
善
の
方
策
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
混
雑
料
金
施
策
が
こ
れ

に
該
当
す
る
。

二

□
ン
ド
ン
混
雑
料
金
施
策

1

混
雑
料
金
施
策
導
入
経
緯

ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
混
雑
料
金
施
策
に
つ
い
て
本
格
的

な
検
討
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
九
一
年
か
ら
で
あ
り
、
そ

の
成
果
は

｢
ロ
ン
ド
ン
混
雑
料
金
施
策
に
関
す
る
調
査
研

究
｣
と
し
て
一
九
九
五
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
当
時

ロ
ン
ド
ン
は
中
央
政
府
に
よ
っ
て
統
轄
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
研
究
は
出
先
機
関
で
あ
る
政
府
ロ
ン
ド
ン
局

(Q
O
弓

Q
O≦
日
]B
g
[
0
曲
0の
き
H
せ
oコ
号
已

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

た
。
こ
の
調
査
研
究
に
お
い
て
は
、
ロ
ン
ド
ン
中
心
部
に

お
け
る
混
雑
料
金
施
策
導
入
に
よ
る
潜
在
的
便
益
に
つ
い

て
考
察
を
加
え
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
乗
用
車
へ
の
車
載

器
の
取
り
付
け
と
、
課
金
地
域
流
入
地
点
で
の
課
金
設
備

の
設
置
を
前
提
と
し
て
お
り
、
一
九
九
五
年
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
技
術
は
ま
だ
導
入
可
能
で
は
な
い
、
と
G
O
L

は
判
断
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
一
九
九
八
年
に
は
中
央
政
府
は
交
通
白
書

｢
>
z
o鶏
滞
れ
封
[
弓
攝
口
者
o
已

3に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら

の
交
通
は
、
他
交
通
機
関
、
環
境
、
土
地
利
用
計
画
、
そ

し
て
教
育
、
健
康
、
福
祉
な
ど
あ
ら
ゆ
る
政
策
と
融
合
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
一
九
九
八
年
時
点
ロ
ン

ド
ン
で
は
、
中
央
政
府
を
始
め
、
バ
ラ

(g
5
渇
こ

と

呼
ば
れ
る
行
政
区
、
国
有
企
業
、
特
殊
法
人
な
ど
、
交
通

に
関
わ
る
機
関
が
多
く
存
在
す
る
も
の
の
、
全
域
の
交
通

機
関
を
調
整
す
る
権
限
の
あ
る
機
関
が
な
く
、
融
合
に
関

す
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
れ
る
主
体
が
存
在
し
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
分
裂
は
ロ
ン
ド
ン
の
交
通
の
融
合
化
の

深
刻
な
妨
げ
に
な
る
こ
と
よ
り
、
中
央
政
府
は
二
〇
〇
〇

年
に
発
足
す
る
G
L
A

(Q
8
温
g
r
o
□
Q
ob
>
□
彗
oユ
堵
)

の
長
で
あ
る
市
長
が
そ
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
る
べ
き
で

あ
る
、
と
い
う
認
識
を
示
し
た
。
ま
た
こ
の
交
通
白
書
に

お
い
て
、
渋
滞
を
緩
和
し
、
公
共
交
通
を
改
善
す
る
た
め

の
地
域
交
通
計
画
の
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
地
方
政
府
の
道
路
利
用
者
へ
の
課
金
を
許
可
す
る
た

め
の
法
制
度
の
導
入
を
明
記
し
て
い
る
。

一
九
九
九
年
に
は
、
G
L
A
法

(Q
F
>
>
昌

一
九
九

九
)
‘が
成
立
し
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
の
設
立
が
正
式
に

決
定
さ
れ
た
。
G
L
A
は
、
市
長
と
二
五
名
の
議
員
で
構

成
さ
れ
る
議
会
、
及
び
四
〇
〇
名
の
職
員
か
ら
な
る
非
常

に
小
さ
な
自
治
体
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
地
域
住
民
と
の
直

接
的
な
サ
ー
ビ
ス
は
従
来
通
り
バ
ラ
が
担
当
し
、
交
通
、

環
境
、
教
育
な
ど
の
広
域
行
政
の
計
画
及
び
実
施
を
担
っ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
の
交
通
白
書
を
受
け
、

G
L
A
法
に
よ
っ
て
市
長
は
地
下
鉄
、
バ
ス
に
加
え
、
主

要
道
路

(た
だ
し
高
速
道
路

(区
a
o望
淺
)
を
の
ぞ
く
)

信
号
、
く
さ
8
ロ
P
n
o
き
け
馨
戟
5
彗

タ
ク
シ
ー
、
D
L

R

(
□
o
笑
声
ロ
ニ
ャ
溶
け
[
男
p
こ
そ
p
て
)
、
弓
[ゅ
白
戸
目
内

因
≦
[田
こ
の、
□
言
-&
-｢五
①
切
こ
のな
ど
、
国
鉄

(閃
口
□
のけ

冤
巴
･

を
の
ぞ
く
Q
ほ
巴
の門
せ
o
口
Q
o
口
の
交
通
機
関
を
管
理

　

す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

。
こ
れ
ら
の

交
通
を
取
り
し
き
る
市
長
直
属
の
機
関
と
し
て
、
L
R
T

(で
o
b
g
b
力
の四
8
巴
鬘
営
総
o己

を
引
き
継
ぐ
形
で
二
〇

〇
〇
年
七
月
、
G
L
A
発
足
と
同
時
に
弓
｢営
めg
コ
き
H

g
口
Q
o
口
(
T
〆
L
)
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

G
L
A
法
に
よ
り
、
市
長
は
交
通
戦
略
を
策
定
す
る
義
務

を
負
い
、
ま
た
交
通
戦
略
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し

て
、
混
雑
料
金
施
策
及
び
職
場
駐
車
税

(増
o門寿
旨
poo

20 ≦首オ千セ 2noス9

*
地
下
鉄
の
運
営
主
体
で
あ
っ
た
L
u
L

(で
o
且
ob
C
D
Q
の沼
Ho
旨
Q

せ
-副
お
e

に
つ
い
て
は
、
P
P
P

(せ
□鵞
鳥
ぼ
く□お
せ
N巨
□R
等
邑

に

関
す
る
合
意
が
得
ら
れ
た
段
階
で
市
長
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
二
〇
〇
三
年
七
月
に
正
式
に
移
管
さ
れ
た
･
た
だ
し
、
料
金
体

系
の
決
定
権
限
に
つ
い
て
は
G
L
A
発
足
時
に
市
長
に
移
っ
て
い
る
･



で
臼
ヌ
目
鱒
お
く
る

導
入
の
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。
な
お
、

G
L
A
法
に
よ
り
、
G
L
A
発
足
後
一
〇
年
以
内
に
導
入

さ
れ
た
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
る
収
入
は
、
導
入
開
始
よ
り

最
低
一
〇
年
間
は
交
通
戦
略
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
施
策
に
し

か
活
用
で
き
な
い
。

一
九
九
九
年
一
一
月
に
は
、
G
O
L
の
呼
び
か
け
に
よ

り
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
調
査
結
果

と
し
て
、
｢
ロ
ン
ド
ン
道
路
課
金
施
策
に
関
す
る
報
告
書
｣

(力
o
d
o
r

力
o
"
o
n
す
穹
m
B
m
o
b□
o口
の
け
[
g
口
a
o
己
5が
発

表
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
R
O
C
O
L
レ
ポ
ー
ト
は
G
O

L
も
構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
中
央

政
府
か
ら
は
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
の

目
的
は
、
市
長
が
就
任
後
円
滑
に
交
通
戦
略
を
策
定
可
能

と
な
る
た
め
の
技
術
資
料
の
提
供
で
あ
り
、
政
策
決
定
を

促
す
も
の
で
は
な
い
。
R
O
C
O
L
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て

は
、
G
L
A
法
に
よ
り
市
長
に
権
限
が
与
え
ら
れ
た
混
雑

料
金
施
策
及
び
職
場
駐
車
税
に
つ
い
て
、料
金
徴
収
方
法
、

対
象
地
域
金
額
、
技
術
的
観
点
か
ら
の
導
入
可
能
時
期
な

ど
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
施

策
に
関
す
る
住
民
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も

実
施
し
て
い
る
。
な
お
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
し
て
興
味
深

か
っ
た
の
は
、
混
雑
料
金
施
策
を
導
入
す
る
場
合
、
徴
収

さ
れ
た
料
金
の
利
用
を
特
定
し
な
い
場
合
に
は
賛
成
三

0
%
、
反
対
五
八
%
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
使
途
を
特
定

し
た
場
合
に
は
賛
成
五
三
%
、
反
対
三
六
%
と
結
果
が
逆

転
す
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
職
場
駐
車
税
に
つ
い
て
は
、

影
響
を
受
け
る
企
業
が
強
く
反
対
し
た
点
と
、
こ
の
施
策

は
交
通
管
理
で
は
な
く
税
収
増
加
の
た
め
の
方
便
に
す
ぎ

な
い
、
と
感
じ
て
い
る
も
の
が
多
い
点
が
興
味
深
い
。

二
〇
〇
〇
年
五
月
の
直
接
選
挙
に
よ
り
混
雑
料
金
施
策

導
入
に
積
極
的
で
あ
っ
た
内
胄
に
く目
㈹盟
o扇
が
市
長
に
選

ば
れ
、
そ
の
後
二
〇
〇
〇
年
七
月
よ
り
、
バ
ラ
、
企
業
そ

し
て
利
用
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い

(
雷
の
雪
白
㈹

ャ
o
口
Q
o
口
が
<
-①誘
の
送
付
)
、
こ
れ
に
対
す
る
反
応
を
ふ

ま
え
、
交
通
戦
略
草
案

(口
局
呂
Dてo箒
□
門偽

炉
営
のせo二

の
口
巴
落
ち

を
二
0
0
一
年
一
月
に
発
表
し
た
。
そ
の
後

調
整
を
繰
り
返
し
た
後
に
、
交
通
戦
略

(弓
言

区
Dてo[が

炉
営
者
oコ
の口
巴
諸
も
6が
二
〇
〇
一
年
七
月
に
発
表
さ
れ

て
い
る
。
交
通
戦
略
は
、
地
下
鉄
と
Q
冠
巴
の門
g
口
Q
o
口内

の
国
鉄
の
容
量
を
今
後
一
〇
年
間
で
四
0
%
増
加
さ
せ
る

と
と
も
に
、
バ
ス
の
容
量
に
つ
い
て
も
四
0
%
増
加
さ
せ

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
混
雑
料
金
施
策
を

導
入
す
る
こ
と
と
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
よ
り
、

今
後
一
〇
年
間
で
、
ロ
ン
ド
ン
中
心
部
に
お
け
る
交
通
量

を
一
五
%
削
減
す
る
こ
と
、
ロ
ン
ド
ン
内
部
に
お
け
る
交

通
量
の
増
加
を
0
%
に
す
る
こ
と
、
ロ
ン
ド
ン
外
部
に
お

け
る
交
通
量
の
増
加
率
を
今
ま
で
の
1
/
3
に
す
る
こ
と

を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
市
長
は
以
下
の
一
〇
項
目
を
重

点
項
目
と
し
た
。

①
交
通
渋
滞
の
緩
和

②

安
全
に
交
通
容
量
を
増
加
さ
せ
、
混
雑
を
緩
和
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
信
頼
性
と
頻
度
を
改
善
さ
せ
る
た
め
の
地

下
鉄
へ
の
投
資

③

容
量
増
加
、
信
頼
性
、
頻
度
の
改
善
を
含
む
バ
ス
サ

ー
ビ
ス
の
徹
底
的
な
改
善

④

国
鉄
と
他
の
ロ
ン
ド
ン
の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
と
の

融
合
。
こ
れ
に
よ
り
公
共
交
通
で
の
通
勤
を
促
す

⑤
ロ
ン
ド
ン
全
体
で
の
交
通
容
量
を
、
国
際
交
通
施
設

へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
を
含
む
、
ロ
ン
ド
ン
を
交
差
す
る

新
た
な
鉄
道
路
線
、
ロ
ン
ド
ン
内
部
に
お
け
る
環
状
鉄

道
路
線
の
改
善
、
ロ
ン
ド
ン
東
部
に
お
け
る
新
た
な
テ

ム
ズ
川
横
断
手
段
の
構
築

⑥

交
通
手
段
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
動
車
依

存
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
自
動
車
利
用
者
の
所
要

時
間
信
頼
性
を
改
善
さ
せ
る

⑦
地
区
交
通
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

⑧

環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
し
つ
つ
、
ロ
ン
ド
ン
に

お
け
る
物
や
サ
ー
ビ
ス
の
運
搬
を
改
善
す
る

⑨
ロ
ン
ド
ン
の
交
通
シ
ス
テ
ム
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す

る
。
身
体
障
害
者
を
含
め
、
誰
も
が
ロ
ン
ド
ン
に
住
む

利
益
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
す
る

⑲
ロ
ン
ド
ン
の
交
通
シ
ス
テ
ム
の
融
合
を
さ
ら
に
は
か

る
。
よ
り
簡
単
で
わ
か
り
や
す
く
、
受
け
入
れ
ら
れ
や
す

い
公
共
交
通
料
金
体
系
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
タ
ク

シ
ー
も
含
め
た
ロ
ン
ド
ン
交
通
全
体
の
改
善
を
は
か
る

す
な
わ
ち
、
上
記
の
一
〇
の
重
点
項
目
を
実
現
す
る
た

め
の
手
段
か
つ
資
金
源
と
し
て
、
混
雑
料
金
の
導
入
を
推

し
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
、
交
通
戦
略

1首イ〒セ 20039 2 2



に
お
い
て
は
、
混
雑
料
金
施
策
に
関
す
る
以
下
の
二
つ
の

提
案
が
含
ま
れ
て
い
る
。

提
案
4
G
o

13

…
T
〆
L
は
二
〇
0
三
年
一
月
の
導
入

に
向
け
、付
録
5
に
示
し
た
要
点
に
ほ
ぼ
従
っ
て
、

ロ
ン
ド
ン
中
心
部
の
混
雑
料
金
施
策
を
導
入
す
る
。

提
案
4
G
o

14

"
T
/
L
及
び
関
連
す
る
バ
ラ
は
、
提

案
さ
れ
た
混
雑
料
金
施
策
を
支
援
す
る
施
策
を
実

施
す
る
。

二
〇
〇
一
年
七
月
、
｢
Q
a
巴
曾
g
口
o
o口
(ロ
ン
ド
ン
中
心

部
)
混
雑
料
金
施
策
施
行
命
令
9oo
こ
,が
発
表
さ
れ
、
さ

ら
に
協
議
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
修
正
を
経
て
“最
終
的
な
施

行
命
令
は
二
〇
〇
三
年
二
月
一
四
日
に
発
効
さ
れ
て
い
る
。

2

導
入
前
の
交
通
状
況

ロ
ン
ド
ン
は
一
九
七
〇
年
代
の
人
口
減
少
か
ら
一
転
し

て
人
口
増
加
を
続
け
、
二
〇
一
六
年
に
は
八
〇
〇
万
人
を

超
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
公
共
交
通
料
金
は
、
政
府

が
公
共
交
通
の
料
金
を
乗
客
か
ら
よ
り
多
く
徴
収
す
べ
き

で
あ
る
、
と
い
う
方
針
を
と
り
始
め
た
一
九
九
〇
年
は
じ

め
よ
り
ど
ん
ど
ん
値
上
げ
さ
れ
て
お
り
、
地
下
鉄
料
金
に

つ
い
て
は
、
現
在
で
は
パ
リ
や
東
京
の
倍
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
や
ベ
ル
リ
ン
の
4
/
3
倍
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
、
車
を
利
用
し
た
場
合
の
コ
ス
ト
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し

て
い
な
い
、
あ
る
い
は
か
え

っ
て
減
少
し
て
い
る
。

地
下
鉄
は
公
共
交
通
の
核
で
あ
り
平
日
に
は
三
〇
〇
万

ト
リ
ッ
プ
を
さ
ば
き
、
中
心
部
へ
の
通
勤
ト
リ
ッ
プ
の
う

ち
三
五
%
を
分
担
し
て
い
る
。
バ
ス
は
、
平
日
に
は
お
よ

そ
六
、
五
〇
〇
台
の
バ
ス
が
六
〇
〇
種
類
の
ル
ー
ト
を
走

り
、
四
八
〇
万
人
の
乗
客
を
運
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
道
路
渋
滞
の
た
め
に
信
頼
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
特
に
中
心
部
に
お
け
る

道
路
渋
滞
は
慢
性
的
と
な
っ
て
い
る
。
中
心
部
の
平
均
速

度
は
八
岬

(B
如
/
h
)
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
0
0
年
前

と
変
わ

っ
て
い
な
い
。
ロ
ン
ド
ン
中
心
部
に
お
い
て
は
、

一
蹴
進
む
の
に
平
均
し
て
二
･
三
分
の
遅
れ
が
生
じ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
所
要
時
間
の
お
よ
そ
半
分
は
待
ち
時
間

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
道
路
交
通
状
況
で
あ
る
も

の
の
、
ロ
ン
ド
ン
中
心
部
へ
の
ト
リ
ッ
プ
が
過
度
に
自
家

用
車
に
依
存
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ロ
ン
ド
ン
中
心

部
に
は
一
〇
〇
万
人
以
上
の
人
が
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
流

入
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
八
五
%
が
公
共
交
通
を
利
用

し
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
交
通
渋
滞
は
、
他
の
イ

ギ
リ
ス
の
都
市
と
比
較
し
て
、
六
倍
深
刻
で
あ
る
と
の
報

告
も
あ
る
o

市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
ロ
ン
ド
ン
が

世
界
的
な
大
都
市
で
あ
る
要
因
と
し
て
、
交
通
の
便
の
良

さ
を
あ
げ
る
一
方
で
、
交
通
渋
滞
の
深
刻
さ
が
逆
に
ロ
ン

ド
ン
の
魅
力
を
下
げ
て
い
る
、
と
い
う
意
見
も
多
く
、
交

通
渋
滞
改
善
に
向
け
て
の
何
ら
か
の
施
策
が
必
要
で
あ

る
、
と
い
う
認
識
を
も
つ
人
が
多
い
。
試
算
に
よ
れ
ば
、

ロ
ン
ド
ン
は
渋
滞
に
よ
り
毎
週
二
〇
0
~
四
〇
〇
万
ボ
ン

ド
の
経
済
損
失
を
被
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

3

混
雑
料
金
施
策
の
概
要

混
雑
料
金
施
策
は
、
二
0
0
三
年
二
月
一
七
日
に
開
始

さ
れ
た
。
初
期
の
混
乱
を
さ
け
る
た
め
に
、
学
期
途
中
に

設
け
ら
れ
る
け巴
｢
回
目
と
呼
ば
れ
る
一
週
間
の
休
み
に
あ

わ
せ
て
施
策
が
導
入
開
始
さ
れ
て
い
る
。
課
金
対
象
地
域

は
、
図
2
に
示
し
た
八
平
方
マ
イ
ル

(二
一
蝸
)
と
な

っ
て
い
る
。
お
お
よ
そ
都
内
環
状
道
路
内
で
あ
り
、
総
面

積
六

一
七
平
方
マ
イ
ル
の
Q
a
檻
環
戸
o
b
a
o
口
の

一
･
三
%

に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
地
域
に
は
一
七
四
カ
所
の
流図 2 課金対象地域 (出典 T九ホームページ)

　　 　　　　　　　 　　　　　



入
/
流
出
地
点
が
あ
る
。
地
域
内
に
居
住
し
て
い
る
も
の

の
う
ち
、
お
よ
そ
四
0
、
0
0
〇
世
帯
が
自
動
車
を
所
有

し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
1
/
3
は
料
金
賦
課
時
間
帯
に

は
利
用
し
て
い
な
い
。

祝
日

(げ貰
六
百
-三
潴
)
を
の
ぞ
く
平
日
朝
七

"
0
0

か
ら
一
人
…
三
〇
ま
で
に
対
象
地
域
を
走
行
あ
る
い
は
ゾ

ー
ン
内
の
路
上
に
駐
車
す
る
車
両
は
、
一
日
五
ポ
ン
ド
を
･

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
当
日
二
二
時
以
降
は

一
〇
ポ
ン
ド
に
値
上
げ
さ
れ
、
二
四
時
ま
で
に
支
払
い
登

録
を
し
な
け
れ
ば
違
反
と
な
る
。
以
下
の
車
両
に
つ
い
て

は
、
支
払
い
が
免
除
さ
れ
て
い
る
。

･
障
害
者
の
利
用
す
る
車
両

(切
言
①
□
温
騙
国
a
e
こ
と

緊
急
車
両

･
代
替
燃
料
車
両
の
利
用
者

･
九
座
席
以
上
の
車
両

･
二
輪
車

･
タ
ク
シ
ー
と
ミ
ニ
キ
ャ
ブ

･
A
A
及
び
R
A
C
な
ど
の
故
障
サ
ー
ビ
ス
車
両

ま
た
、
対
象
地
域
内
に
居
住
し
て
い
る
人
は
、
登
録
に

よ
り
料
金
が
九
0
%
割
引
さ
れ
る
。
料
金
は
年
払
い
、
月

払
い
、
週
払
い
な
ど
柔
軟
に
対
応
可
能
で
あ
り
、
九
〇
日

前
か
ら
特
定
の
日
の
支
払
い
が
可
能
で
あ
る
。支
払
い
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

(切
弓
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閃
き
巽
を
含

む
)
、
小
売
店

(
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
、
駐
車
場
な
ど
)
、
郵
送
、
電
話
、
S
M
S
テ

キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

(携
帯
電
話
)
で
可
能
で
あ
る
。
物

流
業
者
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
複
数
の
車
両
ナ
ン
バ
ー
を

登
録
し
て
お
き
、
全
車
両
の
一
カ
月
の
予
定
利
用
日
数
を

概
算
で
報
告
し
、
そ
の
分
の
料
金
を
支
払
う
方
式
や
、
同

様
に
事
前
に
複
数
の
車
両
ナ
ン
バ
ー
を
登
録
し
、
そ
の
う

ち
実
際
課
金
対
象
地
域
を
走
行
し
た
車
両
数
を
後
か
ら
報

告
す
る
方
式
な
ど
の
支
払
い
方
法
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、

手
続
き
を
簡
便
化
し
て
い
る
。

対
象
地
域
に
流
入
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
日
の

う
ち
に
料
金
を
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合
、
八
〇
ポ
ン
ド
の

罰
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
違
反
告
知

書

(せ
①目
崎

會
彗
鵤の
Z
oロ
&

が
送
付
さ
れ
て
か
ら
一

四
日
以
内
に
支
払
っ
た
場
合
に
は
四
〇
ポ
ン
ド
に
減
額
さ

れ
る
が
、
逆
に
二
人
日
以
上
支
払
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は

罰
金
額
は
三
一〇
ポ
ン
ド
に
増
額
さ
れ
る
。
三
国
以
上
料

金
を
支
払
わ
な
か
っ
た
車
両
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
そ
の

車
両
が
発
見
さ
れ
た
際
、
車
輪
止
め
を
つ
け
ら
れ
る
か
、

レ
ッ
カ
ー
移
動
さ
れ
る
。
車
輪
止
め
は
四
五
ポ
ン
ド
で
あ

り
、
そ
れ
を
取
り
除
く
費
用
は
三
一五
ポ
ン
ド
で
あ
る
。

レ
ッ
カ
ー
移
動
さ
れ
た
場
合
、
車
両
の
保
管
費
用
は
一
五

ポ
ン
ド
/
日
と
な
っ
て
い
る
。
車
輪
止
め
を
は
ず
す
、
あ

る
い
は
レ
ッ
カ
ー
移
動
さ
れ
た
場
合
に
保
管
所
か
ら
車
両

を
取
り
出
す
た
め
に
は
、
混
雑
料
金
施
策
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

料
金
に
加
え
、
上
記
の
料
金
を
加
え
た
も
の
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
料
金
が
支
払
わ
れ
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
車
両
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
さ
れ
る
か
、
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
で
も
車
両
所
有
者
は

未
払
い
の
違
反
金
と
車
両
破
棄
費
用
六
〇
ポ
ン
ド
を
支
払

う
必
要
が
あ
る
。

違
反
取
り
締
ま
り
は
、
カ
メ
ラ
に
よ
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
読
み
取
り
を
基
本
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
一
七

四
カ
所
の
対
象
地
域
流
入
地
点
に
七
〇
〇
台
以
上
の
カ
メ

ラ
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
映
像
か
ら
自
動
的
に
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
巡
回
車
両
が

対
象
地
域
内
を
走
行
し
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
記
録
す

る
。
読
み
取
ら
れ
た
ナ
ン
バ
ー
は
、
支
払
い
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
と
照
合
さ
れ
、
カ
メ
ラ
か
ら
読
み
取
ら
れ
た
ナ
ン
バ
ー

が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
一
致
し
た
場
合
、
画
像
は
二
四
時
間

以
内
に
削
除
さ
れ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
最
終
チ
ェ

ッ
ク
が
当
日
二
四
時
以
降
に
行
わ
れ
、
未
払
い
の
車
両
ナ

ン
バ
ー
及
び
カ
メ
ラ
画
像
が
保
管
さ
れ
る
。
違
反
告
知
書

を
発
行
す
る
前
に
手
作
業
に
よ
る
最
終
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ

れ
て
い
る
。
カ
メ
ラ
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
読
み
取
り
精

度
は
九
0
%
以
上
と
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
目
視
で
の
チ

ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
最
終
的
な
違
反
車
両
抽

出
精
度
は
か
な
り
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

T
〆
L
は
、
混
雑
料
金
施
策
導
入
に
よ
り
、
対
象
地
域

に
お
け
る
渋
滞
は
、
台

･
マ
イ
ル
ベ
ー
ス
で

一
〇
･

一

五
%
、
台

･
遅
れ
ベ
ー
ス
で
二
0
~
三
0
%
減
少
で
き
、

平
均
速
度
で
一
0
~

一
五
%
改
善
で
き
る
と
予
測
し
て
い

る
。
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
中
心
部
の
交
通
状
況
は
夏
休
み
時

期
と
同
程
度
と
な
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
対
象
地
域
内
で
年

間
二
〇
0
~
三
〇
〇
万
時
間
を
、
ロ
ン
ド
ン
内
部
で
四
〇



○
、
七
〇
〇
万
時
間
節
約
で
き
る
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

流
入
地
点
及
び
周
辺
に
て

0
0
0
以
上
の
標
識
を
設
置

の
台
数
が
大
き
く
減
少
し
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
バ
イ

導
入
の
た
め
の
初
期
コ
ス
ト
と
し
て
二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
、

年
間
の
運
営
費
用
が
八
五
万
ポ
ン
ド
必
要
で
あ
る
が
、
料

金
収
入
が
一
八
五
万
ポ
ン
ド
、
違
反
に
よ
る
収
入
が
三
〇

万
ポ
ン
ド
と
予
測
さ
れ
、
最
終
的
な
収
益
が
年
間
一
三
〇

万
ポ
ン
ド
と
い
う
試
算
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
施
策
導
入
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ
二
0
、
0
O
0

人
が
自
動
車
利
用
か
ら
公
共
交
通
へ
転
換
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
値
は
、
公
共
交
通
利
用
者
が
一
~

二
%
増
加
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
二
0
、
0
0
0
人
の

中
で
、
五
、
0
0
0
人
が
地
下
鉄
あ
る
い
は
国
鉄
を
利
用

す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
0
･
五
%
の
利
用
者
数

増
加
、
あ
る
い
は
一
車
両
あ
た
り
一
人
の
増
加
に
す
ぎ
な

い
。
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
一
四
、
0
0
0
人
の
乗
客
増
加

が
考
え
ら
れ
、
そ
の
う
ち
七
、
0
0
0
人
が
朝
の
ピ
ー
ク

ア
ワ
ー
に
乗
車
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。そ
の
一
方
で
、

ロ
ン
ド
ン
中
心
部
の
交
通
量
が
一
0
~

一
五
%
減
少
す
る

こ
と
よ
り
、
公
共
交
通
利
用
者
の
増
分
が
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
な
い
わ
り
に
、
道
路
交
通
量
の
減
少
が
大
き
く
、
大
き

な
導
入
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
そ

の
他
道
路
交
通
流
の
変
化
に
応
じ
て
信
号
制
御
プ
ラ
ン
を

変
更
し
て
い
る
。
ま
た
施
策
実
施
に
よ
り
バ
ス
ヘ
の
転
換

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
導
入
に
先
立
っ
て
、
三
〇
〇
台
の

バ
ス
の
追
加
と
新
規
ル
ー
ト
の
導
入
、
車
内
混
雑
し
て
い

る
バ
ス
路
線
へ
の
バ
ス
の
再
配
分
や
二
階
建
て
バ
ス
の
導

入
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
導
入
に
先
立
っ
て
、
対
象
地
域

し
施
策
の
周
知
を
試
み
て
い
る
。

4

導
入
後
の
交
通
状
況
9

導
入
後
の
交
通
状
況
に
つ
い
て
は
、
二
0
0
三
年
六
月

に
発
表
さ
れ
た
、
導
入
三
カ
月
で
の
レ
ポ
ー
ト
を
元
に
報

告
す
る
。
な
お
、
施
策
導
入
直
前
に
発
生
し
た
脱
線
事
故

に
よ
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
地
下
鉄
の
中
で
も
利
用
の
多
い
路

線
の
ひ
と
つ
で
あ
る
セ
ン
ト
ラ
ル
ラ
イ
ン
が
三

週
間

(二
0
O
三
年

一
月
二
五
日
~
二
〇
〇
三
年
四
月
三
一日

ま
で
)
に
わ
た
っ
て
不
通
と
な
っ
た
た
め
、
平
常
時
の
流

動
と
異
な
っ
た
傾
向
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
な
お
、
導
入
三
カ
月
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
こ
の

影
響
を
極
力
排
除
し
た
形
で
レ
ポ
ー
ト
が
構
成
さ
れ
て
い

る
。
以
下
に
要
点
を
示
す
。

･
導
入
後
の
課
金
地
域
内
の
走
行
速
度
は
け
如
/
h
で

あ
り
、
前
年
同
時
期

(鴬
師
/
h
)
や
導
入
直
前

(螂

蝿
/
h
)
と
比
較
し
て
大
き
く
改
善
し
て
い
る
。

･
遅
れ
時
間
は
、
前
年
同
時
期
よ
り
1
分
/
蹴
の
減
少
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
四
0
%
の
減
少
で
あ
る
。
ま
た
、

二
〇
〇
二
年
の
平
均
的
状
況
と
比
較
し
て
も
0
･
八

分
/
蹴
の
減
少

(三
二
%
減
)
で
あ
る
。
な
お
、
T
/

L
の
予
測
は
二
0
~
三
0
%
で
あ
り
、
予
想
以
上
の
成

果
を
得
て
い
る
。

･
課
金
地
域
内
の
交
通
量
は
前
年
同
時
期
と
比
較
し
て
二

0
%
の
減
少
で
あ
っ
た
。
乗
用
車
、
バ
ン
、
ト
ラ
ッ
ク

ク
、
自
転
車
が
若
干
増
加
し
て
い
る
。
T
〆
L
の
予
測

は
一
0
~

一
五
%
で
あ
り
、
予
測
の
際
の
実
績
交
通
量

と
比
較
す
る
と
、実
際
の
減
少
量
は
エ
ハ
%
で
あ
っ
た
。

日
常
的
に
車
を
利
用
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
依
頼
し
た
走

行
時
間
調
査
に
よ
る
と
、
課
金
対
象
地
域
を
出
発
地
あ

る
い
は
目
的
地
に
も
つ
ト
リ
ッ
プ
は
、
平
均
で
一
三
~

一
四
%
の
走
行
時
間
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
減
少

効
果
は
ロ
ン
ド
ン
外
縁
部
を
出
発
あ
る
い
は
外
縁
部
へ

向
か
う
交
通
で
顕
著
で
あ
る
。

･
課
金
対
象
時
間
内
に
お
い
て
は
、
導
入
前
と
比
較
し
て

一
五
0
、
0
0
0
ト
リ
ッ
プ
が
減
少
し
た
。
T
ノ
L
の

見
解
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
う
ち
一
○
~
二
0
%
は
課

金
対
象
地
域
を
避
け
、
内
環
状
道
路
を
利
用
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
五
○
~
七
0
%
が
公
共
交
通

に
転
換
し
、
二
0
~
三
0
%
が
タ
ク
シ
ー
、
バ
イ
ク
、

自
転
車
、
徒
歩
な
ど
の
交
通
機
関
に
転
換
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

･
バ
ス
の
走
行
記
録
に
よ
れ
ば
、
交
通
渋
滞
に
よ
る
バ
ス

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
遅
延
は
ほ
ぼ
半
減
し
て
い
る
。ま
た
、

バ
ス
の
走
行
速
度
は
二
〇
〇
二
年
と
比
較
し
て
課
金
対

象
地
域
内
の
み
な
ら
ず
、
内
環
状
道
路
に
お
い
て
も
改

善
し
て
い
る
。
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
不
定
期
性
に
よ
り
生

じ
る
乗
客
の
待
ち
時
間
は
課
金
対
象
地
域
及
び
内
環
状

道
路
で
1
/
3
に
な
っ
た
。

･
L

u
L
に
よ
れ
ば
、
地
下
鉄
利
用
者
は
セ
ン
ト
ラ
ル
ラ



イ
ン
の
影
響
を
差
し
引
い
て
考
え
て
、
一
%
程
度
の
ト

リ
ッ
プ
増
加
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ピ
ー
ク
時
間
帯
に

お
け
る
二
、
0
0
0
人
の
乗
客
増
を
意
味
す
る
。
今
後

よ
り
詳
細
な
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
国
鉄
に
つ
い
て
は
、
現
在
乗
客
数
の
調
査
が
実
施

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
目
立
っ
た
乗
客
増
は

観
測
さ
れ
て
お
ら
ず
、
地
下
鉄
と
同
程
度
と
考
え
ら
れ

る
。

･
内
環
状
道
路
の
交
通
量
も
大
き
く
は
増
加
し
て
い
な

い
。
こ
の
結
果
よ
り
、
内
環
状
道
路
に
経
路
変
更
し
た

車
両
は
多
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

･
様
々
な
支
払
い
方
法
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
多
い
順
に

小
売
店

(三
七
%
)、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

(二
三
%
)

電
話

(二
一
%
)、
S
M
S

(
一
九
%
、
携
帯
電
話
の

シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
)
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

比
率
は
安
定
し
て
い
る
。
郵
送
に
よ
る
支
払
い
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

･
物
流
車
両
を
の
ぞ
い
た
支
払
い
登
録
数
は
安
定
し
て
お

り
、
一
日
あ
た
り
お
よ
そ
九
人
、
O
O
O
/
日
と
な
っ

て
い
る
。

･
三
ヵ
月
間
で
三
五
0
、
0
0
0
通
の
違
反
告
知
書
が
発

行
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
九
、
0
O
0
通
が
支
払
い
完
了

し
、
六
、
O
0
0
通
に
つ
い
て
、
陳
述
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
お
よ
そ
六
六
%
が
承
認
さ
れ
て

い
る
。

.
特
に
導
入
初
期
に
お
い
て
、
利
用
者
や
オ
ペ
レ
ー
タ
の

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
流
入
日
の
入
力
ミ
ス
が
あ
り
、

間
違
っ
た
違
反
告
知
書
が
多
く
発
行
さ
れ
た
。し
か
し
、

現
在
で
は
問
題
な
く
機
能
し
て
い
る
。

･
五
月
半
ば
ま
で
で
、
駐
車
交
通
控
訴
サ
ー
ビ
ス

(ャ
>
弓
>
ね

ャ
費
片
目
m
営
Q
炉
D詩
り
少
将
のD房
の
①気
迫

に
五
、
0
0
0
通
以
上
の
訴
え
が
届
い
て
い
る
。
そ
の

う
ち
五
、
五
〇
五
通
が
T
/
L
に
届
い
て
い
る
が
、
こ

れ
は
全
体
の
違
反
告
知
書
の
二
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
訴
え
の
多
く
は
導
入
直
後
に
発
行
さ
れ
た
違
反

告
知
書
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
稼

働
に
よ
り
そ
の
数
は
減
少
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
ほ
ぼ
予
測
通
り
、
あ

る
い
は
そ
れ
を
若
干
超
え
る
レ
ベ
ル
で
交
通
量
が
減
少

し
、
交
通
量
の
減
少
を
実
感
で
き
る
程
度
に
改
善
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
予
想
以
上
に
交
通
量
が
減
少
し
た
た
め
、

結
果
的
に
混
雑
料
金
制
度
に
よ
る
収
入
が
減
少
し
、
こ
れ

か
ら
の
交
通
計
画
に
支
障
を
来
す
、と
い
う
意
見
も
あ
る
。

ま
た
、
課
金
対
象
で
な
い
バ
イ
ク
の
増
加
に
よ
る
安
全
面

で
の
問
題
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

バ
イ
ク
の
流
入
台
数
に
目
立
っ
た
変
化
は
な
い
。

交
通
状
況
は
劇
的
に
改
善
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
一

方
で
よ
り
長
期
的
な
問
題
が
生
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
紹
介

し
て
お
き
た
い
。
五
月
に
発
表
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
商
工
会

議
所
の
調
査
1に
よ
る
と
、
対
象
地
域
内
で
営
業
を
し
て

い
る
人
の
七
五
%
が
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
売
り
上
げ
の

減
少
を
指
摘
し
て
お
り
、
地
下
鉄
セ
ン
ト
ラ
ル
ラ
イ
ン
の

閉
鎖
や
テ
ロ
の
驚
異
な
ど
他
の
要
因
も
考
え
ら
れ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
収
入
が
減
少
し
た
人
々
の
う
ち
六
0
%
は

売
り
上
げ
の
減
少
は
混
雑
料
金
施
策
に
起
因
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
来
訪
者
数
も
昨
年

度
と
比
較
し
て
七
~
八
%
減
少
し
て
お
り
、
二
五
%
の
業

者
が
移
転
を
検
討
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
も
う
ひ
と

つ
の
興
味
深
い
結
果
と
し
て
、
M
25
外
部
の
ケ
ン
ト
州
に

あ
る
巨
大
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

(
□
｣□
①
"
"
言
門

のけ
o
も
も
言
鱒
o
o
b
可
也

の
来
訪
者
数
が
比
較
的
に
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
特
に
土
地
利
用
変
化
や

立
地
変
化
な
ど
の
長
期
的
な
影
響
に
つ
い
て
、
今
後
と
も

注
意
深
く
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
混
雑

料
金
施
策
導
入
計
画
時
に
お
い
て
、
導
入
後
五
年
間
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
予
定
し
て
い
る
1。

お
わ
り
に

以
上
、
ロ
ン
ド
ン
混
雑
料
金
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
概

要
を
示
す
と
と
も
に
導
入
後
の
交
通
状
況
に
つ
い
て
、
速

報
資
料
に
基
づ
き
報
告
し
た
。
特
に
課
金
対
象
地
域
に
お

け
る
交
通
状
況
は
劇
的
に
改
善
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
迂
回

道
路
で
あ
る
内
環
状
道
路
の
渋
滞
も
導
入
前
と
比
較
し
て

大
き
く
悪
化
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
こ
の
施
策
は
成
功
と

い
え
よ
う
。
こ
の
成
功
の
要
因
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を

加
え
る
こ
と
で
本
稿
を
閉
じ
た
い
。
成
功
要
因
を
し
る
こ

と
で
我
が
国
に
お
い
て
混
雑
料
金
施
策
の
導
入
を
検
討
す

る
際
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。



o行
政
体
制
が
一
元
化

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
に
よ
り

一
九
八
六
年
に
G
L
C

(Q
Hの労
[
で
8
Q
o口
n
o口
口
自
己

が
廃
止
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン

の
交
通
管
理
が
中
央
政
府
と
バ
ラ
に
振
り
分
け
ら
れ
た
こ

と
で
広
域
交
通
計
画
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
っ
た
。
そ
の
こ

と
が
幸
い
し
、
G
L
A
に
広
域
交
通
の
管
理
権
限
が
集
中

し
た
結
果
、
市
長
の
権
限
で
様
々
な
施
策
を
実
施
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

o収
入
は
交
通
戦
略
に
の
み
利
用
さ
れ
る
明
解
な
構
造

こ
の
種
の
料
金
徴
収
を
伴
う
施
策
は
、
交
通
対
策
と
い

う
よ
り
は
税
収
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
、
大
き
な
反
対
運
動
が
起
こ
る
こ
と
が
多
い
。
そ

れ
に
対
し
て
、
今
回
の
ロ
ン
ド
ン
混
雑
料
金
施
策
に
お
い

て
市
民
の
反
対
運
動
が
ほ
と
ん
ど
起
こ
ら
な
か
っ
た
理
由

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
徴
収
さ
れ
た
料
金
は
、
少
な
く
と
も

一
〇
年
間
は
交
通
戦
略
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
み
に

し
か
利
用
で
き
な
い
こ
と
が
立
法
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
混
雑
料
金
施
策
導
入
前
よ
り
新

型
バ
ス
の
導
入
、
バ
ス
路
線
の
増
加
な
ど
、
比
較
的
容
易

に
効
果
が
実
感
で
き
た
こ
と
と
、
道
路
交
通
か
ら
徴
収
し

た
料
金
収
入
は
道
路
を
利
用
す
る
公
共
交
通
に
還
元
さ
せ

る
と
い
う
わ
か
り
や
す
い
形
で
対
策
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
が
有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

o周
到
な
導
入
計
画

私
見
で
は
あ
る
が
、
今
回
の
混
雑
料
金
の
課
金
対
象
地

域
は
、
非
常
に
適
切
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
理

由
と
し
て
は
、
以
下
の
点
が
考
え
ら
れ
る
。

し
た
い
。

り
過
度
に
交
通
が
集
中
し
深
刻
な
交
通
渋
滞
が
発
生
し

て
い
た
小
さ
な
地
域
に
導
入
し
た

り
課
金
対
象
地
域
が
大
き
く
な
く
、
渋
滞
が
激
し
か
っ

た
た
め
、
元
々
通
過
交
通
が
少
な
か
っ
た

り
多
く
の
人
が
流
入
し
て
い
る
た
め
、
自
動
車
通
勤
者

の
比
率
が
大
き
く
な
く
、
影
響
を
受
け
る
人
の
割
合
が

大
き
く
な
か
っ
た

の
内
環
状
道
路
と
い
う
迂
回
交
通
を
担
う
路
線
が
存
在

し
て
い
た
。

こ
の
こ
と
を
逆
に
い
え
ば
、
現
在
導
入
が
計
画
さ
れ
て

い
る
現
在
の
対
象
地
域
の
西
側
、
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
地
域
へ

の
拡
張
は
、
通
過
車
両
の
増
加
、
迂
回
道
路
に
未
整
備
な

ど
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
う
ま
く
機
能
す
る
と
は
い
え
な

い
。
ま
た
、
我
が
国
に
お
い
て
も
上
記
の
条
件
が
そ
ろ
う

よ
う
な
地
域
が
存
在
す
れ
ば
、
混
雑
料
金
施
策
が
有
効
に

機
能
す
る
と
い
え
よ
う
。

本
稿
は
、
筆
者
が
文
部
科
学
省
在
外
研
究
員
と
し
て
二

〇
〇
三
年
七
月
よ
り
一
年
間
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
イ
ン
ペ
リ

ア
ル
カ
レ
ッ
ジ
に
滞
在
す
る
間
に
収
集
し
た
知
識
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
関
係
諸
氏
に

深
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
一
橋
大
学
大
学
院
商
学

研
究
科
根
本
敏
則
教
授
に
は
、
参
考
資
料
の
紹
介
や

T
/
L
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
な

ど
様
々
の
便
宜
を
図
っ
て
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝

参
考
文
献

り
た
と
え
ば
佐
佐
木
細
監
修
、
飯
田
恭
敬
編
著
…交
通
工
学
、
国
民
科
学

社
、
℃℃‐wS
山
Oの、

"
℃N･

の
Q
Oく
四
日‐日
の日
○
蕁
言
の
才
｢
せ
0口
QOP
葺
け
①
]≦
<
>
n
o口
の□】戸
口oて
弓
すの

せ
o□
Qoロ
ーo
oコ
晒①の口
ob
n
け
D｢鱈一□鱒
力あ
の①□Hoゴ
ヤ
"○館
[PH戍一円
-◎↓
℃
]ユ
ロ
リー巴
斜]

扇
一口△一□
循字
出
ヲAの〔)･]□]て
}◇りい
･

(の
こ
芥
□
①℃費
目
局
員
o増
弓
｢DHUM者
on
.が
Z
Gそ
□
の巴
隷
門
司
Hpb
g
oコ
…
□
の口
の[

　
　
　
　
　
　　
　

　
　
　
　　
　　
　
　
　
　　　
　　　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

-つき
き
き
①ミ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
)
最
終
ア
ク
セ
ス
日
B
ow~鱒＼"
‐

ハリ
o
摘
程
のH
r
o口Qo口
>
三
野
oユ
蔓
>
会
一℃●℃〕]--の
幹
包
窓
コ費
は
○
赫朝
oの一
応
◇◇･

9
ノ
Q
Oく
の白
日
の□
-
○
許
内
の
け
H
F
O口
Q
oロ
.
男
o
po
o
け斜[四
口m
o
b二
o口
の
き
[

g
□Qo□｣
℃"
｣
-･
(す冒
"育
"
"
餉
o--o□Qob餉
oく‐呉
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
)
最
終
ア
ク
セ
ス
日
8
Ow≧
"
い

回̂
′
宝
田
てoH
o怜
で
oコQOR
A]J一応
]て封
てo戸

の
司
馬
･崩
せ
oコ
のロ
温
の飼て
き
9oo
-"
･

(宣
言
"
こ≧
き
き
boo口
中
o<海員
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
i
ド
可
能
)
最
終
ア
ク
セ

ス
日
Noo"
"
9い

凧“
弓
HDコ
のせ
○コ
吟o
H
せ
obQ
ob
…
R弓
すゅ
Q
[①□言
門
せ
oロ
Q
ob
(n
のロロ
巴
N
obo)

n
o語
霧
熟
o口
6
す彗
m目
吶
O
HQのH
soo
さ

Noo
-･
(町
琶
ミ
て
淺
馬
島
歯
oく
･

兵
団
ご
P
の母
の日
の
o&
R
o五
‘のけ月
刈よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
)
最
終

ア
ク
ノセ
ス
ロ
【9OO国≧
ふ
い･

副
ツ
弓
｢斜口のせ
o藩
鹸対…)｢
で
○コ
QOR
A刊
#
の
○
[のp言
｢
炉
oコ
Qo口
(0
の口雪
巴
N
Oロ
①)

n
ob
簿のの箇
ob
n
けが｢餉“□鱒
O
HQのH
N0o
一
男
①□oコ
[o
て
【pて
o門
o怜
炉
obQ
ob
き

9
oo
-‐
(邦
訳

…
(財
)
道
路
経
済
研
究
所
、
道
路
研
シ
リ
ー
ズ
>
Iり◎

98
じ

《“
弓
[pbのせoコ
ho｢
戸
oロ
Qoロ
“
ぬo
のコ
ロ
N-
炉
○ロ
Qoo
n
o
bm
@控
一oロ
6
す
p門mMロ鱒

惚
けの日
の↓↓
-}H8
g
oコ序
の
O
ロ
ヌ
ドooの･
(官
君
さ
そ
増
"
曲
直
o<‘臭
･、よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
)
最
終
ア
ク
セ
ス
日
Nooのあ
"
g

◎
で
ob
oo口
o
す
p白
けの[
o
觜
n
o月
日
の8
の
き
o
百
合
盟
Hて
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(官
君
"
ノン>""
｣oboob目
胃
忌
R
OOE
S

最
終
ア
ク
セ
ス
日
8
Oの鳶
"
M

m
弓
Hg
g
o
コ
き
H
で
o
b
Q
o
口
o
o
b
h
霧
嵩
o
b
o
す
p品
目
m
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(官
琶
ミ
モ
モ
モ
･曲
直
oく
ヒ
ミ
昌
、8
1ヨ
o巳
ぢ
口
語
･のけ[日
ご
最
終
ア
ク
セ
ス

　
　
　
　　　
　
　



礎
鴎
歳室鬱
戸
特
集
/
T
D
M
へ
⑭
顫
組
み
鑄
廃
熱
達撥
鰯
滋講
た選
ぶ*糞議
さ氷廳
建
増対
さW遂赳!

“

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
道
路
研
究
部
道
路
研
究

一

は
じ
め
に

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M

…
炉
営
逍
oコ
呂
目

□
のB
g
a
区
営
沼
oB
の口。
は
道
路
交
通
の
混
雑
緩
和
を
需

要
の
調
整
に
よ
り
行
う
手
法
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
道
路

整
備
等
に
よ
る
交
通
容
量
拡
大
策
と
並
行
し
て
道
路
交
通

円
滑
化
の
た
め
の
主
要
手
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
学

識
経
験
者
に
よ
り
海
外
の
先
進
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
｢N

E
X
T

W
A
Y

(監
修

"
建
設
省
道
路
局
、
編
集

…
長

期
構
想
研
究
会
、
平
成
四
年
)｣、
｢道
路
整
備
の
長
期
構

想

(建
設
省
道
路
局

･
建
設
省
都
市
局
、
平
成
五
年
)｣

｢新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画

(建
設
省
道
路
局
･
建
設
省

都
市
局
、
平
成
一
〇
年
)｣
等
で
施
策
と
し
て
の
行
政
的

位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
。
当
初
は
一
部
地
域
に
お
い
て
試

行
錯
誤
的
に
は
じ
ま
っ
た
我
が
国
の
T
D
M
に
関
す
る
取

組
み
も
、
今
日
で
は
社
会
実
験
制
度
が
定
着
す
る
な
ど
一

定
の
事
例
の
蓄
積
を
み
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
施

策
前
後
の
評
価
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
都
市
は
少
な
く
、

T
D
M
が
成
功
し
て
い
る
と
い
う
実
感
を
持
つ
都
市
は
少

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

本
報
告
は
、
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
の
T
D
M
事

例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
(分
析
対
象

…国
内
七
二
九
事
例
、
海
外

一
四
〇
事
例
、
平
成
一
三
年
度
迄
の
デ
ー
タ
)
に
つ
い
て
そ

の
特
徴
を
分
析
･
整
理
し
、
我
が
国
の
T
D
M
が
抱
え
る

課
題
や
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

二

我
が
国
に
お
け
る
T
D
M
の
特
徴
･

1

T
D
M
の
種
類
の
整
理

T
D
M
は

｢時
間
帯
の
変
更
、
経
路
の
変
更
、
手
段
の

変
更
、
自
動
車
の
効
率
的
利
用
、
発
生
源
の
調
整
等
｣
に

よ
っ
て

｢混
雑
し
て
い
る
地
域
、
路
線
、
時
間
帯
｣
の
交

通
を
円
滑
化
す
る
手
法
の
体
系
で
あ
る
。
T
D
M
手
法
を

利
用
抑
制
の
有
無
に
焦
点
を
当
て
て
大
別
す
る
と
、
道
路

利
用
者
の
工
夫
、
交
通
シ
ス
テ
ム
の
改
良
、
社
会
活
動
の

改
善
等
に
よ
り

｢交
通
行
動
の
効
率
化
を
促
す
手
法

(例
…相
乗
り
、
時
差
出
勤
、
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
等
)｣
と
、

自
動
車
の
取
得
、
保
有
、
走
行
、
駐
車
等
に
対
し
て
経
済

的
負
担
や
規
制
等
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り

｢交
通
量
を
抑

制
す
る
手
法

(例
…
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
、
プ
レ
ー
ト

ナ
ン
バ
ー
規
制
等
)｣
が
あ
る

(図
1
)。

規
制
等
に
よ
っ
て

｢交
通
量
を
抑
制
す
る
手
法
｣
に
は

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
が
、
影
響
が
広
範
囲
に
及
ぶ

た
め
、導
入
に
あ
た
っ
て
は
慎
重
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。

我
が
国
に
お
い
て
は
｢交
通
行
動
の
効
率
化
を
促
す
手
法
｣



発生源の鬮蛭

鬮勤務日数の鯛麟
棚通信手段による代替 (通信販売、
遠蠕地勤務、遠隔地会顫)

自動車の効率的利用

圏パーク&ライド、パーク&バ
スライドなど
鬮大豊公共交通機関の利用促進
圏自転車利用･徒歩の推奨
鬮歩行者 ･自転車ゾーン、トラ
ンジットモール等の設置

バンプール)又はシャトルバス

マネジメント協会の奨励

(識佐接近、交通施設と大槻槻開
発との均衡)

ロジスブイ
圏ロードプライシング

圏道路交通･駐車蝿袖毅の提供

囮フレックスタイム･

時間帯の毀誕

出典 :わが国における交通需要マネジメント実施の手引き (監修 :道路局)

図 1 主なねらいから整理した主なT D M手法

表 1 交通行動手法別内訳

施餓肉轉
聴籏事擁の飜合(% )

圏内 総外

時差出勤 ･フレックスタイム等 5.3 0･7

小計 5.3 07

道路交通 ･駐車場情報の提供

その他

lo,2

0,8

6.4

0･0

小計 11･0 6.4

公共交通の利便性向上

公共交通へのアクセス性の向上

自転車利用の促進

その他

38.3

24.7

0.8

8,2

28.6

9,3

18.6

0･0

小計 72.O 66.6

相乗り ･カーシェアリング

物資の共同集配

0,3

1,9

26.O

0･7

小計 2,2 26.7

土地利用政策 0･0 0･7

小計 0･0 0･7

違法駐車の防止

ロジスティック効率化

1･1

0･l

7･1

0･0

小計 1.2 7･l

その他 8.2 2,9

三
年
)｣
に
お
い
て
収
集
し
た
約
二
〇
〇
事
例
の
中
か
ら
、

交
通
量
抑
制
策
や
T
M
A
(炉
貰
者
o｢慰
g
b
g
g
諸
のB
g
[

該
のoR
疊
8
)
を
除
い
た
事
例

(
一
四
〇
件
)
を
用
い
た
。

収
集
し
た
T
D
M
事
例
の
手
法
別
実
施
状
況
を
表
1
に

示
す
。
交
通
行
動
の
変
更
パ
タ
ー
ン
に
よ
る
区
分
で
み
る

が
主
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

ミ
主
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

し
た
。
収
集
期
間
は
平
成
九
年
度
か
ら
今
日
ま
で
で
あ
る

が
、
分
析
に
は
平
成
一
三
年
度
ま
で
に
収
集
さ
れ
た
事
例

2

国
内
の
取
組
み
状
況

(七
二
九
件
)
を
用
い
た
。
ま
た
、
海
外
に
お
け
る
取
組

ま
ず
、
国
内
に
お
け
る
T
D
M
に
関
す
る
取
組
み
事
例

み
の
傾
向
と
の
比
較
を
行
う
た
め
、
｢
T
D
M
要
覧

･
海

を
地
方
整
備
局
を
通
じ
て
自
治
体
の
担
当
部
局
か
ら
収
集

外
事
例
集

(建
設
省
道
路
局
道
路
経
済
調
査
室
、
平
成
一



と
、
国
内
、
海
外
と
も
に

｢交
通
手
段
の
変
更
を
促
す
手

法
｣
が
最
も
多
い
。
次
い
で
、
日
本
で
は

｢経
路
の
変
更

を
促
す
手
法
｣
が
、
海
外
で
は

｢自
動
車
の
効
率
的
利
用

を
促
す
手
法
｣
が
続
く
。
但
し
、
自
動
車
の
効
率
的
利
用

の
う
ち
物
資
の
共
同
集
配
は
国
内
外
と
も
に
事
例
が
少
な

い
。
ま
た
、
ト
リ
ッ
プ
そ
の
も
の
を
削
減
す
る

｢発
生
源

の
調
整
を
促
す
手
法
｣
は
効
果
の
発
現
に
時
間
が
か
か
る

た
め
国
内
外
と
も
に
T
D
M
と
し
て
の
報
告
事
例
は
少
な

い
が
、
根
元
的
な
対
策
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

3

T
D
M
の
実
施
効
果

国
内
事
例
の
効
果
計
測

･
評
価
状
況
を
図
2
に
示
す
。

実
施
効
果
に
つ
い
て
何
ら
か
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
事

例
は
全
体
の
約
七
割
に
の
ぼ
る
も
の
の
、
混
雑
緩
和
に
関

す
る
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
事
例
は
全
体
の
約
三
割
程
度

に
過
ぎ
ず
、
そ
の
中
で
も
混
雑
緩
和
の
定
量
評
価
が
な
さ

れ
て
い
る
事
例
は
数
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
実
施
効
果

の
評
価
項
目
と
し
て
は
、
｢道
路
交
通
量
の
減
少
｣
、
｢利

用
者
便
益
の
発
生
｣
に
つ
い
て
計
測
･
言
及
さ
れ
て
い
る

事
例
が
多
く
、
｢社
会
便
益
の
発
生
｣、
｢旅
行
速
度
の
上

昇
｣、
｢多
手
段
の
交
通
量
増
加
｣、
｢交
通
流
の
変
化
一経

路
変
化
等
｣
の
項
目
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
事
例
は

少
な
い
。

ま
た
、
本
格
実
施
に
至
っ
て
い
る
事
例
は
全
体
の
僅
か

二
%
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

図 2 施策実施効果の計測 ･評価状況 (N = 7 2 9 )
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三

考
察

こ
れ
ま
で
の
整
理
結
果
や
自
治
体
の
T
D
M
担
当
者
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
も
と
に
、
我
が
国
の
T
D
M
が
抱
え
る

問
題
点
や
課
題
を
行
政
の
視
点
で
整
理
し
た

(図
3
)。

二
で
述
べ
た
通
り
、
我
が
国
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
T

D
M
に
関
す
る
取
組
み
は
、
継
続
的
な
資
金

･
人
員
の
確

保
や
組
織
化
が
な
さ
れ
、
本
格
実
施
に
至
っ
た
事
例
は
非

常
に
少
な
い
。
各
地
で
行
わ
れ
た
取
組
み
が
本
格
実
施
に

至
ら
ず
途
中
で
頓
挫
し
た
表
面
的
な
理
由
は
様
々
で
あ
る

が
、
根
元
的
な
理
由
と
し
て
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
施
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図 3 T D M を推進する上での 略字政としての｣ 問題意識
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策
選
定
の
根
拠
や
実
施
効
果
に
つ
い
て
の
予
測

･
評
価

が
、
関
係
者
の
同
意
を
得
る
の
に
不
十
分
で
説
得
力
に
欠

け
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
T
D
M
は
混
雑
緩
和
を
最
大
の
目
的

に
据
え
た
取
組
み
が
多
数
を
占
め
る
が
、
交
通
は
社
会
経

済
活
動
の
単
な
る
手
段
で
あ
り
目
的
で
は
な
い
。
T
D
M

の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
産
業
、
環
境
、
福
祉
、
ま
ち
づ

2 都市の目標に応じた施策の選択と評価指標の設定 (例)

梛商総醤の目構 交遊の国灘 手法の選択
交瀕の目灘の
邇歳度判断基準

螂祁矮當の目錮の
達成度判断基準

産業経済活
動の円滑化

繊纈鱈新囃

や
岡
上
上
岡

流
時
向
向
時
)

物
の
性
性
要
化 灘 蝋鍬蹴砒

差
乗
物
率

時
相
貨
効減襲

"
向
“
‐%
-
…O
÷
度制足
崎
満}の
透
葉
輪
企
｣ノる孵
上

大
改
の
の
部
染
心
汚
都
筑
善

が
体
荷
通
築
総
禰
環
低
系 纖鰍賤総

鮴錮*礬
バ
利
の
通

以%
繊爛

成
鋭
達
量
、.出
境
2
X
し̂
M
上

論者のQO
れ1上

高齢者のモ
ピリテイ向上

な
へ
段

の
着
手

車
鈴
動
供

勳
高
移
提

目
い
の
の

巡回バスの
翼入 臓即同上巡以診ゑ齢似 、者

上

加
齢
向

贈
高
%

回
丸
O

○
翳
度

数
罐
足

回
鰡
満

出
K
Y

外
燭
旁

者
獣
幻

齢
た
モ

高
寝
の

中心市街地
の活性化
趣鞠
者
が
欲

街
的
あ

来
力
徴

地
央
環

街
絲
行
供

市
捗
歩
提

心
お
な
の

中
に
遊
覧

ト
導
珍
物影
入

癪端鱸椴崎 蝋
働
風
訪

発
動
難
刃
"
上

ノ
潅
向

街
円
彰
%

来
0
者
〇

観光の振興
町
ミ
【
靴
塗
定
踞

光
み
短

概
並
等

内
車
城
動
止

区
目
抑
鱒鉄 磯終

鱸鰍
交
率醜醸初艘鞭診鯰銘趾

濡

事

ジ
吻
ネ

ユ
売
き

加
凪
が

増
増
加

%
間
増

0
時
人

数
0
/
上

客
間
円
向

込
時
0
%

入
在
げ
○

く
り
、
観
光
等
、
そ
の
都
市
の
目
標
に
応
じ
た
手
法
の
選

択
を
行
う
と
と
も
に
適
切
な
評
価
指
標
の
設
定
を
行
い
、

定
量
的
な
評
価
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る

(表
2
)。

四

お
わ
り
に

本
報
告
で
は
、
T
D
M
事
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
う
ち
作

業
の
都
合
上
、
平
成
一
三
年
度
ま
で
の
事
例
を
分
析
対
象

と
し
て
い
る
。
施
策
実
施
効
果
の
評
価
に
つ
い
て
は
現
在

も
不
十
分
な
事
例
が
少
な
く
な
い
が
、
旧
建
設
省
道
路
局

に
よ
り
創
設
さ
れ
た

｢社
会
実
験
を
実
施
す
る
地
域

･
団

体
を
公
募
す
る
制
度

(平
成
一
一
年
度
)｣
の
導
入
を
契

機
に
、
施
策
実
施
前
後
の
交
通
関
連
指
標
の
計
測
･
評
価

を
行
う
事
例
は
増
加
し
て
い
る
。
な
お
、
事
例
情
報
の
提

供
を
地
方
整
備
局
を
通
じ
て
自
治
体
の
担
当
部
局
に
依
頼

し
た
た
め
、
道
路
管
理
者
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
た
事
例

に
偏
っ
た
デ
ー
タ
が
集
ま
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
が
、

海
外
に
お
け
る
取
組
み
の
傾
向
と
の
比
較
に
お
い
て
、
国

内
事
例
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
た
め
、
全
体

的
な
傾
向
と
し
て
大
き
な
間
違
い
は
無
い
も
の
と
考
え
る
。

図 4 T D M 事例データベースのトップページ

本
報
告
の
分
析
で
用
い
た
T
D
M
事

例
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
国
土
交
通
省

道
路
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(d
晃
せ
…
甘
言
"

鶏
名
"

日
拝

聴
.冠
＼
Ho
pe
自
分
×
‐
耳
日
こ

の

｢道
路
施
策
の
紹
介
｣
で
公
開
し
て

い
る

(図
4
)。

謝
辞T
D
M
国
内
事
例
の
収
集
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
自
治
体
の
T
D
M
担
当
部

局
な
ら
び
に
、
地
方
整
備
局
の
関
係
各

位
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。



並
纖
噺
魔
載
票
に
つ
い
て

道
路
局
国
道
の
防
災
課

一

は
じ
め
に

た
o

新
道
路
技
術
五
箇
年
計
画

(以
下
、
新
技
術
五
計
)
は
、

道
路
を

｢造
る
｣
技
術
だ
け
で
な
く
、
｢使
う
｣
技
術
の

研
究
開
発
や
人
文
･社
会
科
学
を
含
む
総
合
的
な
観
点
か

ら
の
研
究
開
発
に
取
組
み
、
多
様
な
技
術
を
総
合
し
て
、

社
会
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
道
路
技
術
の
研
究
開
発
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
一
〇
年
度
に
策
定

さ
れ
た
計
画
で
す
。
新
技
術
五
計
で
は
、
国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所
及
び
独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
が
行
っ
て

い
る
数
多
く
の
研
究
の
中
か
ら
、
①
目
標
の
実
現
性
や
研

究
成
果
の
汎
用
性
の
高
い
一
三
の
技
術
開
発
テ
ー
マ
に
重

点
化
し
、
②
産
学
官
の
連
携
強
化
や
新
技
術
の
円
滑
な
活

用
.
普
及
な
ど
に
よ
る
研
究
開
発
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化

を
推
進
方
策
と
し
て
掲
げ
、
技
術
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し

平
成
一
五
年
七
月
四
日
、
新
技
術
五
計
の
推
進
、
技
術

開
発
の
評
価
の
あ
り
方
、
評
価
及
び
分
析
に
つ
い
て
の
意

見
を
い
た
だ
く
場
で
あ
る
第
四
回
道
路
新
技
術
会
議
が
開

催
さ
れ
、
平
成
一
〇
年
度
~
平
成
一
四
年
度
ま
で
実
施
し

て
き
た
新
技
術
五
計
の
成
果
と
、
そ
の
事
後
評
価
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
新
技
術
五
計
の
成
果
と

事
後
評
価
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

三

新
技
術
五
計
の
成
果
紹
介

新
技
術
五
計
で
取
り
扱
っ
た
技
術
開
発
テ
ー
マ
は
、
表

1
に
示
す
一
三
テ
ー
マ
で
、
公
表
さ
れ
て
い
る
技
術
基

準

･
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
、
特
許
、
論
文
と
い
っ
た
成
果
は
、

新
技
術
計
画
全
体
で
七
八
三
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。

一
三
テ
ー
マ
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
個
別
研
究
課
題
が
あ
り
、

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
個
別
研
究
課
題
の
中
か
ら
、
後
述
の

S
評
価
を
受
け
た
代
表
例
と
し
て

｢騒
音
低
減
効
果
の
高

い
新
型
遮
音
壁
の
開
発
｣
及
び

｢岩
盤
崩
壊
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
技
術
｣
の
二
課
題
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

｢騒
音
低
減
効
果
の
高
い
新
型
遮
音
壁
の
開
発
｣

(大
気
汚
染
･
騒
音
･
振
動
の
発
生
源
･
沿
道
環
境
対

策
技
術
)

　
　　　
現
在
、
幹
線
道
路
沿
道
の
約
七
五
%
に
お
い
て
、
騒
音

の
夜
間
環
境
基
準
が
達
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

騒
音
対
策
へ
の
取
組
み
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

従
来
の
技
術
で
は
高
い
遮
音
壁
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
日
照
、
電
波
障
害
、
景
観
阻
害
な
ど
、
新
た
な
問
題

を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。



表 1 技術開発テーマ一覧

重点技術開発項目 評価項目 個別研究開発項目
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そ
こ
で
、
当
研
究
で
は
、
高
さ
を
抑
え
な
が
ら
高
い
騒

音
低
減
効
果
が
得
ら
れ
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
遮
音
壁

｢ア

ク
テ
ィ
ブ

･
ソ
フ
ト

･
エ
ッ
ジ

(A
S
E
)
遮
音
壁
｣
の

開
発
に
取
組
み
ま
し
た
。

【技
術
開
発
内
容
･
結
果
】

A
S
E
遮
音
壁
と
は
、
遮
音
壁
上
端
部
を
通
過
す
る
音

を
検
知
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
で
捉
え
、
こ
の
音
と
同
振
幅
･

"⑮

図 1 A S E遮音壁模式図

逆
位
相
の
音
波
を
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
発
し
て
干
渉
さ
せ
る

こ
と
で
騒
音
を
打
ち
消
す
技
術
で
す

(図
1
)
o
A
S
E

遮
音
壁
を
用
い
る
と
、
遮
音
壁
背
後
部
で
約
一
四
踞
の
騒

音
低
減
が
図
れ
ま
す

(同
じ
高
さ
の
通
常
の
遮
音
壁
で
は

約
一
〇
踞
)。

新
技
術
五
計
に
お
い
て
、
民
間
企
業
と
の
共
同
研
究
を

は
か
り
つ
つ
技
術
開
発
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
一
四

年
に
A
S
E
遮
音
壁
の
製
品
化
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

;首行セ 20039 33

2

｢岩
盤
崩
壊
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
｣

(岩
盤
、
斜
面
崩
壊
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
)

　
　
　　
平
成
八
年
二
月
に
発
生
し
た
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
岩
盤
崩
落

災
害
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
岩
盤
崩
壊
は
時
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
岩
盤
崩
壊
対
策
は
道
路
防

災
上
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

従
来
の
対
策
技
術
で
は
大
規
模
な
岩
盤
斜
面
に
対
し
て
構

造
物
に
よ
る
対
策
が
困
難
で
し
た
。

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
各
種
計
測
の
実
施
、
解
析
、
崩

壊
予
測
･
安
定
度
評
価
手
法
と
い
っ
た
岩
盤
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
手
法
の
開
発
を
行
い
、
岩
盤
崩
壊
の
発
生
を
事
前
に
把

握
す
る
技
術
開
発
を
行
う
こ
と
で
、
災
害
回
避
の
実
現
を

目
指
し
ま
し
た
。

【技
術
開
発
内
容
･
結
果
】

本
技
術
開
発
の
内
容
及
び
結
果
は
、
次
に
示
す
と
お
り

で
す
。

A S E セル A S E制御回路

1 技術開発テーマ一覧



生

累
積
イ
ベ
ン
ト
数

(回
)

発

の

60

20

0

0

壊

2

1

1

8

4

0

　　
　
　

図 2 A E計測の概念図

表 2 事後評価結果一覧

評価区分 アーマ数
4 段階評価の目安

実用化を目標とした研究の場合 萌芽･基礎的研究の場合

"̂ R
Y

一に登
的
に
会
化社期

し
の
成
術
遊
技
を
い
標
高
目
が

0

･
ズ
た

目
れで繃

し
▼▲"“

お
果
に
成群な成度高を

O

･
標ホ
た

A 34
に
れ
化
さ期胱

、実
し
々
成潮樋震潔

目
た

o

ね

定

概

っ
子

･
雲出
る

踝し緘を
O

標
た相貌

概
得
,
魂
“

A ~ B 4 一 一
R
〕

40 発""･1刀たつ主力入ば嵐塊
に
あ
標
果目城

""、
計“たつ語“

○

か
絞
り

し
あ礎踝瞑秒

･
一

C にJ
た
◇踝助特謝標自転 鰔特鮒瞑れ･果

･
岩
盤
崩
壊
に
つ
な
が
る
累
積
変
位
の
検
出
手
法
!
盤

斜
面
の
変
位
を
、
亀
裂
変
位
計
、
傾
斜
計
、
伸
縮
計

や
画
像
解
析
な
ど
に
よ
り
計
測
。

･
A
E
計
測
に
よ
る
崩
壊
の
前
兆
検
知
手
法

(図
2
･

3
)
!
崩
壊
直
前
に
岩
盤
斜
面
内
部
の
微
小
な
崩
壊

に
よ
っ
て
発
生
す
る
A
E

(破
裂
音
)
の
増
加
を
検

知
。

･
事
前
の
調
査

･
計
画
か
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
、

解
析
、
前
兆
現
象
の
評
価
及
び
崩
壊
予
測
ま
で
を
一

連
の
流
れ
と
し
て
示
し
た

｢岩
盤
崩
壊
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
要
領

(案
)｣
を
作
成
。

上
記
の
技
術
開
発
に
よ
り
、
岩
盤
崩
壊
の
発
生
を
事
前

に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
災
害
回
避
に
寄
与
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

三

事
後
評
価
結
果
の
紹
介

新
技
術
五
計
で
は
、
一
三
の
重
点
技
術
開
発
テ
ー
マ
毎

に
、
外
部
委
員
に
よ
る
事
後
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。
事

後
評
価
は
、
必
要
性
、
効
率
性
、
有
効
性
の
観
点
か
ら
実

施
さ
れ
、
有
効
性
の
観
点
か
ら
の
評
価
で
は
、
目
標
達
成

度
の
四
段
階
評
価

(s
、
A
、
B
、
C
)
も
行
い
ま
し
た

(表
2
)。

四
段
階
評
価
で
は
、
最
高
評
価
で
あ
る

｢S
｣
評
価
を

受
け
た
テ
ー
マ
が
六
件
、
概
ね
目
標
を
達
成
で
き
た
と
の

｢A
｣
評
価
を
受
け
た
テ
ー
マ
が
三
四
件
と
な
り
、
全
八

九
テ
ー
マ
の
う
ち
約
四
五
%
の
テ
ー
マ
で
目
標
を
達
成
で

き
た
と
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

約

四

道
路
行
政
に
お
け
る
技
術
開
発
の
方
向
性

節　

今
後
も
道
路
行
政
と
し
て
、
現
場
･
政
策
ニ
ー
ズ
に
あ

行

っ
た
技
術
開
発
を
、
産
官
学
の
連
携
や
現
場
と
の
連
携
を

箔

重
視
し
つ
つ
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

乾
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~
軍
成
15
年
度

『道
路
利
用
者
満
足
度
調
査
』
⑭
結
果
報
告
'

道
路
局
企
画
課
道
路
事
業
分
析
評
価
室

一

は
じ
め
に

我
が
国
で
は
現
在
、
成
果
を
重
視
し
た
行
政
経
営
へ
の

転
換
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
道
路
行
政
に
お
い
て
は
そ
の

一
環
と
し
て
、
平
成
一
五
年
度
よ
り
、
新
た
な
道
路
行
政

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、
道
路

事
業
の
成
果
を
表
す
指
標

(ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
)
を
用
い

て
政
策
目
標
を
定
め
、
事
後
に
達
成
度
の
評
価
を
行
い
、

評
価
結
果
を
以
降
の
道
路
行
政
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
一

連
の
活
動
で
あ
る
。
す
で
に
今
年
七
月
に
は

｢平
成
一
五

年
度
道
路
行
政
の
業
績
計
画
書
｣
を
策
定
、
公
表
し
て
お

り
、
来
年
に
は
今
年
度
の
取
組
み
の
成
果
で
あ
る

｢平
成

一
五
年
度
達
成
度
報
告
書
｣
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。ア

ウ
ト
カ
ム
指
標
と
し
て
今
年
度
は

｢道
路
渋
滞
に
よ

る
損
失
時
間
｣
｢路
上
工
事
時
間
｣
等

一
七
指
標
を
採
用

し
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
に
道
路
利
用
者
の
道
路
に
対
す

る
｢満
足
度
｣
を
表
す

｢道
路
利
用
者
満
足
度
｣
が
あ
る
。

こ
の
指
標
は
、
道
路
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
享
受
者
で
あ
る
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
や
満
足
度
を
反
映
し
た
政
策
目
標
の
設
定

や
施
策
の
企
画
･
立
案
の
た
め
の
重
要
な
指
標
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

｢道
路
利
用
者
満
足
度
調
査
｣
は
平
成
一
四
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
度
で
第
二
回
と
な
る
。
本
稿
で
は
、

今
年
実
施
し
た
平
成
一
五
年
度
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
概

説
す
る
。

三

調
査
の
概
要

本
調
査
は
、
平
成
一
五
年
五
月
か
ら
六
月
一
八
日
に
か

け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
て
実
施
し
、
こ
の
結
果
、

全
国
よ
り
約
三
万
七
、五
〇
〇
人
か
ら
回
答
が
得
ら
れ
た
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
①
道
路
全
般
に
対
す
る
満
足
度
、

②
道
路
種
別
毎
の
満
足
度
、
③
渋
滞
対
策
、
交
通
安
全
対

策
な
ど
の
施
策
別
の
満
足
度
、
④
道
路
行
政
に
対
す
る
意

識
の
四
テ
ー
マ
に
つ
い
て
合
計
一
五
の
質
問
項
目
を
設
け

た

(具
体
の
調
査
項
目
は
表
1
37
ペ
ー
ジ
参
照
)。
図
1

に
調
査
票
の
一
部
を
示
す
。
回
答
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
質

問
に

｢非
常
に
不
満
｣
か
ら

｢非
常
に
満
足
｣
ま
で
五
段

階
で
評
価
し
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
を
五
点
満
点
の

｢満

足
度
｣
と
し
て
算
出
し
た
。
な
お
、
調
査
方
法
や
調
査
項

目
は
経
年
比
較
を
可
能
に
す
る
た
め
昨
年
度
と
同
様
に
し

て
い
る
。

回
答
者
属
性
を
図
2
に
示
す
。
性
別
で
は
男
性
の
割
合

(六
五
･
三
%
)
が
女
性
の
割
合

(三
三
･
五
%
)
を
上

回
っ
て
お
り
、
年
代
別
で
は
三
〇
代
が
最
も
多
く

(三

道行セ 2003.9 35



｢通路に対する満足度アンケート｣

最初に、通路全体に対する満足度をお尋ねします。
の 秘な左静よくお使いになる義満離全鱸について、あなたはどう恩いますか?

き 非常に満足 r やや満足 r どちらともいえない

r いい不満 r 非常に不満 r わからない

決に、道路の種類ことの満足度をお尋ねします。
2) あなたがよくお使いになる高濃灘鬘塾麹鰹濃艶について、あなたはどう田いますか?

r 非鯛等苺足 r やや満足 r どちらともいえない

r やや不満 r 非常に不満 で 高速道路、ゥ有料通路はあまり利用しないのでわからない

3) あなたがよくお使いになる豊翼薦｣巣謬縱堂との響簾距離について、あなたはどう翼いますか?

r 非常に満足 r やや満足 r どちらともいえない

r やや不満 r 非常に不満 r わわ、らない

4) 葵塗装講師遠縦鱒騒濃鷆罐礬議論遊廓な鰹
た星確と峩蕁習眺ミ瀦鹸 ?通学などで硬う身近な濾艶を指はず。)

r 非常に満足 r やや満足 でどちらともいえない

r やや不満 r 非常に不満 r わからない

次に、道路への茄足･不湛の理由についてお尋ねします。
5) あなたがよくお使いになる遠路の塵ぬ漉ね梺滋躍について、どう豊いますわ、?

r 渋滞がなく、非常に満足 r あまり渋滞がなく、満足
r どちらともいえない

で 渋滞があり、不満 r 渋滞がひどく、非常に不協 r 自動車はあまり使わないのでわからない

人
%
)、
四
o
代

(二
人
%
)、
二
o
代

(
一
八
%
)
が
続

三

調
査
結
果
の
概
要

い
て
い
る
。
ま
た
、
居
住
地
方
別
で
は
、
関
東

(山
梨
･

長
野
を
含
む
)
が
最
も
多
く

(四
一
･
七
%
)、
次
い
で

①

道
路
全
般
の
満
足
度

近
畿

(福
井
を
含
む
。
一
人
･
四
%
)、
中
部

(
三
一
･

平
成
一
五
年
度
の
道
路
利
用
者
満
足
度
調
査
結
果
を
表

二
%
)
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
分
布
は
昨
年

-
に
示
す
。
道
路
全
般
に
対
す
る
満
足
度
は
五
段
階
評
価

度
に
実
施
し
た
調
査
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

で

｢二
･
六
｣
と
な
り
、
全
体
と
し
て

｢や
や
不
満
｣
で

ー 示 成 道
一 図 1 本調査で用いた調査票 (一部)

○男女別回答者割合
ゲ ^ -】 -~′

男性
65.3%

^ k なさ“
l

ト モ ‘ " 女性 ふき !ゞ＼不、い33再%ゞ ≧＼‐̂ イ= .

‐ ミ、できこねg I

』 ‘ ‘ - - ′ . - -

備 l備 20鶏 3眺 4聯 5鯛 8備 7饑 80難 8鯛 100%

○年齢別回答者割倉

あ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
道
路
全
般
に

つ
い
て
の

｢不
満
｣
｢や
や
不
満
｣
と
い
う
回
答
は
合
計

で
五
三
%
に
達
し
て
お
り
、
昨
年
度

(五
四
%
)
に
引
き

続
き
、
多
く
の
人
が
道
路
行
政
に
対
し
て
不
満
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
道
路
行
政
に

お
い
て
は
依
然
と
し
て
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

逢示緒 硼 1備 2堝 3鯛 鯛 5鍋 8備 7備 8鍋 9硫 醐%

し " ~
Q 居住地方別回答者割合

備 1鮭 2鍋 3禰 4鯛 5鮭 6鎚 ブ閼 8僞 9鯛 100%

図2 回答者の属性について



表 1 利用者満足度調査調査結果概要

全国値 蘂鴻
べ

1 2
ワースト5

5 l " 3 l 2 1

質問1 よく利用する道路全般についての満足度 第 斡
旋
似
鰈
3
山
凱
腺
2
富

乾
燥
2
翻

6
県
8
潟
2
新

2.47
神奈川県･奈良県

之45 2,42
徳島県 島根県

0
県
4
葉
2
手

質問2 翳端麗麦璃適道路や有事楯蹴りい 第
3
県
況
飜 鐵 剥

燥
2
山

瑯
操
2
司

7
県
8
潟
2
新
蘂
鰊
2
愛

2
県
3
玉
2
埼

2,28
千葉県･神奈川県

2
部
2
京
2
東

質問3 漿甥満足
震、県道などの砕線道路に 第 虹

鱒
郭
媒
2
山
郎
燃
2
富
邱
掾
2
新

部
踝
z
観 職 県

鍵
山
2
歌扣

9
県
芻
擦

2.38
山梨県･罐島県

質問4 よく利用する生活道路についての満足度 第
3
道
都
籤
靴
嫁
2
富
約
齦
2
新
翔
綴
2
福
箙
濕
2
山
祖
楳
2
栃

2,40
青森県･長野県

総
嬢
2
山
蘂
麒
2
奈

質問5 さ剥用する道路の車の謝しや淡滞こっ 第
1
道
総
施

305
富山県･佐賀県

4
県
蜘
誹

1
県
加
瀬

7
県
芻
饑
滋
齦

5
部
2
京
2
東
筵
鞠
2
大 県

蜷
川
a
奈神

質問6発く震用渋
満輳襲爵や有料適落の車の “ 絮

満
3,87

宮崎県 岩手県･富山県
2
道
絮
媛
幻
燈
潔
球
2
塒 県

加
川
2
奈神
趙
蹠
2
千
蛇
煎
2
東

質問7 家のまわりの沿道の環境について 第 邱
麒
3
富 鰊鈎藏施 郭

娯
2
福

$

隊
2
山 犠

2

蝿 県
頚
川
れ
奈神

0
県
5
製
2
山 艇,願千

質問8 礬 饗;震路の車で走つれ、る場合の 獺 9
道
芻
施
攝
躁
2
山

l
県
忍
溺
2
新

砲
燥
a
窟 蘂 鉈

槻
2
熊 県鯏

鸚
鞠大縣山

6
県
器
擦

質問噴く繰り煙で
す躯姿態学鰹察癸やすさや･ 芻

1
道
鸚
旛

0
県
擬
鰭
窟
壕
2
山
逍
齦
2
富
粥
戯
2
福
蛇
滕
2
授
選
球
2
増

節
媒
2
奈

即
鰈
2
千

3
県
加
曝

質問loよく利用する道路の沿道の景観について 第 郎
想
3
島 県…割“

窯…

3
費一

l

･

3
県…観

=
裸
a
勘

0
直
視
聴
添
鰈

2
部
“

頼 触
2
県鰓

第
炬

蘭帥 襟常気象時の家の周り“瀘路状況につい あ 邸
糠
2
静
稍
齦
2
兵

5
県
忍
崎
2
官 鞠縦鰤

幻
齦
2
鳥

蜷
帳
a
司
影
諜
2
岩
邸
鰊
2
山

8
県
追
森
ー
音

醐1瑞灘用箋斎輻輳権繃帯
毒謝浚
っ
礼吻茗(工 雛 蒸

繃
2
北
即
燃
2
高
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鰐13 期報罐恋慕謨十分な道路ネットワー 幻 幻
聴

1
県
鱒
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縢
a
酌 篠 笠纐

2
福
苅
燎
2
高
郊
蹠
2
愛
滋
媒
2
徳
拗
燃
2
島
施
嫁
a
鰍

質帥4 群の有科道路や高逮道拗料金‘こっL、 け 議 8
県
P
崎官 県
凝
鵬鹿

l
県
○
出
2
秋
郎
甥
1
長 癩纖

邱
鰍
1
千 都

悉
京
1
東 県

錐
川
L
奈枠 県

館
山
L
歌和

費問お漢粥難点
蜜惹弱っぞ遂げ奏悪くなって 芻 れ

緩
3
沖
那
線
3
高 県分

鵤
大
3
県鰓 灘 県襟

凝
滞東機 縣

靴
億
名
府炬
と
を
示
し
て
い
る
。

最
も
生
活
に
密
着
し
た
社
会
資

本
の
一
つ
で
あ
る
道
路
の
整
備
に

あ
た
っ
て
は
、
多
様
化
し
た
ニ
ー

ズ
や
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た
き

め
細
か
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
約
半
数
の
利
用
者
が
｢不
満
｣

｢
や
や
不
満
｣
と
回
答
し
て
い
る

事
実
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
が
未
だ
十
分
な
も
の
と
は
い

え
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

ま
た
、
道
路
行
政
に
係
る
施
策
や

事
業
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
目
的

や
効
果
に
関
す
る
国
民
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し
、
そ

れ
ら
の
施
策
や
事
業
に
対
す
る
理

解
を
十
分
に
得
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
も
満
足
度
が
低
い
原
因
と
し
て

考
え
ら
れ
る
。

②

施
策
別
満
足
度
に
関
す
る
分

析項
目
別
の
満
足
度
を
見
る
と

(表
1
)
、
｢現
在
の
有
料
道
路
や

高
速
道
路
の
料
金
｣
に
対
す
る
満

足
度
が
五
段
階
評
価
で
｢
一
･
七

一
こ
と
、
最
も
低
い
値
を
示
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
多
く
の
利
用
者
が
現
在

の
高
速
道
路
等
の
料
金
体
系
に
対
し
て
割
高
感
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
都
道
府
県
別
に
見
る
と
、
沖
縄
県
の
み
が
五

段
階
評
価
で

｢二
･
七
九
｣
と
突
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る

(図
3
)。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、
沖
縄
県
内
の
高

速
道
路
全
線
に
つ
い
て
現
在
、
料
金
割
引
措
置
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
い
で
、
｢よ
く
利
用
す
る
道
路
の
路
上
工
事
の
や
り

方

(工
事
数
や
時
間
、
期
間
な
ど
)｣
に
対
す
る
満
足
度

n
〉
だり
=̂〕
に
〕
n
V

　　　
　　
　　　
　　
　　　

　

　

　
　

　　

図 3 現在の有料道路や高速道路の料金について

〆
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が
｢二
÷
五
｣、
｢よ
く
利
用
す
る
道
路
の
歩
道
の
歩
き

や
す
さ
や
自
転
車
で
の
走
り
や
す
さ
｣
に
対
す
る
満
足
度

が

｢二
,
三
五
｣
と
低
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
｢最
近
の
道
路
行
政
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
｣

に
つ
い
て
は

｢二
･
九
○
｣
と
、
設
問
一
五
項
目
の
中
で

最
も
高
い
値
を
示
し
て
お
り
、
我
々
の
行
政
運
営
の
改
善

の
努
力
が
評
価
さ
れ
て
い
る
と
思
い
た
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
道
路
行
政
と
し
て
は
、
こ
の
結
果
に
甘
ん
じ
る
こ
と

な
く
、
国
民
と
の
信
頼
関
係
を
損
な
わ
な
い
よ
う
今
後
と

も
真
摯
な
態
度
で
道
路
行
政
の
変
革
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

③

地
域
毎
の
施
策
別
満
足
度
に
関
す
る
分
析

施
策
別
満
足
度
の
地
域
分
布
を
分
析
す
る
と
、
地
域
毎

に
道
路
行
政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が

わ
か
る
。
例
え
ば
、
｢よ
く
使
う
道
路
の
車
の
流
れ
や
渋

滞
｣
に
つ
い
て
県
別
の
満
足
度
を
み
る
と

(図
4
)、
三

大
都
市
圏
や
い
わ
ゆ
る

｢太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
｣
を
中
心

に
、
特
に
低
い
値
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

は
、
そ
れ
ら
の
地
域
の
都
市
部
に
お
け
る
深
刻
な
渋
滞
に

対
す
る
道
路
利
用
者
の
不
満
の
実
態
を
示
す
結
果
と
言
え

る
o

'

ま
た
、
｢大
雨
、
大
雪
な
ど
の
異
常
気
象
時
の
あ
な
た

の
家
の
ま
わ
り
の
道
路
状
況
｣
に
つ
い
て
県
別
の
満
足
度

を
み
る
と

(図
5
)、
特
に
積
雪
量
の
多
い
地
域
で
あ
る

東
北
地
方
や
日
本
海
側
の
地
方
に
住
む
人
々
を
中
心
と
し

て
満
足
度
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
雨
や

大
雪
時
に
も
対
応
で
き
る
道
路
整
備
へ
の
ニ
ー
ズ
が
大
き

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

四

終
わ
り
に

道
路
利
用
者
満
足
度
調
査
は
今
後
も
毎
年
度
実
施
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
お
り
、
本
指
標
を
、
来
年
度
ま
で
に

｢二
･
七
｣、
さ
ら
に
平
成
一
九
年
度
ま
で
に
は
｢三
.
0
｣

に
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
中
間
的
な
目
標
と
し
て
い
る
。
道

路
行
政
と
し
て
は
、
満
足
度
調
査
の
結
果
を
施
策

･
事
業

の
成
果
を
表
す
重
要
な
指
標
と
し
て
受
け
止
め
、
さ
ら
に

詳
細
な
調
査
･
分
析
を
行
い
、
行
政
運
営
や
各
政
策

･
施

策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
道
路
行
政
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

な
お
、
利
用
者
満
足
度
調
査
結
果
の
詳
細

(平
成
一
四

年
度
、
一
五
年
度
の
全
都
道
府
県
の
結
果
等
)
に
つ
い
て

は
、
道
路
行
政
評
価
サ
イ
ト
で
あ
る
｢道
路
I
R
サ
イ
ト
｣

(宣
言
"
者
"
"
日
耳
旛
o｣ミ
5
且
官
"
に
お
い
て
総
て
公
開

し
て
い
る
の
で
、
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

〆
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｣

約

一

基
本
方
針

社
会

･
経
済
の
活
性
化
と
暮
ら
し
の
豊
か
さ
の
向
上
を

図
る
た
め
、
平
成
一
六
年
度
は
、
｢成
果
主
義
の
道
路
行

政
｣
を
目
指
し
、
既
成
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
幅
広
で
メ

リ
ハ
リ
の
効
い
た
施
策
を
展
開
す
る
。

｢成
果
主
羊越

の
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
や
、

地
方
の
裁
量
の
も
と
、
よ
り
成
果
の
あ
が
る
交
付
金
制
度

へ
の
改
革
等
の
既
存
制
度
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
必

要
な
道
路
を
効
率
的
に

｢
つ
く
る
｣
と
と
も
に
、
既
存
ス

ト
ッ
ク
を
有
効
に

｢使
う
｣
こ
と
を
徹
底
し
、
｢活
力
｣

｢暮
ら
し
｣
、
｢安
全
｣
、
｢環
境
｣
の
政
策
テ
ー
マ
を
実
現

す
る
た
め
、
他
の
行
政
分
野
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
幅
広

い
課
題
に
対
応
し
た
政
策
を
重
点
的
か
つ
計
画
的
に
進
め

こ
の
う
ち
幹
線
道
路
事
業
に
事
業
費
五
兆
四
、
三
宅

ラる
0

息

-

･

･

レトロ

･

ぃ

こ
れ
ら
の
政
策
テ
ー
マ
を
よ
り
透
明
性
を
高
め
な
が

ら
、
効
率
的
･
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
事
業

･
施
策

の
評
価
結
果
や
成
果
等
に
関
す
る
幅
広
い
道
路
関
係
情
報

を
国
民
に
積
極
的
に
公
開
す
る
。

二

要
求
概
要

道
路
整
備
の
平
成
一
六
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、

事
業
費
七
兆
二
、六
五
八
億
円
(対
前
年
度
比
一
･
0
五
)

国
費
三
兆
五
、
四
〇
七
億
円

(同
一
･
-
○
)、
財
政
投

融
資
資
金
三
兆
五
七
六
億
円

(同
0
･
九
六
)
を
計
上
し

て
い
る

(表
1
~
3
)
。

億
円

(同

一
･
0
二
)
、
国
費
二
兆
四
、
九
二
〇
億
円

(同
一
･
0
八
)
を
計
上
し
、
交
通
連
携
事
業
に
事
業
費

七
、
五
〇
七
億
円

(同
一
･
一
六
)、
国
費
四
、
四
一
〇

億
円

(同
一
･
一
六
)
を
計
上
し
、
道
路
環
境
整
備
事
業

に
事
業
費
一
兆
一
、
〇
二
四
億
円

(同
一
･
一
六
)、
国

費
六
、
0
七
六
億
円

(同
一
･
一
六
)
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
般
道
路
事
業
に
事
業
費
五
兆
四
、
八
二
〇
億

円

(同
一
･
0
九
)
、
国
費
三
兆
四
、
一
七
九
億
円

(同

一
･
一
0
)
を
計
上
し
、
有
料
道
路
事
業
に
事
業
費
一
兆

七
、
八
三
八
億
円

(同
O
.
九
五
)、
国
費
一
、
三

一八

億
円

(同
一
･
0
四
)
を
計
上
し
て
い
る
。



表 1 道路関係予算概算要求
(単位 :億円)

区 分 事業費 対藷籾 国 費 対前年度比

幹 線 道 路 5 4 , 1 2
17 l.02 2 4 , 9 2 0 1 08

交 通 連 携 フ , 5 0 7 1.16 4 , 4 1 0 1.16

道 路 環 境 整 備 1 1 , 0 2 4 1 16 6 , 0 7 6 1.16

計 フ 2 , 6 5 8 1‐05 3 5 , 4 〇 7 1‐10

一 般 道 路 5 4 , 8 2 0 1,09 3 4 , 1 7 9 1.10

有 料 道 路 1 7 , 8 3 8 0 ,95 1 , 2 盆 8 1.04

計 , 2 , 6 5 8 1 05 3 5 , 4 0 7 1.10

< 注> 1 . 豊かな住まい空間創出事業 (仮称)、都市再生総合整備事業及
びまちづくり総合支援事業を含む

2 . 河川等関連公共施設整備促進事業 (事業費346億円、国費200億円)
を含まない

3 , 交通連携には、空港港湾等アクセス道路の整備 (港湾関連整備 (事業費
15億円、国費7億円) を含

む)、 交通結節点の改善、踏切関連及び公共交通支援 (
地下鉄インフラ整備 (事業費27l億円、 国

費135億円) を含む) に係る計数を計上している
4 , 道路環境整備には、 沿道環境改善事業、電線共同溝の整備、交通安

全施設等整備事業、道路交通

環境改善促進事業、豊かな住まい空間創出事業 (仮称)、都市再生総合整備事業、まち
づくり総合

支援事業に係る計数を計上している
5 . 本表のほか、 本州四国連絡橋公団から一般会計に承継した債務の

処理 (国費2,343億円を国債

費に計上) がある
6 . 本表のほか、 N T T 事業償還時補助等として国費1,413億円がある
7 . 四捨五入の関係で、各計数の和が合計と一致しないところがある

0 財 政 投 融 資 3 0 , 5 7 6億円(対前年度比 0.96)

0 行政部費(‐鰻会計国費) 6 1 7億円(対前年庚比 1.17)

< 注> 1 . 財政投融資には、政府保証債 (9,392億円) を含む

[重点事項別国費の状況]

16年度 前年度 倍率
①人間力の向上 ･発揮一教育 ･文化、科学技術、 I T
O I T 社会雑維に向けた道路の情報化

942 866 l.09

②魅力ある都市 ･個性と工夫に満ちた地域社会 23,80 1 21,204 1.12

(1)魅力ある都市
0 三大都市圏環状道路の整備
0 都市の競争力の向上を図る道路整備
0 踏切関連及び公共交通支援
(うち連続立体交差事業)

0 交通結節点改善
, 0 電線類の地中化

l5,107
2,586

8,637
1,957

(976)
493
1,435

12,862
2,065
7,447
1,709

(870
4 24

1,216

1.17
1.25

1.16
1.14

G 12)
l.16
1.18

(2)個性と工実に満ちた地域社会
○ 市町村合併等連携を強化するための道路整備

8,694 8,343 1.04

③公平で安心な高齢化社会 ･少子化対策
0 歩行空間のバリアフリー化等

3,766 3,274 L 15

④循環型社会の構築 ･地球環境問題への対応
0 沿道罐墳対策等

1,046 88C 1.19

①~ ④. 重点四分野 合計 (A) 29,555 26,224 l.13

重点四分野以外 5,852 5,943 0.98

合 計 (B) 35,407 32,166 1.10

(A)/ (B) 83お% 8 1.5%

< 注 > 1 , 経済財政諮問会議の ｢経済財政運営と構造改革に関する基本方針2003｣ にお
ける、

｢活力ある社会 ･経済の実現に向けた新重点四分野｣ にしたがって分類 ･計上

2 . 四捨五入の関係で、 各計数の和が合計と一致しないところがある



表2 道路関係予算概算要求総括表

区 分
16 年 度 要 求 (A ) 前 年 度 (B ) 倍 率(A )/ (B )

備 考
事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

幹 線 道 路

一 般 道 路

交 通 円 滑 化
地 域 連 携 支 援
区 画 整 理 等
維 持 修 繕

寒

調 査

機 械

沿 道 整 備 融 資

補 助 率 差 額 等

独立行政法人交付金

有 料 道 路

日 本 道 路 公 団

首 都 高 速 道 路 公 団

阪神 高 速 道 路 公 団

本州四国連絡橋公団

地 方 道 路 公 社

道 路 開 発 資 金 等

5,4l2,674

3,628,872

847,687
2,033,100
275,337
279,223

119,717

51,036

20,985

300

1,487

1,783,802

1,378,323

197,676

119,587

7,986

60,230

20,000

2,492,036

2,369,232

534,281
1,327,653

l53,298
165,778

79,734

38,365

147247

200

54斗89

1,487

122,804

0

28,950

17,200

53,333

13,321

lo'000

5,302,932

3,420,758

758,122
1,940,092
260,325
276,301

115,533

48,495

20,112

300

し478

1,882,174

1,4412 lo

1911 66

133,503

13,975

66,320

36,000

2,314,924

2,197,333

470,202
1,254,134

144,743

163,979

76,268

32,505

13,638

200

40,186

1,478

117,591

0

19,400

12,900

53,333

13,958

18,000

l.02

1‐06

1.12
L 05
1.06
L 01

L 04

L 05

1.04

1･00

L 01

0.95

0‐96

1.03

0.90

0.57

0.91

0.56

1.08

L 08

1.14

1‐06

1‐06
L 01

1.05

1‐18

L04

L oo

L 35

1･01

L 04

1.49

上33

1‐00

0‐95

0.56

1. 幹線道路 (一般道路)、交通連携~道路環境整備の各計数の中には緊
急地方道路整備事業で実施する分を含む

2.地域連携支援の計数には、直轄方式による高速自動車国道整備を含む

3.区画整理等の計数には、土地区画整理事業、市街地再開発事業を含む

4. NT垈A型事業を含まない

5.本表のほかに、河川等関連公共施設整備促進事業 (河川改修･ダム建
設等に関連して必要となる橋梁、付替道路等の道路整備) 事業費
34,574百万円、国費Z0,000百万円がある

6.空港港湾等アクセスには、港湾関連整備 (事業費1,496百万円、国費
748百万円) を含み、公共交通支援には、地下鉄インフラ整備 (事業
費27,062百万円、国費第,531百万円) を含む

7‐まち総等には、まちづくり総合支援事業及び豊かな住まい空間創出事
業 (仮称)、都市再生総合整備事業を含む

8.本表のほかに、 ｢般ル会計に計上されているD P F支援等 (国費59億円)、
及び本州四国連絡橋公団から一般会計に承継した債務の処理 (国費
2,343億円を国債費に計上)がある

9.本表のほかに、 MrT事業償還時補助等として国費141,273百万円があ
る交 通 連 携

空港港湾等アクセス

交 通 結 節 点 改 善

公 共 交 通 支 援

踏 切 関 連

うち連続立体交差

750,661

287,380

89,932

67,847

305,502

189,302

440,984

193,883

49,258

36,608

161,235

97,649

648,762

248,042

76,100

61,742

262,878

168,744

379,057

165,702

42,411

32,410

138,534

87,127

上16

14 6

1‐18

1･lo

L 16

上12

1.16

1‐17

1.16

1‐13

1.16

1-12

道 路 環 境 整 備

沿 道 環 境 改 善

電 線 共 同 溝

交 通 安 全

道 路 交 通 環 境 改 善

ま ち 総 等

1,l02,446

126,370

265,084

520,388

4,864

185,740

607,636

76,569

143,453

291,182

2,432

94,000

951,410

106,532

222,785

430,115

5,120

186,868

522,637

65,043

12し559

239,475

2,560

94,00O

L 16

1‐19

1.19

L21

0.95

0.99

1.16

L 18

上18

L 22

0.95

1‐00

道 路 整 備 計 7,265,781 3,540,656 6,903,104 3,216,618 1‐05 L 1o



表 3 財政投融資等総括表

資金内訳

区 分

財政投融資

(C) 皺 W B)

自 己 資 金 等
合 計

(C+D) 倍率KPV B)
政府出資金

倍率等VB)

自主鸚達資金

倍寧負/B)

そ の 他

倍率い、/B)

小 計

(D) 倍率筑侶)倍率筑侶) 偕郡尊〉B)倍率等V B) 倍率い、/B)皺 W B)

日 本 道 路 公 団
16年度要求鱒

前 年 度(B)

比 眩惑代トベ勘

(68op oの

2,255,000

(670,000)

2,213,00O

(Lo･000)

L02

0

0‐00

く530'○○○>

776'700

く510,000)

711,500

く20.○○}{〕>

1.09 2,094,771

2402,689

こさ7‐918

1‐00

く53〇'〇〇〇>

2,8714 71

く510'○00>

2,8l箋189

〈20,000〉

57.282

1.02 5,126,471

5,027,189

1-02

首 都 高 速 道 路 公 団
16年度要求の

前 年 度(B)

比 鰍刃べB)

(150,000)

452,500

(150,000)

469,000

(0)

0.96 28,950

ま9,40〇

L49

く60』○○>

88,100

<50'○○○>

120,023

くl0.000>

△ R1Q2R

0.73 293,084

288,328

4.756

L 02

く60'○00>

4lo,134

〈50,000〉

427,751

くlog-○○)

乙さ玉?‐617

0‐96 862,634

896,751

とふ34.117

0.96

阪 神 高 速 道 路 公 団
l6年度要求囚

前 年 度(B)

比 救難き(B)

(80.000)

262,500

(120,000)

370′400

にM O.000)

△ 107.900

0･71 17,200

12,900

4.300

L33

く40'○00>

81,800

く35◆000〉

116,811

〈S,000〉

と》35‐01l

0‐70 197,276

196,986

L oo

く40-000〉

296.276

<35刃00〉

326,697

〈5,000〉

乙さ30.421

0.91 558,776

697.097

こさ1含R am

0.80

本州四国連絡橋公団
16年度要求の

前 年 度(B)

比鰍胼B)

(29,200)

87,600

(50,000)

136-200

(△20,80の

乙さ4R Rnn

0.64 53,333

53-333

0

1･00

く10.00眺め

43,800

<○>

68,100

く10刃00〉

とき24300

0.64 106註84

106,537

1･00

く10'○00>

203,317

<○〉

227,970

<10ぬ00>

乙ふ24,653

0.89 290ゆ17

*斜会.170

△7Qりにq

0‐80,

Q

合 計
16年度要求の

前 年 度(B)

比 較(刃耳B)

(939,200)

3,057,600

(990,000)

31 88,600

く△5o,80の

乙さ191nnn

0.96 99途83

85,633

L 16

く640,000〉

990,400

く595,000>

L O16,434

く45起し00>

と>ワGn発4

0.97 2,691,315

念69錫540

L oo

5

<640'○00]

3,781,L9l

〈595,000

3,796,60

く45'○00

と> 15‐40

1･00 6,8斜3# 98

6,985,207

△1篭鬱

0.98

(注)L『財政投融資』は、財政融資資金及び政府保証債である(山霞 )内響きは、政府保証債)
2‐『自主調違資金』は、財投構関債、鍬故價及び民間借入金である〔上段〈〉内密さは、財投瀕関饑)
3.『そ塀趨は、地方公共団体出資金(日本道路公細樹除く)及び藥痰収入等である
4.本州四囮連絡細公報;の計数は、道路分である



本
年
も
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
を
記
念
し
て
、
道

路
関
係
団
体
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る

｢道
の
日
｣
実

行
委
員
会

容
云長

"綿
貫
民
輔
氏
)
に
よ
る
中
央
行
事
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
八
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
中
央
行
事

｢道
の
日
｣
ス

テ
ー
ジ
2
0
0
3
は
、
｢も
っ
と
身
近
に
道
の
こ
と
｣
を

テ
ー
マ
に
、
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル

(別
館
五
階
)
に
お
い
て
、
幅
広
い
層
の
方
々
に
お
楽
し

み
い
た
だ
け
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
一
〇
号
の
影
響
に
よ
り
、
あ
い
に
く
の
悪

天
候
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
子
さ
ま
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
多
く
の
皆
さ
ま
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
ほ
ぼ

満
員
と
な
っ
た
会
場
は
最
後
の
最
後
ま
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

｢道
の
日
｣
ス
テ
ー
ジ
2
0
0
3

日

時
…平
成
一
五
年
八
月
九
日

(土
)

時

間
m
一
三

“
二
0
~
一
六

…
二
0

(開
場
三
一
…

四
五
)

場

所
…
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル

(別
館
五
階
)

テ
ー
マ

"も
っ
と
身
近
に
道
の
こ
と

今
年
で
一
八
回
目
を
迎
え
た

｢道
の
日
｣
ス
テ
ー
ジ
2

0
0
3
は
、
生
島
ヒ
ロ
シ
さ
ん
と
竹
節
ま
ゆ
み
さ
ん
の
司

会
の
も
と
、
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル

(別
館
五
階
)
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

平成15年度

お
い
て
は
、
主
催
者
代
表

(海
野
代
表
幹
事
)
か
ら
の

｢み
ち
は
人
が
作
っ
た
社
会
の
財
産
で
す
。
私
た
ち
み
ん

な
の
財
産
で
す
。
こ
の
財
産
に
日
頃
か
ら
愛
情
を
も
っ
て

接
し
て
い
く
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
私
た
ち

は
考
え
て
い
ま
す
｣
と
の
挨
拶
で
ス
テ
ー
ジ
は
始
ま
り
ま

し
た
。

次
の
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
表
彰
式
で
は
、

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
佐
藤
道
路
局
長

よ
り
表
彰
状
、
盾
、
記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
学
生
の
部
、
一
般
の
都
あ
わ
せ
て
合
計
四
、

八
六
三
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
、
馬
場
春
之
さ

ん

(福
井
県
武
生
市
)
の

｢こ
の
道
を

共
に
生
か
そ
う

.対
論き
＼でし

い
,

が

　　　

　
　

　　
　

司会の生島さんと竹節さん

r邇◎鬮』
~ 騙っと身近幅週◎ここ~

道路局総務課



主催者代表 (海野代表幹事) の挨拶

間

　
　

　　
　

　
　
　　　

き
＼

あ

　　　　
　

　

　
繊
麗 推進標語表彰式の様子

育
て
よ
う
｣
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

そ
し
て
ス
テ
ー
ジ
は
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
高
田
方

由
子
さ
ん
、
林
家
こ
ぶ
平
さ
ん
、
山
田
五
郎
さ
ん
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
、
｢道
路
の
景
観
｣
や

｢道
路
の
安
全
｣
等
、

私
た
ち
が
普
段
生
活
し
て
い
る
う
え
で
身
近
な
題
材
を
テ

ー
マ
と
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
へ
と
移
り
ま
す
。
高
田
方
由

子
さ
ん
が
主
婦
の
立
場
か
ら
、
ま
た
林
家
こ
ぶ
平
さ
ん
が

下
町
の
一
般
庶
民
の
立
場
か
ら
、
さ
ら
に
山
田
五
郎
さ
ん

が
文
化
人
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
普
段
道
路
を
利
用
す
る

上
で
感
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

会場の様子

め頼激戦閼髀む羞花鑑ニキ鍼恥、‐なく上 へゞん
｢道の日｣ トークショーの様子



が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
ゲ
ス
ト
だ
け
で
な
く
、
会
場
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
も

聞
き
な
が
ら
、
｢こ
れ
か
ら
の
道
路
｣
に
つ
い
て
、
会
場

も
一
体
と
な
っ
て
考
え
る
、
興
味
深
い
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を

展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
ス
テ
ー
ジ
は
皆
さ
ま
お
待
ち
か
ね
の
バ
ラ

エ
テ
ィ
シ
ョ
ー
へ
と
移
り
ま
す
。
ま
ず
、
テ
レ
ビ
の
バ
ラ

エ
テ
ィ
番
組
で
お
な
じ
み
の

『
テ
ツ
a
n
d
ト
モ
』
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
テ
ツ
a

n
d
ト

モ
は
今
年

｢な
ん
で
だ
ろ
う
｣
の
ネ
タ
で
ブ
レ
イ
ク
し
、

今
で
は
お
子
さ
ま
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
た
い
へ
ん
多
く
の

皆
さ
ま
に
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
な
じ
み
の

｢な
ん
で

だ
ろ
う
｣
を
は
じ
め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
い
ネ
タ

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、
ほ
ぼ
満
員
の
会
場
は
大
爆
笑
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

最
後
に
林
家
こ
ん
平
さ
ん
に
よ
る

｢道
の
日
｣
落
語
と

　　
　　　
　
　
　

べき
^

“'
oれ
、

.

(

　　　

　

　　　　　

な
り
ま
し
た
。
林
家
こ
ん
平
さ
ん
は
テ
レ
ビ
番
組
の

『笑

狢

点
』
で
も
お
な
じ
み
の
落
語
家
で
す
。
今
回
は

｢道
｣
を

0

題
材
と
し
た
お
話
を
中
心
に
し
て
い
た
だ
き
、
軽
快
な
テ

m

林家こん平さんの ｢道の日｣ 落語

ン
ポ
の
ト
ー
ク
に
よ
り
、
テ
ツ
a
n
d
ト
モ
同
様
、
会
場

は
大
爆
笑
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に

今
年
度
の

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
は
、
行
事
参
加
者
以

外
に
も
広
く

｢道
の
日
｣
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
、

｢道
路
｣
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
契
機
と
す
る
た
め
、

｢道
の
日
｣
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
模
様
を
東
京
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
テ
レ
ビ

(東
京
M
X
テ
レ
ビ
)
に
て
生
放
送
し
(八

月
九
日

一
四

…
0
0
~
一
五
…
○
○
)
、
翌
日
の

｢道

の
日
｣
当
日
に
再
放
送
し
ま
し
た

(八
月
一
〇
日

一

九
…
○
○
~
二
0

…
○
○
)。

ま
た
、
｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会
で
は
、
｢道
の
日
｣
を

国
民
の
祝
日
と
す
る
た
め
の
運
動
と
し
て
、
中
央
行
事
会

場
に
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
署
名
を
集
め
、
た
い
へ

ん
多
く
の
方
々
の
署
名
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
を
通
じ
、
多
く
の
方
々
に

｢道
の
日
｣
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た

｢道
の
日
｣
を

契
機
に
、
改
め
て
道
路
の
役
割

･
重
要
性
を
理
解
し
て
も

ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

テツa n d トモのステージショー



『邇臟ふれあい卿鬮』
衞騨飜書について

道路局道路交通管理課

平成15年度

国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
を
利
用
し
て
い
る
国
民
に
改

め
て
道
路
と
ふ
れ
あ
い
、
道
路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
道
路
を
い
つ
く
し
む
と

い
う
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
及
び
道
路
の
正
し
い
利
用
の

啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
八
月
一
日
か
ら

八
月
三
一
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
を
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

と
定
め
、
地
域
住
民
が
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
参
画
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
各
種
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

本
月
間
中
、
国
土
交
通
省
を
は
じ
め
と
す
る
各
道
路
管

理
者
に
お
い
て
も
、
関
係
省
庁
、
関
係
団
体
等
の
協
力
を

得
つ
つ
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
幅
広
い
層
に
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
を
通
じ
て
、
道
路
の
必
要
性
や
道
路
の
持
っ

て
い
る
役
割
、
使
い
方
や
道
路
愛
護
等
に
つ
い
て
の
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
各
種
運
動
を
展
開
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
本
年
度
も
、
道
路
の
役
割
･
重
要
性
に

対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た

め
、
全
国
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
や
道
路
清
掃
な
ど
の
道
路
に

ち
な
ん
だ
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
行
事
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

八
月
八
日

(金
)
午
前
八
時
四
五
分
か
ら
九
時
三
〇
分
ま

で
、
国
土
交
通
省
道
路
局
、
関
東
地
方
整
備
局
主
催
に
よ

る

｢オ
フ
ィ
ス
街
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
2
0
0
3

(霞
が
関

官
庁
街
等
道
路
清
掃
)｣
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
霞
が
関
付
近
の
国
道

一
号

(桜
田
通
り
)

国
道
二
〇
号

(内
堀
通
り
)、
都
道

(六
本
木
通
り
)、
都

道

(祝
田
通
り
)
な
ど
の
歩
道
総
延
長
約
九

･
九
畑
を
沿

道
の
官
庁
や
民
間
の
ビ
ル
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
々
約

一
、
二
〇
〇
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
箒
、
熊
手
等
を

手
に
空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集

め
た
り
、
植
込
み
の
雑
草
を
取
り
、
快
い
汗
を
流
す
と
と

も
に
通
勤
途
中
の
方
々
に
も
道
路
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た

(写
真
1
)。

こ
の
他
、
道
路
交
通
の
安
全
、
道
路
の
正
し
い
利
用
ま

た
は
道
路
愛
護
等
に
努
め
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ



っ
た
七
二
団
体
及
び
二
〇
個
人
に
対
し
て
国
土
交
通
大
臣

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
に
つ
い

て
は
、
｢道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の
財
産

で
す
。
〈
み
ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、
常
に

広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
、
共
に
楽
し
く
利
用
し
ま
し
ょ

う
〉｣
を
テ
ー
マ
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
四
、

こ
ぐ
>

“

露さ
ぞ

写真2 平成15年度 ｢道路ふれあい月間｣ 推進標語表彰式

八
六
三
点
の
応
募
が
あ
り
、
残
間
里
江
子

(プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
)
、
陣
内
貴
美
子

(元
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

･
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
)、
山
田
美
保
子

(放
送
作
家
･
コ
ラ
ム
ニ
ス

ト
)、
渡
辺
文
雄

(俳
優
)
の
四
氏
に
よ
り
審
査
が
行
わ

れ
、
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
四
点
、
優
良
賞
四
点
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
八
月
九
日
に
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
(別
館
)

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

｢道
の
日
｣
の
中
央
行

事
に
お
い
て
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
表
彰

式
が
執
り
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
の
馬
場
春
之
さ
ん
、
優
秀

賞
の
佐
藤
友
美
さ
ん
、
古
川
さ
く
ら
さ
ん
、
本
越
勇
さ
ん
、

大
竹
敏
雄
さ
ん
に
佐
藤
道
路
局
長
か
ら
賞
状
、
楯
及
び
副

賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た

(写
真
2
･
3
)。
ま
た
、
優
良

賞
に
つ
い
て
は
各
地
方
整
備
局
に
お
い
て
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
選
ば
れ
た
標
語
は
ポ
ス
タ
ー
･
チ
ラ
シ
等
に
掲

載
さ
れ
、
本
月
間
の
広
報
に
広
く
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

写真3 受賞者のみなさんと道路局長



写真 1 会場全景

　　
　　
　　
　　

　

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
･
｢道
の
日
｣
関
連
行
事

二
〇
〇
三
年
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
及
び
八

月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
関
連
行
事
と
し
て
、
道
路
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

(北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
、

札
幌
市
、
日
本
道
路
公
団
北
海
道
支
社
)
主
催
に
よ
る

『道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

H
O
K
K
A
I
D
0

｢道
の
日
｣

2
0
0
3
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
道
内
各
地
に
お
い
て
も
、
関
連
行
事
と
し
て
、

各
地
域
の
道
路
管
理
者
が
共
同
し
て
地
域
住
民
参
加
の
も

と
関
連
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

r邇蹴凝れ務い卿鬮』轤蛎衞暮飜蕎
　　　　　

平成15年度

『道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

H
O
K
K
A
I
D
0

『道
の
日
｣
2
0
0
3
』

札
幌
市
内
に
あ
る
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

｢札

幌
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
｣
を
会
場
と
し
て
、
八
月

一
〇
日

(日
)

に

『道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

H
O
K
K
A
I
D
0

｢道
の

日
｣
2
0
0
3
』
を
開
催
し
ま
し
た

(写
真
1
)。

イ
ベ
ン
ト
は
、
主
催
者
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
で
一
五
回
目
と
な
る
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
全

道
か
ら
｢

0
七
人
点
の
応
募
が
あ
り
、
低
学
年
の
部

(小
学
校
一
･
二
年
生
)、
中
学
年
の
部

(三
･
四
年
生
)

高
学
年
の
部

(五
･
六
年
生
)
の
各
部
門
そ
れ
ぞ
れ
、
最

優
秀
賞
一
名
、
優
秀
賞
三
名
の
方
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

表
彰
式
に
引
き
続
い
て
、
今
年
は

『北
の
道
メ
ッ
セ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
バ
ン
2
0
0
3

根
室
･
函
館

･
稚
内
U
札
幌

目
指
し
て
1
0
0
0
キ
ロ
ー
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、

札
幌
市
内
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
｢三
角
山
放
送
局
｣

が
、
会
場
か
ら
公
開
放
送
を
行
い
、
道
南
函
館
市
の

｢F

M
い
る
か
｣
、
道
北
稚
内
市
の

｢F
M
わ
っ
ぴ
-
｣
及
び

道
東
根
室
市
の

｢F
M
ね
む
る
｣
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F

M
局
と
連
携
し
、
各
都
市
を
当
日
朝
に
出
発
、
途
中
の
通

過
地
点
に
あ
る
道
の
駅
や
s
A
等
に
立
ち
寄
り
、
地
域
の

人
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
携
帯
電
話
か
ら
札
幌
の
会

場
に
実
況
中
継
や
道
の
風
景
を
メ
ー
ル
し
て
い
き
ま
し

た
。
札
幌
会
場
で
は
そ
れ
を
見
な
が
ら
道
の
魅
力
な
ど
に



つ
い
て
ト
ー
ク
し
て
い
き
、
番
組
終
了
ま
で
に
全
員
が
会

場
に
集
ま
る
と
い
う
も
の
で
す
。

前
日
か
ら
の
台
風
の
影
響
で
、
一
部
に
通
行
止
め
箇
所

が
残
り
、
予
定
を
繰
り
上
げ
て
各
都
市
を
出
発
し
ま
し
た

が
、
無
事
番
組
終
了
ま
で
に
会
場
入
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
｢稚
内
-
札
幌
｣
間
の
所
要
時
間
を
会

場
に
い
る
方
や
ラ
ジ
オ
の
リ
ス
ナ
ー
に
予
想
し
て
い
た
だ

き
、
立
ち
寄
っ
た
道
の
駅
等
で
入
手
し
た
特
産
品
を
正
解

者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
お
ま
け
も
手
伝
っ
て
、
盛

況
の
う
ち
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
会
場
で
は
、
｢パ
ネ
ル
展
｣
を
行
い
ま
し

た
が
、
通
常
の
道
路
事
業
の
紹
介
に
加
え
、
『北
の
道
物

語
』
と
題
し
て
、
明
治
~
大
正
~
昭
和
に
か
け
て
の
道
路

工
事
の
様
子
や
、
道
を
中
心
と
し
た
時
代
風
景
を
写
す
写

真
等
セ
ピ
ア
色
の
パ
ネ
ル
を
配
置
し
、
若
い
方
に
は
新
鮮

に
、
年
輩
の
方
に
は
懐
か
し
い
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に

｢
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
エ
イ
H
O
K
K

A
I
D
0
2
0
0
3
｣
の
事
業
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
も
展

示
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
美
し
い
沿
道
景
観
整
備
を

積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
安
全
快
適
に
利
用

で
き
る
美
し
い
ツ
ー
リ
ン
グ
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
も
の

で
、
本
年
度
は
自
然
景
観
回
復
へ
の
取
組
み
と
し
て
、
夏

場
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
み
標
識
類
を
試
行
的
に
撤
去
し

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
一
般
道
路
利
用
者
や
バ
ス

事
業
者
の
方
々
か
ら
意
見
を
伺
っ
て
、
効
果
検
証
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
パ
ネ
ル
は
以
降
、
北
海
道
内
の
道
の
駅
等
に

順
次
展
示
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
行
事

札
幌
以
外
の
会
場
で
も
、
道
内
の
多
く
の
市
町
村
で
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

帯
広
管
内
や
網
走
管
内
で
は
地
域
住
民
が
参
加
し
、
道
路

管
理
者
と
共
同
し
て
道
路
の
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

札
幌
市
や
函
館
市
、
小
樽
市
外
で
は
、
道
路
維
持
用
機

械
や
除
雪
機
械
が
展
示
さ
れ
、
体
験
試
乗
を
実
施
し
ま
し

た

(写
真
2
)。

函
館
管
内
で
は
、
よ
り
道
に
対
し
て
の
認
識
を
深
め
て

も
ら
う
た
め

『道
の
駅
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
』
を
行
い
、
多
く

の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
道
内
各
地
で
市
町
村
の
街
頭
や

｢道
の 写真 2 道路をまもる機械の展示会

駅
｣
で
の
P
R
や

｢道
路
工
事
現
場
見
学
会
｣
等
を
実
施

し
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
各
イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く
の
方
々
や
地
域

住
民
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
道
路
愛
護
思
想
や
道
路

の
正
し
い
利
用
の
啓
発
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

　

　　

　
　　
　
　

道
路
フ
ェ
ア
2
0
0
3

東
北
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
い
、

道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
べ
く
本
局
を
は
じ
め
と
し
て

種
々
の
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
八
月

一
〇
日

(日
)
に
お
い
て
、
道
路
ふ

れ
あ
い
月
間
行
事
実
行
委
員
会

(東
北
地
方
整
備
局
･仙

台
河
川
国
道
事
務
所
･東
北
幹
線
道
路
調
査
事
務
所
･宮

城
県
･
仙
台
市
･
日
本
道
路
公
団
東
北
支
社
･
宮
城
県
道

路
公
社
)
主
催
に
よ
り

｢道
路
フ
ェ
ア
2
0
0
3
｣
を
仙

台
市
青
葉
区
内
の
勾
当
台
公
園
市
民
の
広
場
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
の
、
東
北
地
方
整
備
局

浜
口
局
長
の
挨
拶
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
引

き
続
き
、
仙
台
市
内
の
小
学
生
の
応
募
に
よ
る

『道
路
の

絵
画
展
』
、
及
び
東
北
地
方
の
道
路
を
対
象
と
し
た

『東

北
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
入
賞
者
の
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
絵
画
展
に
三
、
-
-
一九
点
、
写



写真 1 気仙沼人力車の会による人力車試乗会

真
コ
ン
テ
ス
ト
に
三
、
五
三
二
点
も
の
応
募
が
あ
り
、
皆

さ
ん
の
道
路
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
す
。

メ
イ
ン
と
な
る
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
内
に
お
い
て
は
、
最
新

の
道
路
情
報
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
I
T
S

(高

度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)、
視
覚
障
害
者
誘
導
シ
ス
テ
ム
、

道
路
事
業
広
報
等
の
パ
ネ
ル
等
の
展
示
と
合
わ
せ
、
『道

路
の
絵
画
展
』
『東
北
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』
入

賞
作
品
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。
紙
工
作

･
働
く
車
の
ラ

ジ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
多
く
の
子
供
た
ち
が
担
当
者
に
作

り
方
や
操
作
方
法
を
教
わ
り
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
"気

仙
沼
人
力
車
の
会
"
に
よ
る
人
力
車
試
乗
会
、
ロ
ー
タ
リ

ー
除
雪
車
、
高
所
作
業
車
等
の
体
験
乗
車
や
共
同
溝
の
見

学
会
に
つ
い
て
も
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た

(写
真
1
)。

さ
ら
に
、
も
っ
と
道
路
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う
方

に
は
、
｢道
路
資
料
館
｣
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
連
行
し
、

道
路
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
宮
城
県
内
の
道
の
駅
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
『お
ら
が
駅
自
慢
』
と
銘
打
ち
ス
テ
ー

ジ
上
で
地
域
や
道
の
駅
の
広
報
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ク
イ
ズ
な
ど
を
交
え
た
内
容
に
、
来
場
者
の
皆
さ
ん

も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
こ
う
し
た

｢ふ
れ
あ
い
｣
に
よ

っ
て
P
R
効
果
も
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
道
の
駅
の
あ

る
地
域
の
特
産
物
を
販
売
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
売
り
切

れ
の
と
こ
ろ
も
あ
り
大
変
好
評
で
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
先
の

『お
ら
が
駅
自
慢
』

の
他
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ウ
の

『
ア
バ
レ
ン
ジ
ャ
ー
』

J
リ
ー
グ
･
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
専
属
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
の

演
技
、
昨
年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
宮
城
ス
タ
ジ

ア
ム
内
で
実
況
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
た
大
坂
と
も
お
さ
ん
の

ト
ー
ク
や
、
元
カ
シ
オ
ペ
ア
の
櫻
井
哲
夫
さ
ん
と
グ
ロ
ー

バ
ル
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
N
O
R
A
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
を

行
い
、
多
く
の
観
客
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た

(写

真
2
)。

以
上
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
東
北
地
方
整
備
局
管

内
各
地
に
お
い
て
、
幅
広
い
層
の
方
々
の
参
加
を
対
象
に

し
た
行
事
を
行
う
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て

｢道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
｣

,
｢道
の
日
｣
の
趣
旨
の
浸
透
と
道
路
愛
護
思

想
の
普
及
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

管
内
各
事
務
所
で
行
っ
た
主
な
行
事

街
頭
P
R
活
動
、
道
路
一
日
パ
ト
ロ
ー
ル
、
道
の
相
談

室
、
道
路
美
化
作
業
、
道
路
愛
護
活
動
写
真
パ
ネ
ル
展
、

旧
道
の
峠
を
歩
く
。

　

　

　

　　　
　
　
　
　

　
　　
　
　

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
･｢道
の
日
｣
の
取
組
み

関
東
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
制
定
趣
旨
を
踏

ま
え
、
広
く
道
路
愛
護
精
神
を
高
め
、
道
路
事
業
に
対
す

る
理
解
を
得
る
た
め
、
本
局
を
は
じ
め
と
し
、
各
事
務
所

に
お
い
て
も
、
パ
ネ
ル
展
示
、
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
、
現
場

見
学
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
以
下
、

本
局
主
催
で
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
を
し
ま

す
。八

月
二
二
日

(金
)
に
、
さ
い
た
ま
市
中
央
区
の
さ
い
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ン
癩

/
/
/
M;キ
!〆
!
を
を
斧お
.

た
ま
新
都
心
"け
や
き
ひ
ろ
ば
"
に
お
い
て
、
｢関
東
道

路
フ
ェ
ア
2
0
0
3
｣
と
題
し
、
日
本
道
路
公
団
、
首
都

高
速
道
路
公
団
、
東
日
本
電
信
電
話
㈱
、
東
京
電
力
㈱
、

東
京
ガ
ス
㈱
、
道
路
占
用
工
事
企
業
者
連
絡
協
議
会
の
協

賛
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
地
元
さ
い
た
ま
市
の
与
野
東
中

学
校
の
生
徒
、
約
五
〇
名
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
演
奏
、

『道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
推
進
標
語
』
で
優
良
賞
を
受
賞
さ

れ
た
二
名
の
方
の
表
彰
式
を
行
い
、
子
供
達
に
人
気
の
あ

る

『仮
面
ラ
イ
ダ
ー
5
5
5
』
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

さ
ら
に
、
シ
ョ
ー
と
は
別
に

『道
路

｢知

っ
て
る
9
｣

ク

イ
ズ
』
と
題
し
て
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
5
5
5
と
一
緒
に
道

写真 1 与野東中学校生徒による演奏

　　　　　　
　
　

写真 2 ぼくのわたしのゆめ ･道メッセージ

　　　　
榊
潭
ぬ

に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
挑
戦
、
そ
し
て
各
協
賛
団
体
に
よ
る

『事
業
P
R
』
を
行
い
ま
し
た

(写
真
1
)。

ま
た
、
『ぼ
く
の
わ
た
し
の

ゆ
め

･
道

メ
ッ
セ
ー
ジ
』

と
題
し
、
子
供
達
が
道
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し

ま
し
た

(写
真
2
)。

こ
の

『
ぼ
く
の
わ
た
し
の

ゆ
め

･
道

メ
ッ
セ
ー
ジ
』

は
、
｢ぼ
く
の
好
き
な
み
ち

･
わ
た
し
の
大
切
な
み
ち
｣

を
テ
ー
マ
に
、
子
供
達
が

｢み
ち
｣
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
、
言
葉
と
カ
ラ
ー
粘
土
を
使
用
し
て
立
体
的
に
表
現

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
八
名
の
小
学
生
が
ス
テ
ー
ジ
上
で

そ
れ
ら
の
作
品
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
制
作
指
導
を
し

て
い
た
だ
い
た
先
生
に
、
作
品
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
等
を

述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
、
関
東
地
方
整
備
局
に
お
い
て
展
開
中
の

事
業
説
明
、
『さ
い
た
ま
慕
情

道
の
今
昔
物
語
』
と
題

し
た
、
さ
い
た
ま
市
近
辺
の
道
を
含
め
た

｢昔
と
今
｣
に

つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示
と
、
道
路
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
ブ
ー
ス
で
は
、
道
を
題
材
に
カ
ラ
ー
粘
土
で
自
由
に

作
品
を
作
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
る

『道
の
工
房
2
0

0
3
』。
他
に
、
｢こ
と
ば
が
伝
え
る
道
の
こ
と
｣
と
う
た

い
、
用
意
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
に
道
に
つ
い
て
自
由

に
書
き
込
み
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
暑
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
の
方
に
来
場

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
道
路
に
つ
い
て
の
関

心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
色
々
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
た
だ
け

た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
、
｢道
の
日
｣
の
趣

旨
の
周
知
、
道
路
愛
護
精
神
の
発
揚
に
努
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

き
,報
一
･

道行セ 2003.9 5Z

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
･
道
の
日
｣
行
事
報
告

北
陸
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の
｢道
の
日
｣
の
主
旨
を
踏
ま
え
、

管
内
の
道
路
系
事
務
所
に
お
い
て
、
関
係
機
関
の
協
力
を

得
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。



　　　　 　 　　　　　　　 　

写真 1 メルヘン号 (山車) で遊ぶ子供達

以
下
に
主
な
イ
ベ
ン
ト
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

2
0
0
3
道
と
あ
そ
ぼ
う
･
ど
う
ろ
ば
-
く

(八
月
五
日

(火
)
上
越
市

｢上
越
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
｣)

道
路
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、
手
作
り
遊
び
、
く
じ
引
き
コ

ー
ナ
ー
等
、
遊
び
を
通
じ
て
道
路
愛
護
に
つ
い
て
、
広
報

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

わ
ん
ぱ
く
お
祭
り
広
場

｢道
の
コ
ー
ナ
ー
｣

(八
月
三
日

(日
)
長
岡
市

長
岡
駅
前
大
手
通
り
)

長
岡
ま
つ
り
の
昼
行
事

｢わ
ん
ぱ
く
お
ま
つ
り
広
場
｣

に

｢道
の
コ
ー
ナ
ー
｣
を
設
け
、
プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
、
メ

ル
ヘ
ン
号

(山
車
)
と
記
念
撮
影
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

の
展
示
、
道
の
相
談
室
と
道
の
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
等
を
開

催

(写
真
1
)。
多
数
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

2
0
0
3
に
い
が
た
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(八
月
六
日

(水
)
新
潟
市
万
代
【
丁
目
)

　
　

　

歩
行
者
天
国
の
会
場
で
、
コ
カ
リ
ナ
演
奏
、
大
道
芸
、

地
元
小
学
生
の

｢万
代
太
鼓
｣
、
パ
ト
カ
ー
.
は
し
ご
車

等
の
展
示
、
道
路
上
で
の
自
由
な
落
書
き
、
似
顔
絵
コ
ー

ナ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
シ
ュ
ー
ト
ゲ
ー
ム
な
ど
た
く
さ
ん
の

楽
し
い
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
新
潟
市
内
の
小
学
生
に
よ
る
道
路
愛

護
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
式
と
応
募
全
作
品
を
展
示
し
ま
し
た

(写
真
2
)。

2
0
0
3
人
と
人
･
道
で
つ
な
ぐ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(八
月
八
日

(金
)
婦
負
郡
婦
中
町
｢フ
ァ
ボ
ー
レ
｣)

『ピ
エ
ロ
の
音
楽
隊
』
、
『仮
面
ラ
イ
ダ
ー
5
5
5
と
学

ぼ
う
道
路
お
も
し
ろ
ク
イ
ズ
』、
『お
も
し
る
ア
イ
デ
ア
道

路
標
識
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
優
秀
作
品
や

｢道
の
日
｣
関
連

の
写
真
パ
ネ
ル
等
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
功
労
者
･
道
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
･
お

も
し
ろ
ア
イ
デ
ア
道
路
標
識
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
を
同

時
に
開
催
し
ま
し
た
。

道
路
ま
つ
り
･
歩
行
者
天
国

(八
月
九
日

(土
)
一
般

国
道
一
五
七
号
金
沢
市
む
さ
し
交
差
点
;
片
町
交
差
点
)

約
一
、
五
〇
0
m
の
区
間
を
歩
行
者
天
国
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
開
催
さ
れ
、
道
路
管
理
者
と
し
て
も
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
石
川
県
警

と
合
同
で
通
行
規
制
集
中
管
理
本
部
を
設
置
し
、
現
地
の

状
況
を
カ
メ
ラ
に
よ
り
映
像
で
把
握
し
、
車
両
の
円
滑
な

連
行
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
　

　
　　
　　
　
　

　
　　
　
　

八
月

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
で
の
取
組
み

中
部
地
方
整
備
局
並
び
に
管
内
事
務
所
に
お
い
て
、
地

方
公
共
団
体
及
び
地
元
住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の
主
な
も
の

を
紹
介
し
ま
す
。

○
イ
ベ
ン
ト
活
動

･
第

一
七
回

『み
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

八
月
二
日

(土
)
今
年
度
は
名
古
屋
市
中
心
部
に
昨
年

一
〇
月
に
オ
J
プ
ン
し
た
地
下
広
場
(オ
ア
シ
ス
蓼

で
、

名
古
屋
地
区
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
実
行
委
員
会

(中
部
地



写真 1 みちフェスティバル

方
整
備
局
･
名
古
屋
国
道
事
務
所
･
愛
知
県
･
名
古
屋

市
･
日
本
道
路
公
団
･
愛
知
県
道
路
公
社
･
名
古
屋
高
速

道
路
公
社
.
壯
中
部
建
設
協
会
)
主
催
に
よ
り
、
｢未
知

な
る
み
ち
体
感
｣
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と

｢未
来

の
道
路
｣
を
テ
ー
マ
に
I
T
S
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
展

示
ブ
ー
ス
や
道
の
駅
物
産
展
、
近
隣
を
来
場
者
が
ク
イ
ズ

を
解
き
な
が
ら
歩
く
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
作
り
等
を
行
う
と
と
も
に
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

｢消
防

音
楽
隊
｣
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
他
、
演

奏
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
見
せ
る
こ
と
に
も
こ
だ
わ
っ
た

｢大
治
太
鼓
｣
や

『爆
竜
戦
隊
ア
バ
レ
ン
ジ
ャ
ー
』
シ
ョ

ー
、
東
邦
ガ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
｢ジ
ョ
イ
フ
ル
サ
ウ
ン
ズ
｣

演
奏
会
等
を
行
い
、
猛
暑
の
中
、
半
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
約

一
万
人
も
の
来
場
者
が
あ
り
、
終
了
時
ま
で
賑
わ
い
ま
し

た

(写
真
1
)。

･
『み
ち
フ
ェ
ス
タ
岐
阜
』

八
月
一
O
日

(日
)
岐
阜
市
内
に
お
け
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
道
路
ク
イ
ズ
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
、
地

震
･
降
雨
体
験
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
等
の
催
し
物
を

実
施
し
ま
し
た
。

○
ペ
ー
パ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

道
路
関
係
の
全
事
務
所
に
お
い
て
紙
で
作
る
夢
の
橋
を

テ
ー
マ
に
小
学
校
の
協
力
の
も
と
、
小
学
五
年
生
程
度
を
対

象
に
ボ
ー
ル
紙
を
使
い
夏
休
み
を
中
心
に
製
作
、
応
募
し

て
も
ら
い
、
優
秀
作
品
を
展
示
、
表
彰
し
ま
す
(写
真
2
)。

○
道
路
工
事
ふ
れ
あ
い
見
学
会

『F
e
e
ー

R
o
a
d

2
0
0
3
』

道
路
関
係
の
全
事
務
所
が
担
当
す
る
一
五
ヵ
所
の
工
事

写真 3 船上よりアーチ橋架設見学

現
場
に
お
い
て
ト
ン
ネ
ル
工
事
や
橋
梁
架
設
の
見
学
、
建

設
機
械
の
体
験
乗
車
や
鉄
筋
の
組
立
体
験
、
埋
蔵
文
化
財

の
発
掘
体
験
や
補
強
土
壁
の
模
型
作
り
等
、
通
常
で
は
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
見
学
会
を
実
施
し

ま
し
た

(写
真
3
)。

○
清
掃
活
動

管
内
各
所
で
地
元
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
企
業

等
、住
民
参
加
に
よ
る
道
路
美
化
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
そ
の
他
の
活
動

不
法
占
用
指
導
、
特
殊
車
両
取
締
、
駐
輪
対
策
、
路
上

生
活
者
対
策
、
管
内
パ
ト
ロ
ー
ル
体
験
、
道
路
愛
護
団
体

表
彰
、
自
由
研
究
お
助
け
隊
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

首介〒セ 2003 9 6,?



や
す
お

こ
の
間
の
週
末
、
高
速
道
路
を
利
用
し
て
伊
豆

ま
で
行
っ
て
き
た
ん
で
す
け
ど
、
な
ん
と
も
危
な
っ
か

し
い
ト
ラ
ッ
ク
が
僕
の
前
を
走
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。

ダ
イ
ス
ケ

危
な
っ
か
し
い
っ
て
?

居
眠
り
運
転
で
も

し
て
い
た
の
?

や
す
お

い
え
、
そ
う
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
荷
台
の

積
荷
が
一
杯
で
今
に
も
落
ち
そ
う
な
ん
で
す
。
後
ろ
を

走
っ
て
い
て
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
ま
し
た
よ
。
あ
れ
は
絶
対
に

過
積
載
で
す
ね
。
車
両
自
体
は
小
さ
か
っ
た
の
で
車
両

制
限
令
違
反
で
は
な
い
だ
ろ
う
け
ど

!
。
車
眼
令

違
反
の
車
両
な
ら
道
路
管
理
者
が
取
り
締
ま
れ
る
の

こ
ー

。
過
積
載
だ
け
だ
と
な
あ
。
道
路
管
理
者
と

し
て
現
場
は
歯
が
ゆ
い
で
し
ょ
う
ね
。

ダ
イ
ス
ケ

お
い
お
い
･
･
･
。
案
外
道
路
管
理
の
基
本

的
な
部
分
が
抜
け
て
る
ん
だ
な
あ
o

や
す
お

･
･
･
9
う
･

僕
、
な
に
か
間
違
っ
た
こ
と
言

い
ま
し
た
?
車
眼
令
違
反
車
両
な
ら
と
も
か
く
、
過

積
載
の
車
両
に
つ
い
て
は
道
路
交
通
法
に
基
づ
い
て
警

察
が
取
り
締
ま
る
し
か
な
い
は
ず
で
す
よ
ね
?

ダ
イ
ス
ケ

ま
あ
確
か
に
過
積
載
だ
け
だ
と
道
路
管
理
者

単
独
で
取
り
締
ま
る
こ
と
は
難
し
い
な
。
た
だ
、
今
回

の
件
は
別
だ
ろ
う
。
｢積
荷
が
今
に
も
落
ち
そ
う
だ
っ

た
｣

っ
て
さ
っ
き
自
分
で
言

っ
て
い
た
じ
ゃ
な
い
か
。

そ
ん
な
危
険
な
車
両
に
対
し
て
道
路
管
理
者
が
何
も
で

き
な
い
な
ん
て
こ
と
が
あ
る
か
?

過
積
載
以
前
の
問

題
だ
と
思
う
け
ど
o

や
す
お

ま
あ
、
冷
静
に
考
え
る
と
確
か
に
そ
う
か
も
し

れ
な
い
で
す
け
ど
。
･
･
･
!

道
路
法
第
四
十
二
条

に
は

｢道
路
管
理
者
は
、
道
路
を
常
時
良
好
な
状
態
に

保
つ
よ
う
に
維
持
し
、
修
繕
し
、
も
っ
て
一
般
交
通
に

支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。｣
と
い
う
規
定
が
あ
る
か
ら
、
道
路
管
理
者
で
も

あ
あ
い
っ
た
車
両
を
取
り
締
ま
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で

す
ね
!

積
載
物
が
道
路
上
に
落
ち
で
も
し
た
ら
、
一

般
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
そ
う

な
る
と
道
路
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
よ
う
に
維
持
し
て

い
る
と
は
言
え
な
い
で
す
か
ら
ね
。
道
路
管
理
者
と
し

て
は
、
予
防
的
に
、
必
要
な
措
置
を
取
る
よ
う
に
命
令

す
べ
き
な
ん
で
す
ね
?

ダ
イ
ス
ケ

ま
あ
ま
あ
良
い
と
こ
突
い
て
る
な
。
で
も
こ

の
条
文
で
は
積
載
方
法
の
是
正
措
置
を
命
令
し
た
り
す

る
根
拠
と
し
て
は
ち
ょ
っ
と
弱
く
な
い
か
?

や
す
お

そ
れ
じ
ゃ
あ
･
･
･
、
そ
の
次
の
道
路
法
第
四

十
三
条
に
は

｢道
路
に
関
す
る
禁
止
行
為
｣
の
規
程
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。
当
該
車
両
は

｢み
だ
り
に
道
路
を
損

傷
す
る
｣
危
険
性
が
あ
る
の
で
、
道
路
法
第
七
十
一
条

の
監
督
権
を
予
防
的
に
発
動
す
る
と
か

!

ダ
イ
ス
ケ

う
ー
ん
。
そ
こ
ま
で
行
っ
て
気
づ
か
な
い
と

は

!
。
そ
の
す
ぐ
先
に
も
っ
と
直
接
的
な
条
文
が

あ
る
だ
ろ
う
。

や
す
お

本
当
だ
。
道
路
法
第
四
十
三
条
の
二
で
す
ね
。

｢車
両
積
載
物
の
落
下
の
予
防
等
の
措
置
｣
か
。
こ
ん

な
に
は
っ
き
り
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
っ
け
?

ダ
イ
ス
ケ

こ
の
条
文
は
、
道
路
を
通
行
す
る
車
両
か
ら

の
落
下
物
に
よ
る
交
通
事
故
な
ど
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
、
道
路
管
理
者
に
車
両
積
載
物
の
落
下
予
防
等

の
措
置
命
令
権
を
与
え
た
規
定
で
、
昭
和
四
六
年
に
新

設
さ
れ
た
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
道
路
管
理
者
に
も
、

道
路
法
第
四
十
三
条
の
規
定
を
実
行
あ
ら
し
め
る
た
め

の
対
抗
力
を
持
た
せ
た
ん
だ
。

や
す
お

な
る
ほ
ど
、
新
設
さ
れ
た
条
文
で
す
か
。
ど
う

り
で
僕
の
使
っ
て
い
る
道
路
法
令
総
覧
に
は
載
っ
て
い

な
い
わ
け
で
す
よ
。

ダ
イ
ス
ケ

そ
ん
な
訳
な
い
だ
ろ
。
新
設
と
は
言
っ
て
も

避
難
油
令
関
係
◎
纖
A

遭
離
港
と
嘩
蘭
積
載
物
落
下
防
止
措
置



お
前
が
生
ま
れ
る
前
の
話
だ
。
勉
強
不
足
な
だ
け
!

な
。
で
も
道
路
管
理
者
と
し
て
は
、
管
理
瑕
疵
を
指
摘

め
に
は
、
僕
ら
の
想
像
以
上
の
苦
労
が
あ
る
の
か
も
し

や
す
お

で
す
よ
ね
。
す
み
ま
せ
ん

!
。

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
常
に
細
心
の
注
意
を
払
う
必

れ
ま
せ
ん
ね
。

で
も
、
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
条
文
が
追
加
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
は
、
道
路
管
理
者
に
対
し
て
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
よ
ね
。

ダ
イ
ス
ケ

そ
う
だ
な
。
道
路
管
理
者
と
し
て
は
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
な
ど
し
て
、
積
載
物
を
落
下
さ

せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
車
両
の
発
見
や
落
下
物
等
の
排
除

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
な
。

や
す
お

で
も
仮
に
あ
の
車
両
が
積
荷
を
落
と
し
て
、
そ

れ
が
原
因
で
事
故
で
も
起
き
た
ら

!
。
そ
の
場
合

は
道
路
管
理
者
の
責
任
で
は
な
い
で
す
よ
ね
?

あ
く

ま
で
も
積
載
物
を
落
下
さ
せ
た
者
の
責
任
だ
と
い
う
理

解
で
い
い
ん
で
す
よ
ね
?

高
速
道
路
を
通
行
し
て
い

る
と
、
よ
く
横
断
幕
な
ん
か
に

｢落
下
物
に
よ
る
事
故

は
落
と
し
主
の
過
失
責
任
で
す
。｣
っ
て
書
い
て
あ
り

ま
す
し
。

ダ
イ
ス
ケ

確
か
に
、
基
本
的
に
は
そ
う
い
う
考
え
方
で

い
い
だ
ろ
う
な
。
ま
あ
、
状
況
に
も
よ
る
だ
ろ
う
が
、

一
義
的
に
は
落
下
物
に
よ
る
事
故
は
落
と
し
主
の
責
任

に
な
る
場
合
が
多
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
落
下
物
な
ど

の
路
上
放
置
物
件
を
長
時
間
放
置
し
て
い
る
と
道
路
管

理
者
も
管
理
瑕
疵
を
問
わ
れ
な
い
と
は
限
ら
な
い
。
長

時
間
が
具
体
的
に
ど
の
程
度
な
の
か
は
明
白
な
基
準
も

な
い
し
、
実
際
に
は
裁
判
で
争
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
常
に
細
心
の
注
意
を
払
う
必

要
が
あ
る
と
言
え
る
。
道
路
法
第
四
十
二
条
は

｢努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣
と
い
う
文
言
で
結
ば
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
条
文
は
道
路
管
理
者
の
管
理
義
務

を
明
確
に
定
め
た
も
の
な
ん
だ
。

や
す
お

な
る
ほ
ど
。
道
路
を
良
好
な
状
態
に
維
持
す
る

こ
と
は
道
路
管
理
者
の
重
要
な
責
務
な
ん
で
す
ね
。
ち

な
み
に
、
道
路
上
に
落
下
し
た
車
両
積
載
物
に
伴
う
事

故
に
関
す
る
責
任
の
所
在
と
い
う
点
で
い
う
と
、
こ
れ

ま
で
の
判
例
で
は
ど
の
よ
う
な
点
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
ん
で
す
か
?

ダ
イ
ス
ケ

車
両
積
載
物
の
落
下
に
伴
う
事
故
に
関
し
て

訴
訟
が
行
わ
れ
た
事
例
は
意
外
に
も
少
な
い
よ
う
だ

が
、
さ
っ
き
も
言
っ
た
よ
う
に
、
車
両
積
載
物
の
落
下

時
点
、
つ
ま
り
路
上
放
置
物
の
存
在
時
点
か
ら
事
故
発

生
時
点
ま
で
の
時
間
的
経
過
の
長
短
が
道
路
管
理
瑕
疵

の
有
無
を
決
定
し
て
い
る
と
い
う
見
方
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
際
、
道
路
管
理
者
が
道
路
巡
回
を
ど
の
程
度
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
手
法
で
行
っ
て
い
た
か
と
い
う
点

も
、
道
路
管
理
責
任
の
存
否
を
判
定
す
る
要
因
と
な
る

と
い
う
指
摘
も
あ
る
よ
う
だ
な
。

や
す
お

確
か
に
、高
速
道
路
な
ん
か
を
走
っ
て
い
る
と
、

結
構
な
確
率
で
黄
色
い
巡
回
車
両
を
見
か
け
ま
す
ね
。

道
路
に
は
物
な
ん
か
落
ち
て
い
な
く
て
当
た
り
前
っ
て

頭
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
道
路
を
良
好
な
状
態
に
保
っ
た

(車
両
の
積
載
物
の
落
下
の
予
防
等
の
措
置
)

第
四
十
三
条
の
二

道
路
管
理
者
は
、
道
路
を
通
行
し
て

い
る
車
両
の
積
載
物
が
落
下
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
当
該
積
載
物
の
落
下
に
よ
り
道
路
が
損
傷

さ
れ
、
又
は
当
該
積
載
物
に
よ
り
道
路
が
汚
損
さ
れ
る

等
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
る
と
き
は
、当
該
車
両
を
運
転
し
て
い
る
者
に
対
し
、

当
該
車
両
の
通
行
の
中
止
、
積
載
方
法
の
是
正
そ
の
他

通
行
の
方
法
に
つ
い
て
、
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支

障
が
及
ぶ
の
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
す
る
こ

と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。



奈
良
国
道
三
五
号
損
害
賠
償
請
求
事
件

二
審
判
決
〕
平
成
一
五
年
四
月
二
五
日

京
都
地
方
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

(確
定
)

1

事
件
の
概
要

本
件
は
、
原
告
ら
の
次
男
が
、
被
告
国
の
管
理
す
る
国

道
二
五
号
名
阪
国
道

(以
下

｢本
件
道
路
｣
と
い
う
。)

を
、
夜
間

(午
後
七
時
頃
)
自
動
車
で
走
行
中
、
山
添
橋

(以
下

｢本
件
橋
梁
｣
と
い
う
。)
付
近

会
不良
県
山
辺
郡

山
添
村
)
に
お
い
て
、
本
件
道
路
の
車
道
中
央
側
ガ
ー
ド

レ
ー
ル

(以
下

｢本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
｣
と
い
う
。
)
に

衝
突
し
、
そ
の
直
後
に
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
乗
り
越
え

て
、
本
件
橋
梁
を
構
成
す
る
上
り
下
り
の
橋
梁
の
隙
間

(以
下

｢本
件
空
間
部
分
｣
と
い
う
。)
か
ら
転
落
、
死
亡

し
た

(以
下

｢本
件
事
故
｣
と
い
う
。
)
こ
と
に
つ
き
、

被
告
が
通
常
の
安
全
管
理
を
怠
り
、
転
落
防
止
策
を
講
じ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
し
て
、
国
家
賠
償
法

二
条
一
項
に
基
づ
き
損
害
賠
償
請
求
を
し
た
も
の
で
あ
る

盆
覗求
額
…
九
五
四
一
万
八
六
九
九
円
)。

2

原
告
の
主
張

本
件
橋
梁
上
を
歩
行
す
る
者
が
、
本
件
空
間
部
分
を
安

全
な
場
所
と
考
え
て
、
進
入
す
る
こ
と
は
通
常
あ
り
う
る

行
為
で
あ
り
、
被
告
は
、
本
件
空
間
部
分
か
ら
歩
行
者
が

転
落
す
る
こ
と
を
、
通
常
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
よ

っ
て
、
本
件
空
間
部
分
に
、
容
易
に
乗
り
越
え
ら
れ
な
い

防
護
柵
を
施
す
か
、
転
落
防
止
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
等
の

転
落
防
止
措
置
を
探
る
義
務
が
あ
り
、
こ
の
措
置
が
探
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、道
路
管
理
の
瑕
疵
に
当
た
る
。

3

被
告
の
主
張

自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
本
件
道
路
に
お
い
て
、
歩
行

者
が
想
定
さ
れ
る
の
は
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
、
車

両
運
転
手
等
が
降
車
し
た
場
合
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、

車
両
運
転
手
等
が
行
う
べ
き
行
動
は
、
後
続
車
両
に
事
故

発
生
を
知
ら
せ
て
、
二
次
的
事
故
発
生
防
止
措
置
を
講
じ

る
こ
と
、
周
囲
の
安
全
を
確
認
の
上
、
安
全
な
場
所
へ
退

避
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
件
橋
梁
に
お
い
て
は
、
夜
間
で

あ
っ
て
も
橋
梁
と
認
識
で
き
る
よ
う
標
識
を
設
置
し
て
い

る
こ
と
、
道
路
上
の
状
況
を
確
認
で
き
る
よ
う
十
分
な
照

明
灯
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
本
件
空
間
部
分
に

人
が
自
ら
の
音
宙
心
で
入
る
こ
と
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
等
か
ら
、
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠

い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

4

判
決
の
要
旨

本
件
事
故
は
、
本
件
橋
梁
の
管
理
の
瑕
疵
よ
る
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
被
害
者
は
、
本
件
空
間

部
分
に
、
安
易
に
、
体
重
の
か
か
る
方
法
で
足
を
入
れ
た

と
推
認
さ
れ
る
の
で
、
七
割
の
過
失
相
殺
を
す
べ
き
で
あ

る
o

5

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

本
件
空
間
部
分
を
中
央
分
離
帯
と
し
て
避
難
で
き
る

場
所
と
通
常
予
測
で
き
る
か

本
件
橋
梁
の
入
口
付
近
は
、
上
下
の
車
線
が
一
体
と

な
っ
て
い
る
よ
う
な
外
観
で
あ
り
、
橋
梁
上
に
お
い
て

も
、
走
行
車
両
か
ら
、
独
立
し
た
橋
梁
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
難
く
、
歩
行
者
が
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
か
ら
一
〆

ー
ト
ル
程
離
れ
た
位
置
か
ら
中
央
部
を
一
見
し
た
場
合

も
、
独
立
し
た
橋
梁
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
橋
梁
が
、
上
下
別
々
の
橋

梁
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
本
件
空
間
部
分
が
存
在
す
る
こ

と
を
、
運
転
者
が
認
識
す
る
こ
と
は
、
通
常
困
難
で
あ

り
、
一
体
の
橋
梁
と
認
識
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
被

害
者
は
、
本
件
事
故
後
追
突
事
故
の
発
生
も
認
識
し
て

h

奈
良
国
週
二
五
号
損
害
賠
償
請
求
事
器

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



い
た
と
考
え
ら
れ
、
本
件
空
間
部
分
に
橋
梁
が
続
い
て

い
る
と
考
え
る
と
、
本
件
空
間
部
分
は
最
も
好
ま
し
い

避
難
場
所
で
あ
る
と
認
識
し
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
誰
も
が
同
様
の
認
識
を
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
本
件
橋
梁
手
前
に
は
、
非
常
駐
車
帯

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
ま
で
行
く
危
険
を
考
え

る
と
、
非
常
駐
車
帯
で
待
機
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
ま
で

は
い
え
な
い
。
よ
っ
て
、
被
害
者
の
認
識
と
行
動
は
、

一
般
人
と
し
て
通
常
の
認
識
と
行
動
で
あ
っ
た
と
解
さ

れ
、
本
件
橋
梁
に
お
い
て
、
人
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
乗

り
越
え
る
こ
と
は
、通
常
予
測
で
き
る
行
動
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
本
件
空
間
部
分
か
ら
転
落
事
故
を
防
ぐ
に
は
、

本
件
空
間
部
分
へ
の
進
入
を
防
ぐ
た
め
に
、
空
間
の
上

部
に
そ
こ
へ
立
ち
入
ら
せ
な
い
程
度
の
ネ
ッ
ト
等
を
貼

れ
ば
足
り
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

図 1 橋梁断面図

②

事
故
発
生
時
刻
頃
の
本
件
事
故
現
場
付
近
は
本
件
空

間
部
分
を
確
認
で
き
る
ほ
ど
明
る
い
か

本
件
橋
梁
は
、
山
間
部
に
所
在
し
、
日
没
後
車
線
を

照
ら
す
の
は
、
橋
梁
手
前
及
び
橋
梁
上
の
照
明
灯
、
ま

た
、
本
件
事
故
発
生
時
と
同
時
刻
頃
は
、
車
両
の
流
れ

が
途
切
れ
な
い
た
め
、
車
の
前
照
灯
に
よ
っ
て
も
照
ら

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
歩
行
者
が
本
件
空
間
部
分
に

近
づ
い
て
、
覗
き
見
た
時
は
、
そ
の
下
の
地
表
に
も
全

く
明
か
り
が
な
い
た
め
、
全
く
の
暗
闇
で
あ
り
、
足
場

と
な
る
べ
き
底
部
を
認
識
す
る
こ
と
は
お
ろ
か
、
空
間

に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

被
害
者
は
、
本
件
橋
梁
上
を
歩
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
こ
が
橋
梁
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
問
題
は
、
橋
梁
で
あ
る
か
杏
か
の
認
識

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
橋
梁
で
あ
る
こ
と
ま

で
認
識
で
き
る
か
否
か
で
あ
り
、
夜
間
に
お
い
て
は
、

中
央
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
内
を
見
て
も
、
そ
の
内
部
は
暗
闇

で
、
一
見
し
て
安
全
な
足
場
と
な
る
べ
き
場
所
が
な
い

こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
一
体
と
な
っ

た
橋
梁
で
あ
る
と
誤
認
し
て
い
る
た
め
、
橋
梁
部
分
が

本
件
空
間
部
分
に
も
続
い
て
い
る
と
認
識
し
て
も
、
不

思
議
で
は
な
い
。
一
方
、
本
件
空
間
部
分
は
全
く
の
暗

闇
で
あ
っ
て
、
橋
梁
が
続
い
て
い
る
と
す
る
と
、
緑
石

か
ら
の
若
干
の
光
の
反
射
に
よ
り
、
そ
こ
ま
で
真
っ
暗

で
あ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
暗
さ
で
あ

り
、
本
件
空
間
部
分
の
底
部
の
位
置
が
何
処
に
あ
る
か

に
つ
い
て
も
、
あ
ま
り
に
暗
闇
で
あ
る
た
め
に
不
安
を

感
じ
る
程
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
足
を
下
ろ
す
に
あ

た
り
、
通
常
で
あ
れ
ば
、
懐
中
電
灯
、
ラ
イ
タ
ー
や
マ

ッ
チ
等
の
光
を
用
い
た
り
、石
や
物
等
を
放
り
込
ん
で
、

本
件
空
間
部
分
の
底
部
の
位
置
や
形
状
を
探
る
の
が
普

通
の
対
応
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
被
害
者
は
、
こ

の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
こ
と
な
く
、
安
易
に
、
本
件
空

間
部
分
に
体
重
の
か
か
る
方
法
で
足
を
入
れ
た
も
の
と

推
認
さ
れ
る
。
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ゆ
と
り
郡

◎

山
形
県
は
人
口
一
二
四
万
人
、
市

町
村
数
は
四
四
あ
り
ま
す
。
全
国
一

の
生
産
量
を
誇
る

｢さ
く
ら
ん
ぼ
｣

は
県
の
木
、
県
を
象
徴
す
る
花
は
江

戸
時
代
に
全
国
に
名
声
を
博
し
た

｢べ
に
ば
な
｣
に
な
っ
て
い
ま
す
。

曲
形

山
形
県
東
京
事
務
所

齋
藤

博

銀山温泉

◆
温
泉
王
国

本
県
は
全
て
の
市
町
村
で
温
泉
が

湧
く
全
国
有
数
の
温
泉
王
国
で
す
。

本
県
は
行
政
区
域
か
ら
四
つ
の
地
区

に
分
け
ら
れ
ま
す
。庄
内
地
区
で
は
、

松
尾
芭
蕉
、
与
謝
野
晶
子
ら
多
く
の

文
人
が
訪
れ
た
歴
史
あ
る
情
緒
豊
か

な

｢あ
っ
み
温
泉
｣
。
最
上

(も
が

み
)
地
区
で
は
、
源
義
経
、
弁
慶
が

平
泉
に
落
ち
延
び
る
途
中
に
立
ち
寄

っ
た
と
い
う
伝
説
が
残
る

｢瀬
見
温

泉
｣
。
村
山
地
区
で
は
、
銀
山
川
を

挟
ん
で
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
木
造

建
築
の
旅
館
が
立
ち
並
び
、
旅
情
を

か
き
た
て
ら
れ
る
銀
山
温
泉
。
置
賜

地
区
で
は
小
野
小
町
が
父
親
を
捜
す

旅
の
途
中
に
発
見
し
た
と
い
う
言
い

伝
え
が
残
る
｢小
野
川
(お
の
が
わ
)

温
泉
｣な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

是
非
、
一
度
ゆ
っ
た
り
と
し
た
と

き
を
山
形
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◆
自
然
が
い
っ
ぱ
い

松
尾
芭
蕉
が
奥
の
細
道
で
立
ち
寄

っ
て
詠
ん
だ

｢さ
み
だ
れ
を

あ
っ

め
て
早
し

最
上
川
｣
や
出
羽
三
山

(
で
わ
さ
ん
ざ
ん
)
の
一
つ
湯
殿

(ゆ
ど
の
)
山
を
詠
ん
だ

｢語
ら
れ

ぬ

湯
殿
に
ぬ
ら
す

袂
哉

(た
も

と
か
な
)｣
(湯
殿
山
の
神
秘
は
、
他

人
に
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ

れ
だ
け
に
感
動
も
並
々
で
は
な
く
感

涙
の
あ
ま
り
袂
を
ぬ
ら
し
て
し
ま
う

ほ
ど
で
あ
る
)
の
名
句
で
ご
存
知
の

と
お
り
、
本
県
は
四
季
折
々
の
風
景

を
醸
し
出
す
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
出
羽
三
山

は
第
七
〇
回
芥
川
賞
の

｢
月
山
｣

　
　
玉

ツ

国民文化祭マスコ

(森
敦
著
)、
今
年
の
夏
、
ブ
ラ
ジ
ル

出
身
の
投
手
で
話
題
を
提
供
し
て
甲

子
園
に
出
場
し
た
羽
里
筈
同
校
の
お
膝

元

｢羽
里
m山
｣
の
三
つ
の
山
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

目
狭
堂
旦か
な
本
県
も
今
や
、
社
会

資
本
整
備
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま

す
。
山
形
空
港
、
庄
内
空
港
の
二
空

港
体
制
を
と
っ
て
お
り
、
山
形
新
幹

線
も
新
庄
ま
で
延
伸
に
な
り
ま
し

た
。
東
北
中
央
自
動
車
道
、
東
北
横

断
自
動
車
道
酒
田
線
、
日
本
海
沿
岸

東
北
自
動
車
道
の
高
速
交
通
網
も
整

にQ ≧首“〒ヤ つnnq o
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備
･
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
、
酒
田
港
の
リ
サ
イ
ク
ル
ポ

ー
ト
の
指
定
も
国
土
交
通
省
か
ら
受

け
ま
し
た
。

◆
国
民
文
化
祭
･
山
形
2
0
0
3

山
形
県
で
は
今
年
の
一
〇
月
四
日

か
ら
一
三
日
に
か
け
て
第
一
八
回
国

　　　
　

　

民
文
化
祭
･
や
ま
が
た
2
0
0
3
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
｢紅
花

(べ
に
)

の
く
に

咲
か
そ
う
文
化

と
き
め

く
未
来
｣
を
テ
ー
マ
に
、
県
内
全
市

町
村
を
会
場
と
し
て
、
音
楽
、
演
劇
、

伝
統
芸
能
、
美
術
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
八
一
事
業
を
開
催
す
る
総
合

的
な
文
化
の
祭
典
で
す
。

日
本
道
路
公
団
で
企
画
中
の
高
速

道
路
首
都
圏
発

｢南
東
北
三
県
が
三

日
間
乗
り
放
題
｣
(普
通
車
で
一
｢

0
0
0
円
)
を
ご
活
用
の
う
え
、
こ

の
機
会
に
是
非
山
形
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　　　　　
潔A M込G A墨A PIA Z A 蘭[Jro RurT O

l
、
さ
く
ら
ん
ぼ
な
ど
句
の
味
覚
を

提
供
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ

ー
、
U
タ
ー
ン
情
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
か

ら
な
る
複
合
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
の
地
下
の
そ
ば
屋
さ

ん
は
お
昼
ど
き
に
は
行
列
が
で
き
ま

す
。
こ
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
内
に

あ
る
そ
ば
処

｢出
羽
香
庵
｣
に
も
行

列
が
で
き
ま
す
。
手
造
り
の
本
場
の

山
形
そ
ば
が
そ
の
ま
ま
東
京
で
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

｢ゆ
と
り
都
｣
は
国
土
交
通
省
か

ら
歩
い
て
五
分
の
地
の
利
に
あ
り
ま

す
。

◆
や
ま
が
た
プ
ラ
ザ
ゆ
と
り
都
(と
)

霞
が
関
の
官
庁
街

(虎
の
門
三
井

ビ
ル
内
)
に
は
当
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
｢ゆ
と
り
都
｣
が
あ
り
ま
す
。

県
内
各
地
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
と
り
そ
ろ
え
て
い
る
観
光
案
内
セ

ン
タ
ー
、
県
産
品
展
示
販
売
コ
ー
ナ

最上川舟下り



艦れ鬱◎嶬鱗

幻
想
的
大
自
然

｢奄
美
大
島
◎

磨
諦
島
麻
島
｣
へ
ど
う
ぞ
!

騨
遂に

　　
　
　　　
　

　
　

◆
は
じ
め
に

道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
読
者
の
皆

様
、
は
じ
め
ま
し
て
。
鹿
児
島
県
東

京
事
務
所
の
と
ん
び
会
員
、
立
元

(タ
チ
モ
ト
)
と
申
し
ま
す
。
昨
年

四
月
に
再
度
の
東
京
勤
務
を
突
缺
容
叩

ぜ
ら
れ
、
｢寝
耳
に
水
｣
の
状
態
で

断
る
事
も
で
き
な
い
ま
ま
、
二
回
目

の
単
身
赴
任
で
の
東
京
生
活
を
苦
労

(満
喫
?
)
し
て
い
る
、
技
術
系
で

す
。本
県
の
転
勤
の
特
徴
と
し
て
は
、

県
内
二
四
箇
所
の
土
木
部
出
先
事
務

所
の
う
ち
八
ヵ
所
が
離
島
の
事
務
所

で
あ
り
、
技
術
系
の
場
合
、
最
低
で

も
三
回
は
離
島
赴
任
を
経
験
す
る
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
す

(私
も
二
回
経
験

済
み
)。

そ
こ
で
今
回
は
、
私
の
最
初
の
離

島
赴
任
地
で
あ
っ
た
奄
美
大
島
南
部

の
魅
力
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
奄
美
大
島
っ
て
ど
ん
な
島
?

奄
美
大
島
は
、
鹿
児
島
か
ら
約
三

八
〇
蹴
南
に
あ
り
、
鹿
児
島
と
沖
縄

の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
て
い
る
た

め
、
亜
熱
帯
海
洋
性
気
候
に
属
し
、

年
間
平
均
気
温
は
二
一
度
前
後
、
降

水
量
は
東
京
の
約
二
倍
で
、
三
、
O

O
0
皿
と
四
季
を
通
じ
て
温
暖
多
雨

で
あ
り
、
ま
た
台
風
の
常
襲
地
帯
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す

(図
1
)

広
さ
は
、
沖
縄

･
佐
渡
島
に
次
ぐ
日

本
三
番
目
の
大
き
さ
で
あ
り
、
長
さ

は
東
京
~
名
古
屋
間
に
匹
敵
す
る
程

の
距
離
が
あ
り
ま
す
の
で
、
島
内
を

一
周
す
る
に
は
最
低
で
も
一
泊
二
日

は
必
要
で
す
。

鹿
児
島
県
東
京
事
務
所

立
元

聡

◆
奄
美
大
島
の
大
自
然

太
古
の
昔
、
陸

囲　

続
き
だ
っ
た
大
陸

熊

か
ら
孤
立
し
て
島

に
な

っ
た
た
め
、

渡
来
し
て
き
た
動

植
物
は
外
的
か
ら

遮
断
さ
れ
、
高
温

多
湿
の
気
候
の
中

で
独
自
の
進
化
を

遂
げ
た
、
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
に
し
か
い
な

隻

い
固
有
種
が
非
常

,

に
多
く
、
ア
マ
ミ

ノ
ク

ロ
ウ
サ
ギ

(特
別
天
然
記
念

物
)
や
ル
リ
カ
ケ

ス

(県
鳥
)
な
ど

の
天
然
記
念
物
が
一
一
も
存
在
し
て

い
る
世
界
で
も
貴
重
な
生
物
の
宝
庫

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
豊
富
な
自

然
に
対
し
て
、
固
有
性
の
高
い
亜
熱

帯
生
態
系
や
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系

･
優

れ
た
景
観
美
が
評
価
さ
れ
、
知
床
･

小
笠
原
諸
島
と
共
に
、
奄
美

･
琉
球

諸
島
が
世
界
自
然
遺
産
へ
の
推
薦
候

奄美群島位置図
類名島々の錠貿と陸報は"実隈と只なります,

e

＼

　　

図
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補
地
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

◆
奄
美
大
島
の
お
薦
め

①
大
島
海
峡

奄
美
大
島
の
最
南
端
に
有
り
、
本

島
と
加
計
呂
麻
島
の
間
に
あ
る
海

峡
。
両
岸
を
典
型
的
な
リ
ア
ス
式
海

岸
に
囲
ま
れ
、
入
り
組
ん
だ
入
り
江

の
ブ
ル
ー
と
島
の
豊
か
な
緑
と
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
素
晴
ら
し
い
。
ま
た

海
の
透
明
度
は
高
く
、
サ
ン
ゴ
も
良

く
成
長
し
て
お
り
、
回
遊
魚
や
熱
帯

魚
も
豊
富
な
の
で
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
は

も
ち
ろ
ん
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
も

存
分
に
神
秘
的
な
世
界
を
覗
く
こ
と

が
可
能
で
す
。
特
に
、
清
水

(セ
イ

ス
イ
)
海
岸
沖
の
テ
ー
ブ
ル
サ
ン
ゴ

は
見
事
で
、
泳
ぎ
に
自
信
の
無
い
方

で
も
、
古
仁
屋

(コ
ニ
ヤ
)
港
か
ら

半
潜
水
式
の
観
光
船

｢せ
と
｣
に
乗

船
す
れ
ば
、
約
一
時
間
の
海
中
遊
泳

気
分
を
味
わ
え
ま
す

(写
真
1
)。

②
皆
津
崎

(カ
イ
ツ
ザ
キ
)

本
島
の
最
南
端
に
あ
る
岬
で
、
過

去
に
五
四
糖
の
ロ
ー
ニ
ン
ア
ジ
や
五

七
庭
の
ア
ラ
が
釣
れ
た
実
績
が
あ

る
、
大
物
釣
り
の
メ
ッ
カ

(残
念
な

が
ら
、
私
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
が
!
)

瀬
渡
し
船
で
行
く
し
か
な
い
の
で
す

が
、
磯
場
の
上
に
大
物
釣
り
用
の
ア

ン
カ
ー
と
し
て
、
な
ん
と
コ
ン
ク
リ

ー
ト
基
礎

(多
分
、
現
場
練
り
)
の

鉄
筋
杭
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
よ

っ
ぽ
ど
好
き
な
方
が
居
ら
れ
た
よ
う

で
か
な
り
驚
き
ま
し
た
が
、
妻
か
ら

言
わ
せ
る
と
、
｢磯
場
に
泊
ま
っ
て

ま
で
釣
り
を
し
て
い
る
あ
な
た
だ
っ

て
、
似
た
よ
う
な
者
よ
。｣
と
愚
痴

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

③
加
計
呂
麻
島

写真 1 大島海峡とテーブルサンゴ群 (瀬戸内町)

私
の
お
気
に
入
り
は
な
ん
と
言
っ

て
も
、
加
計
呂
麻
島
で
す
。

特
に
渡
達

(ド
レ
ン
)
の
近
く
に

あ
る
タ
ー
ト
ル
ビ
ー
チ
は
、
マ
リ
ン

ブ
ル
ー
の
海
と
白
い
砂
浜
に
ペ
ン
シ

ョ
ン
が
面
し
て
お
り
、

一
人
だ
け
の

フ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
気
分
を
味
わ

え
ま
す
。
眩
し
い
青
空
の
下
で
、
こ

の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
飲
む
ビ
ー

ル
、
一
方
夜
は
星
空
の
下
、
夜
光
虫

の
輝
く
海
が
奏
で
る
波
音
を
聞
き
な

が
ら
傾
け
る
黒
糖
焼
酎

(後
述
)

と
最
高
の
贅
沢
気
分
を
満
喫
で
き
ま

す
よ
。
ま
た
、
ビ
ー
ナ
ス
号
と
い
う

ク
ル
ー
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
や
無
人
島
で
の
シ
ュ
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
等
に
も
連
れ
て
行
っ
て
く

れ
ま
す

(耳
B
"
鶏
壽
そ
こ

･0
自
白
@

君
＼
官
房
青
＼)
(写
真
2
)。

　　
　
　　　
　

　　　
　

④
奄
美
の
味

鶏
飯
･･ご
飯
の
上
に
鶏
肉
や
錦
糸
玉

子
な
ど
の
具
を
の
せ
、
そ
の
上
か

ら
鶏
の
出
汁
を
た
っ
ぷ
り
か
け
て

お
茶
漬
け
状
態
で
食
べ
る
も
の
。

お
出
汁
が
と
に
か
く
美
味
し
い
!

(写
真
3
)

黒
糖
焼
酎
!
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
諸

島
の
み
で
造
ら
れ
る
焼
酎
で
、
ラ

ム
酒
と
同
じ
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
原
材

料
に
し
て
い
ま
す
。
甘
い
香
り
と

爽
や
か
な
喉
越
し
が
楽
し
め
、
ま

た
健
康
酒
と
し
て
、
女
性
に
も
大

変
人
気
の
高
い
本
格
焼
酎
で
す
。

東
京
か
ら
毎
日
二
往
復
、
片
道
二

時
間
一
〇
分
の
フ
ラ
イ
ト
で
、
一
番

近
い
南
の
島
の
リ
ゾ
ー
ト
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
?



鬮
鱸
バ
ス
鰤
剛
健
遷
等
噂
ま
る
離
壤
楚
瀰
魔
夢
礎
週
鬮
涛
鱸
嚢
臓

-
み
ん
寡
で
爽
週
環
境
考
え
る
重
圓
間

『週
翻
ら
《
撻
キ
鬱
ン
べ
1
ン
』
ー

宮
崎
県
清
武
町
都
市
計
画
課
主
任

菅

忍

一

は
じ
め
に

宮
崎
県
清
武
町
は
、
図
1
に
示
す
よ
う
に
中
核
市
宮
崎

市
の
中
心
部
か
ら
南
西
一
〇
如
に
位
置
し
、
人
口
二
人
、

四
一
六
人

(平
成
一
四
年
四
月
一
日
現
在
)、
総
面
積
四

七

･
八
一
蝸
の
地
方
都
市
で
あ
る
。
宮
崎
学
園
都
市
構

想
や
宮
崎
サ
ン
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
の
位
置
付
け
に
よ

り
、
宮
崎
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
増
加
が
著
し

く
、
昭
和
四
五
年
に
は
一
〇
、
六
七
八
人
で
あ
っ
た
も
の

が
、
平
成
一
二
年
に
は
二
人
、
七
五
五
人
と
三
〇
年
間
で

二
倍
以
上
増
加
し
た
。

こ
の
急
激
な
人
口
の
増
加
と
都
市
化
に
よ
り
、
社
会
資

本
整
備
に
関
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
ら
れ
な

い
状
況
が
続
い
て
い
た
。
中
で
も
交
通
網
の
整
備
が
立
ち

後
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
や
交
通

事
故
な
ど
が
住
民
の
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

こ
の
た
め
清
武
町
で
は
、
平
成
七
年
か
ら
清
武
町
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
平
成
一
〇
年
か
ら
清
武
町
ま
ち

づ
く
り
交
通
計
画
の
二
つ
の
計
画
を
住
民
参
画
を
推
進
し

な
が
ら
策
定
し
、
積
極
的
な
交
通
問
題
へ
の
取
組
み
を
進

め
て
き
た
。

二

清
武
町
の
交
通
概
況

清
武
町
に
は
、
南
西
部
の
都
城
市
･
鹿
児
島
方
面
か
ら

宮
崎
市
に
連
絡
す
る
宮
崎
自
動
車
道
、
国
道
二
六
九
号
、

J
R
日
豊
本
線
な
ど
の
広
域
的
な
交
通
軸
が
町
内
中
央
部

か
ら
宮
崎
市
に
向
か
っ
て
縦
断
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
国

道
二
六
九
号
は
宮
崎
都
心
部
へ
連
絡
す
る
主
要
幹
線
道
路

で
あ
る
。
こ
の
た
め
図
2
に
示
す
よ
う
に
、
町
内
を
含
め



表 T バスと鉄道の連行時刻 (朝 :加納→宮崎)

路線バス 蹟
6 時 台 讓
7 時 台

繊絲
恕

8 時 台

繊総所要時間 粉輪
~
天
盤
瀰

縁
り鬘

め
調寝※分“声

増
に

尺
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表 2 通勤 ･通学流動の現状
(人)

… 鑄薇
代表手段晃=

自家用車 鉄 道 乗合バス 二輪車 その他
清武町↓
宮崎市 鰡 彌 274 228 邇 323

図工『wl宮崎市 鰡 凶 499 20 39 琉

合 計

構成比(%)

‐ 隆遼蛔薹鼾藤浦舘纖勘働方宙のみ配螢
閼武高速バス停清武凧 .〆 轡競薄纜露繃能讓桝寓梅}
図 2 宮崎都市圏南部の渋滞長 (朝ピーク時)

(西向きのみ通行可)

八重川沿い町道における交通規制の概要図

表 3 住民意識調査結果

清武町の課題 道路の整鱸 52 3 96
災害に対する安全策 36

.
l %

交通事故に対する安全策 概れ
に
策

ち

方

ま

の

い

め

よ

たる

住

す

道路などの整備 儲雄
下水道河川の整備 錫嫡
文化会館などの施設の整備 鰯獲

清武町都市計画マスタープラン策定のための

た
沿
線
各
市
町
か
ら
の
通
勤
交
通
と
町
内
の
交
通
需
要
の

集
中
に
よ
り
、
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。

ま
た
、
図
3
に
示
す
と
お
り
、
国
道
二
六
九
号
の
渋
滞

を
回
避
し
よ
う
と
す
る
自
動
車
が
通
学
路
で
あ
る
細
街
路

に
流
入
し
、
通
学
の
児
童
や
生
徒

(歩
行
者
や
自
転
車
)

の
交
通
安
全
を
阻
害
し
て
い
る
。

一
方
公
共
交
通
機
関
は
、
宮
崎
都
心
部
に
向
け
た
J
R

と
路
線
バ
ス
が
あ
る
も
の
の
、
表
1
に
示
す
と
お
り
、
サ

ー
ビ
ス
水
準
は
低
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
連
行
本

数
が
少
な
い
こ
と
や
、
朝
ピ
ー
ク
時
に
は
国
道
二
六
九
号

の
渋
滞
に
よ
り
、
バ
ス
の
定
時
性
が
確
保
さ
れ
な
い
等
の

状
況
に
よ
り
、
表
2
に
示
す
よ
う
に
、
通
勤
通
学
ト
リ
ッ

プ
に
お
け
る
公
共
交
通
の
分
担
率
は

=
%
と
極
め
て
低

い
状
況
に
あ
る
。

三

T
D
M
社
会
実
験
ま
で
の
取
組
み

清
武
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の
前
段
階
と

し
て
、
町
民
の
意
識
調
査
を
行
っ
た
。
表
3
に
示
す
よ
う

に
、
道
路
な
ど
の
整
備
、
交
通
事
故

(特
に
通
学
路
で
の

児
童
･
生
徒
の
事
故
)
に
対
す
る
安
全
対
策
を
挙
げ
る
住

民
が
多
か
っ
た
。

町
と
し
て
も
こ
の
問
題
の
深
刻
さ
は
十
分
に
認
識
し
、

バ
イ
パ
ス
整
備
を
進
め
る
な
ど
ハ
ー
ド
的
側
面
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
進
め
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ー
ド
整

備
に
か
か
る
多
大
な
費
用
と
時
間
を
考
慮
し
、
公
共
交
通

利
用
促
進
に
よ
る
交
通
円
滑
化
と
交
通
安
全
対
策
を
パ
ッ



ケ
ー
ジ
と
し
た
T
D
M
施
策
の
導
入
に
つ
い
て
、
関
係
機

メ
ン
ト
委
員
会
で
は
当
初
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ

･
交
通
渋
滞
は
朝
の
通
勤
通
学
時
間
帯
の
み
で
、
さ
ほ

関
か
ら
構
成
す
る

｢清
武
町
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委

れ
た
。

ど
深
刻
で
は
な
く
、
T
D
M
の
必
要
性
が
低
い
。

員
会
｣
を
設
置
し
、
表
4
の
経
緯
を
ふ
ま
え
交
通
社
会
実

･
住
民
意
識
調
査
で
は
、
｢公
共
交
通

(J
R
･
バ
ス
)

･
町
民
自
身
が

｢渋
滞
を
引
き
起
こ
す
当
事
者
｣
か
つ

験
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

は
自
動
車
と
比
較
す
る
と
不
便
で
あ
る
｣
と
の
回
答

｢細
街
路
に
進
入
し
交
通
安
全
を
脅
か
す
当
事
者
｣

交
通
社
会
実
験
に
あ
た
り
、
清
武
町
交
通
需
要
マ
ネ
ジ

が
九
割
と
大
多
数
を
占
め
た
。

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
T
D
M
施
策
に
よ
っ

て
住
民
自
身
の
交
通
意
識
の
変
更
を
促
す
べ
き
で
あ

る
。

画

動
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
、
こ
の
意
味
で
T

　　　
　　

　

　　
　
　
　

　
　

　　
　　　
　　

計

鯛

巧
乱
癇
孵
輌
轆
讓
顔

ル
轤

計

藻
畷
定

鵲
･
盟呆
莞
胡
堕
＼
り
寸
芯
や
更
薑
麦
会
り
現
慧
か
ら
･
ヨ

る
緯
漉

洲
綻
匙
“
職
"靴
硼
皺
鰤
蝋
糜
妙
麗
調
緘
陶籟

朔
巨
導
勣
計
溺
冲
敷
け
朝
旨
杉
コ
≦
%
祭
郊
主
な
鬚
努
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

遡
醉
似
疎
蝦
瞥
獺饑
醸
永謳繊
硼
楸臟
翻泣
範
離
駒発
砺蹴

碑
詫
淺
穿
ズ

に
げ
諺
“
と‘‘‘を
路
言
戌
ま
瞑
灯
疼
彰
一謳

罔
瀰
爵
儼
筋…禪
酵
縣
簿轢
裏
協
議
蝋
瓱
船
灘
鰤
繃
E
鱸
蹴
酩
饌
廳

5
に
#
す
T
c
N
施
策
に
こ
し
て
の
有
効
性
を
社
会
ヰ夫
膀

武
澗
鰤贓
誹鬮
鰤臟
瀕
箒勒
鰤覊
鰯溝渕棘
鰤漉
臓
雫欲疵
臟鸚
瑯灘
鰤

で
検
証
す
る
こ
しゞこ
と
な
っ
た
0

、、‘

涓
潴
團
州
.
晴
れ
考
礎
残
潴
賤
行
剛
,
犠
蜻
轉
削
到
藤
圓
州
翻
圓
雛
憲

こ
の
よ
う
に
、
清
武
町
交
通
社
会
を夫
験
は
･
各
種
の
交

壽
,

通
円
滑
化
施
策
を
複
合
的
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
す
る
と
と
も

H
10

H
n

H

12

H
総

日
韓

に
、
地
区
交
通
安
全
の
問
題
に
着
眼
し
て
総
合
的
か
つ
戦

略
的
に
T
D
M
施
策
を
実
施
し
た
。

64 道行セ 2003.9

清武町周辺での経緯 宮崎都市圏での経緯(主なもの)

H
10

計

硼絲轢淺饑H
n

ラ

し
面
ナ絲響

-･

H
1 2閼嚢 込裟、、、出

H
総威勢鱗HM 鰕碇

M
詩
成
魂
n
翹勧難麺類癲

殴襁孃
画

緘纖



検 証 項 実 験 内 容

奬験項目 実験内容
l.既往高速バスの臨時停車 [一般] ◎清武高速バス停を通過する既往高速バス

(福岡行:24往復)の臨時停車
◎町内で乗車券が購入できる｢新･予約システム｣の試行

2.通勤高速バスの運行 [モニター] ◎田野町~蒲武町~宮崎中心部区間(約 25km )
◎朝 15分おき8便、夜 20分おき 12便
◎アクセス･イグレス交通手段の充実
◎バスレーン指導強化の実施(2日間)

[モニター]
◎アクセス･イグレス交瀝千段の充実
鰺増結による着席率の向上

4.パ･一ク&ライド計画 [モニター] ◎パーク&ライド用駐車場【3箇所】
5.サイクル&ライド計画 [モニター] ◎サイクル&ライト刑粒掬覊【9曲折J
6,送迎バスの連行 [モニター寛一溌如 ◎清武町内送迎バス運行【4系統】

◎昼間は買物バスを運行【1系統】
7,レンタサイクルの運用 [モニター] ◎宮崎市内レンタサイクル【3箇所】
8.ICカード導入による寮継改善

[モニター]
◎通勤高速バス、送迎バス、既往路線バス、
JRが 1枚のiCカードで利用可能

9,八重川沿い町道の交通規制
(一方通行) [一般]

◎朝ピーク時における一方通行規制の実施
(住宅地内への通過交通の進入禁止)

[モニター無モニター専用 [一般事モニター以外の一般客も利用可能

環境の改善効果

@釀
交流の更なる促進効果〕の検証

生活利便性の向上と外出機
会の増加効果の検証

公共交通優先利用に向けた
民意識の醸成

図 4 検証項目と実験内容

< 交通の問題点 >

国道269号の交通渋滞

八重川沿い町道へ
圏通交.が流入

社 会 実 験 で の 試 行 項 目 > < 検 証 項 目 >

児竜･生徒の通学の安全性
低下“住宅地の蠕 蕪

福間行高速バス(24往復
/日)が迩遇するため、
町民及び町内齦敗企業
(35 社)の利便性が眠い

丘陵地に位置する町内
最大の住宅団地が公共
交通サービスの空白地帯

図 5 社会実験の体系図

公共交通への転換促進に
よる自動車交通量の削減

l園通の混雑力鰻和 lの混雑が緩和

　　　　通学路(八重川沿い町道)
における交通 の ,

国道等への迂回
交通の発生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穢轉鰯嬢の繊麗
幹線公共交通擬脚の完癸

端末交通手段の充実

iCカードによる
巣り雑き改善

パーク&ライド
サイクル&ライド

市街地における
レンタサイクルシステム

町内送迎バス緩行

通勤送迎バスの間合い活用による

ミ
ロ熱霧勁震盪…

凝議“れ れ‐--- ----- - ---- --- - -- - ----------- - -- --------

JRの利便性向上

適鋤高速バスの試行

バスの円滑な運行を
支援するバスレーンの
指 ･取締の

住宅団地に近接する
隅柱高速バス停の活用

行高速パスの

高速バス停における

　
慮鱸爽鑪の重な毬 l
齪鱸勳釀の鹸離 l

　　　　　　　　
と外出癩黛の鱸加

l
-------------------

!

　　 　　　　　　　　
の公共交通利用の効果を認識

環境の改善効果の検証
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四

社
会
実
験
の
結
果

社
会
実
験
は
、
平
成
一
四
年
三

月
一
人
日
~
二
二
日

の
五
日
間
、
モ
ニ
タ
ー
三
三
二
名
の
参
加
を
得
て
実
施
し

た

(平
均
マ
ス
ト
ラ
利
用
者
数
一
八
七
名
/
日
、
図
6
参

昭
巴
。

1

道
路
交
通
の
変
化

交
通
規
制
の
実
施
に
よ
り
、
国
道
の
迂
回
路
と
な
っ
て

い
た
細
街
路
の
交
通
量
は
一
九
三
台
削
減
さ
れ
た
。
こ
の
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毎日利用したい 週1回なら利用したい 不明 -、5　 　 　′ ,-戈 31,9 、̂ ,奈 326 222

用
　 　　　　 　　　　　　　　　 　　　 　 　　　　　　　 　　　　　　　

週2~ 3回なら利用したい 利用したくない

図 7 交通規制区間を含む断面交通量

こ
と
に
よ
り
、
表
5
に
示
す
よ
う
に
通
学
す
る
児
童

･
生

徒
約
二
九
〇
人

(歩
行
者

･
自
転
車
)
の
安
全
性
が
大
幅

に
向
上
し
た
。
一
方
、
図
7
に
示
す
よ
う
に
実
験
時
の
国

道
の
交
通
量
は
平
常
時
と
ほ
ぼ
同
じ
約
一
、
九
〇
〇
台
で

あ
り
、
混
雑
悪
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
晴
天

時
に
は
国
道
の
所
要
時
間
が
一
三
分
か
ら
九
分
へ
と
約
四

分
間
短
縮
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
平
常
は
自
動
車
利
用
で
あ

る
モ
ニ
タ
ー
を
公
共
交
通
へ
転
換
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

国
道
二
六
九
号
の
交
通
渋
滞
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

細
街
路
の
交
通
安
全
の
向
上
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

80･ 70･ 80% 90% l00･

な毎日利用したい 週1回なら利用したい 不明

も 還2~3回なら利用したい - 利用したくない

利用したい理由 日毎
構成比(%)
週 2 ~ 3 回國1回

"朝
…
務先のすぐ近くで降りることができ便利 19.

4 19お 19
.
O

-

、 霧｣さ繖、bああ纖爬勘滅時のる感は◆滞在 瀬 贓 鱒
、｢′
勤中に読瓣などの自由は吋ー判ができる 獨 虱 第席に余裕があり快適である ･ 祕 郷線バスと比べて早く到着できる 椰 脚 髄
頃から環境に優しいことをやりたい 鱒 鯰 爵数が多くて便利 鱒 第 卸
M勤時は自動車よりも早く到着できる 鱒 M 伽
〔摸えがス

ムーズで便利 鱒 勾 得
方く機会が増え、

健康に役立つ 復 厨 勢
｣ の{也 第 閲 閲
図 9 通勤高速バスの利用意向
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利用したい理由 一月鵯 ,
比(%)

毎日 坦 :~3 回 回
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t満がないため通勤時間が読める 24 3 4

.
8 18,4･1.･伝〈機会氷増え、

健康に役立つ 磁 ･夏 獺
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表 5 八重川沿い町道の交通量の変化
(7 :0 0 ~ 7 :4 5 )

前
休期禰

中
侠
麒
湘

減
数
勘
合
削減率

宮崎方向車線 刻 “ 脚△ %毀△

清武方向車線 郎 鵺 鱒△ %乾△

商事総計 郷 知 節△ %醇△

日

日

目

日

2

3

4

5



2

公
共
交
通
の
利
用
実
績

実
験
の
参
加
モ
ニ
タ
ー
は
三
三
二
人
で
、
実
施
期
間
中

(五
日
間
)
で
は
延
べ
一
、
七
二
九

人
の
参
加
を
得
た

(
一
日
平
均
三
四
六
人
)。

平
均
参
加
率
は
五
二
･
一
%
で
、
五
日
間
を
通
し
て
減

少
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
モ
ニ
タ
ー
か
ら
公
共
交
通
の

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
に
対
し
て
一
定
の
評
価
を
得
た
と
考
え

る
。
ま
た
通
勤
時
に
は
、
国
道
と
町
道
を
合
計
し
た
断
面

交
通
量
の
減
少
分

(
一
四
三
台
)
を
若
干
上
回
る
約
一
人

0
~

一
九
〇
名
が
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
前
述
の
交
通
混
雑
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と

整
合
し
て
い
る
。

表 6 実験結果から見た今後の課題

襄鹸内容 今後の課題
1･
J R通勤の利用状況

討

上

検

鰤
拗
纈
敵
拗
鱈
鉤

た
の
機

妙
鰄
縞

拡
車
る
大

者
列
け
拡

用
終
お
の

利
最
に
数

損
瞼
塒
醸

の
便
シ
停

時
の
ッ
駅

宅
R
ラ
納

帰
J
朝
加

2.
通勤高速バスの利用状況 )

鞠

向
天

纐

饑
瀰

鰐

剣
㈱
上

磯

め
応
向

案

た
対
る

や

妙
効撓

鰯

拡
滞
さ
実

駐

者
渋
の
売

る

用
通
性
の

け

利
交
時
度
誓
お

ス
る
定
制
改
に

パ
け
の
引
の
停

速
お
ス
割
刻
ス

高
に
パ
の
時
パ

の
内
速
貿
ス
速

時
市
高
速
バ
高

宅
崎
勤
ス
終
武

帰
官
通
バ
般
清

3. ‘
駐車場･駐輪場の利用状況 鰍獺

臓
物潴妙紺

拡
に賭艘
鰤
増
鰤
泳蝋飜

駐
鉄

4.
レンタサイクルの利用状況 碗鰐鱗…励鰤"

蛾鰍…
饑端佛佛

サ
サ
"
"5.

送迎バスの利用状況 鰤
上
認
向
ス
低

性
シ
る

猿
鱗
撓
拗
楡
解

た
の
抗

如
皸
轢
譜
孫

用
け
け

榊
滕
鯲

ス
ス
ス

迎
迎
迎

送
送
送

6.
買物バスの利用状況 ア

o
意

を

と

リ
討
配

ど

店

パ
検
の

な

商

、
の
へ

駅

、

く
入
ス

道

定

化
多
事
ガ

鉄

設

強
が
の
気

や

金

R
声
ス
排

院

料

P
る
パ
や

病

な

や
す
型
音

、

頃

上
室
小
騷

く

手
題

向
希
い

、

な

、
課

性
を
す
ら

で

ら
が

便
現
や
か

け

か
施

利
美
し
と

だ

と
実

の
ら
り
こ

設

こ
の

め
か
降
る

施

る
等

た
者
り
ず

葉

o
あ
度

の
齢
乗
嬢

商
討
で
制

大
高
た
循

、
検
段
引

拡
や
し
に

て
の
手
剛

者
婦
慮
度

し
ト
通
た

用
主
配
頻

と

一
交
し

利
の
も
高

ト
ル
な
プ

ス
れ
に
を

o
ー
る
的
ッ

バ
達

一
内
要
ル
す
常
ア

物
供
り
地
必
行
由
日
イ

買
子
フ
団
が
遅
緩

･
夕

緘緘
職“
船短 蹴

峨
捻
農鍬絲猟礬

に
織
鬮絲粁

獺
騰
鼬
娠8.

バスレーンの指導･取締実施状況
･バスレーンの手前区間における交通渋滞への対応

9,
福岡行高速バスの利用状況 熟

0鯛讓鰡鷲総
働
股
鰻
翻
鰄

も
手

の
多

や

纖朧

3

公
共
交
通
の
利
用
意
向

本
格
実
施
に
向
け
た
課
題
を
検
証
す
る
た
め
に
モ
ニ
タ

ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結
果
、
図
8
及
び
図
9

(前
ペ

ー
ジ
参
照
)
に
示
す
よ
う
に
J
R
通
勤
及
び
通
勤
高
速
バ

“

ス
と
も
に
、
｢週
一
日
な
ら
利
用
し
た
い
｣
割
合
が
約
七

9

割
と
非
常
に
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
公
共
交
通

知

を
毎
日
利
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
｢利
便
性
の
高
い

セ

公
共
交
通
が
整
備
さ
れ
れ
ば
週
に
何
日
か
は
公
基
父
通
を

蜜

利
用
し
た
い
｣
と
い
う
意
見
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
こ

と
と
解
釈
で
き
る
o

こ
れ
ら
実
験
結
果
か
ら
み
た
今
後
の
課
題
を
整
理
す
る

と
表
6
の
よ
う
に
な
る
。

五

お
わ
り
に

実
験
結
果
か
ら
、
清
武
町
の
よ
う
な
自
動
車
依
存
が
強

い
地
方
都
市
で
は
、
公
共
交
通
利
用
の
可
能
性
の
高
い
地

域
と
利
用
者
を
限
定
し
た
上
で
、
地
区
交
通
の
安
全
対
策

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
た
総
合
的
な
T
D
M
施
策
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
清
武
町
で
は
、
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
実
験
計

画
立
案
及
び
一
七
機
関
で
構
成
す
る

｢清
武
町
交
通
需
要

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
｣
を
運
営
し
、
関
係
す
る
機
関
の

連
携
、
協
調
及
び
上
位
計
画
と
の
整
合
性
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
が
本
実
験
の
成
功
の
鍵
と
も
言
え
る
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
社
会
実
験
で
得
ら
れ
た
内
容
を
も
と

に
、
住
民
及
び
関
係
機
関
と
連
携
し
、
実
証
化
に
向
け
た

作
業
を
進
め
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
実
験
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
、
国
土
交
通
省
に
誌
上
を
も
っ
て
お
礼
に
代
え
た
い
。




